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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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眠ねむる宝は誰たがために［前編］







　魔ま力りよくの明あかりを反はん射しやして、闇やみにまばゆいきらめきが生うまれた。


「んっふっふっふっ♪　大たい漁りよう大漁[image: ]」


　つい今しがたまで、永ながい闇に閉とざされていた部へ屋やの中には、箱はこに入った金銀宝石細さい工く物もの、魔法の道具マジツク・アイテムとおぼしき品々。


「世の中悪いことばかりじゃない、ってね」


　つぶやいて、あたしはおたからの物ぶつ色しよくをはじめた。


　──山道でにわか雨に遭あい、近くで見つけた洞どう窟くつで雨あま宿やどり。ところが奥おくの地面がいきなり崩くずれて縦たて穴あなへ。


　最さい悪あくの日、と思っていたが──その底そこから続く横穴が、こんなところへつながっていたのである。


　ずいぶん古い時代の遺い跡せき──というか、隠かくし倉そう庫こか何かだったのだろう。魔ま法ほうで動く石魔獣ガーゴイルや動く鎧リビング・メイルなどの守護者ガーデイアンはおらず、ただただおたからの山また山。


　はっきし言って、こんなおいしい場所はないっ！


　しかもひと部屋だけではない。そんなものが、どうやらいく部屋もあるようなのである。


「さて……次の部屋は……と……」


　ひと通り部屋を物色し、おたから抱かかえて、あたしは次の扉とびらへと向むかった。


　さすがにドアにはカギがかかっているようだし、開けると罠わな、という程てい度どのしかけはしてあるかもしれない。


　よって、あたしは呪じゆ文もんを唱となえ、大きな石造りの扉に手をあて──


「地精道ベフイス・ブリング！」


　地精ベフイモスに干かん渉しようする呪文を使い、ドアに、しゃがめば通れるほどの穴を──


　開けた向こうに明りが見えた。


『……へ……？』


　呆ぼう然ぜんたるつぶやきは、二つ同時に上がった。


　あたしと──向こうの部屋に佇たたずむ男。


　としの頃ころなら二は十た歳ち前後。黒くろ髪かみで、身み軽がるで動きやすそうな服ふく装そうに、腰こしには一いち応おうショート・ソード。


　どうやら魔法が使えるらしく、魔力の明りを部屋の天てん井じようにふよふよ漂ただよわせている。


　同じく硬こう直ちよくしたままで、こちらを見やるその肩かたには、やたらとデカいショルダー・バッグ。バッグの口からは、はみだすほどのおたからの山。


「……お……お前!?」


　先に声を上げたのは、相手の方だった。


　親のカタキを見るようなまなざしをあたしの方に向け、


「さては盗とう掘くつ者しやだなっ!?」


「あんただってそーでしょーがぁぁぁっ！」





　どぐしゃぁぁっ！





　ひと息いきに間ま合あいを詰つめたあたしの飛とび蹴げりが、男のどたまを直ちよく撃げきした！


　男のバッグが床ゆかに落ち、あたりにおたからが散ちらばりまくる。


「……とゆーか、その『盗掘者』って呼よび方やめてくれるっ!?　ひとぎきの悪いっ！


　あたしはただ、古こ代だいのロマンに魅み了りようされ、研けん究きゆうと実じつ益えきを兼かねた探たん索さくを行おこなっているだけなのよっ！」


「……だからその『実益』ってところが盗掘なんじゃあ……？」


「どやかましいっ！


　とゆーか、あんただって同じことやってるじゃないっ！」


「いや！　オレは違ちがう！」


　男は身を起おこし、胸むねを張はり、


「これはオレ自身の正せい義ぎのためにやっていることなんだっ！　金目め当あてのただの盗掘とはわけが違うっ！」


「あー。はいはい。


　じゃあ、どーせ一人じゃあ、これだけのおたからなんて持ち運はこべないんだし、それぞれ勝手に物色して持ってく、ってことにしましょ」


「お前オレの話聞いてないだろっ!?」


「聞いてるわよ。聞き流してるだけで」


　言いながらもあたしはすでに、おたからの物色にとりかかっていたりする。


「……こっ……このっ……！」


　男はしばし、ぷるぷると、怒いかりに肩をふるわせていたが──


　……ふぅ……


　やがて大きくひとつ息いきを吐はき、


「……まあいい……好きにしろ。何にしろ時間はないかもしれんからな」


　わけのわからんことを言いだす。


「とにかく、早くしないと──」


　言いかけた男のことばを遮さえぎって。


「早くしないと──何だ？」


　新あらたな声は、いきなり響ひびいた。





「……くっ！　来たか！」


　声を上げ、男があわててあたりを見み渡わたす。


　広い部屋。朽くちた木の床。石の扉とびら。


　その扉が──


　……ゴ……ゴゴゴゴゴゴゴ……


　重い唸うなりを上げながら、ゆっくりと開いてゆく。


　すき間から漏もれ入る、強きよう烈れつな魔ま法ほうの明りを背せに負おって、その場に佇たたずむいくつもの影かげ！


「やはりここだったか。ニード！」


　そう言って、ゆったりとした足取りで、部屋に歩あゆみ入って来たのは一人の男だった。


　としの頃ころなら四し十じゆう過ぎ。黒い髪かみをぺったりと後ろになでつけ、むやみに立りつ派ぱ──とゆーよりも、あからさまにヘンなヒゲをたくわえ、ローブとも少し違ちがう、なんだかぞろりとした服を着たおっさんだった。


　あとに続いて入ってきたのは、やはり同じような服ふく装そうをした男女が四人。


　……さすがにこっちには変なヒゲはなかったが。


「つまらん意い地じを張はりおって！


　また性しよう懲こりもなく、こんなくだらんことをやっているのか？」


　おっちゃんは、なんかくそえらそーな態たい度どで、部屋にいた男にそう語りかける。


「気き安やすく呼よぶなっ！　親父おやじっ！」


　ニードが吠ほえる。


　……って、親子かこいつら？


　ニードはおっちゃんを指さして、


「オレはあんたのやり方は認みとめん！　何度もそう言ったはずだ！」


「お前のやっていることは、所しよ詮せん子供が駄だ々だをこねているのと同じことだ。何度もそう言ったはずだ！」


　言って二人の視し線せんがしばし、虚こ空くうに火花を散ちらし──


『そこっ！　無む視しして宝漁あさらないッ！』


　いきなり同時に、びしっ！　とあたしを指さし、指し摘てきする。


「そもそも何者なのだ？　きみは？　見たところ魔ま道どう士しのようだが……」


「あたしから見れば、そっちの方が正しよう体たい不ふ明めいよ。


　いきなり次々出てきて勝手にケンカして……」


「──これは失しつ礼れいした。


　自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな。


　わたしはティアギアス・シティ魔道士協きよう会かい、歴れき史し研けん究きゆう部門責任者、シド＝ブランナー。


　──そしてこっちが息子むすこのニードだ」


「……ちっ……」


　言われてニードは、吐はきすてるようにそっぽを向く。


　ともあれ、ちゃんと名乗られた上は、こちらも名乗らねばなるまい。


「あたしは──リナよ。リナ＝インバース」


「ほう……あの」


　シドは、ヒゲをぴくんっ、とふるわせて、


「ならば、きちんと話をするべきですな。


　実はわしは──」


　言いかけたその時！


「爆煙舞バースト・ロンドっ！」


　ちゅごごごごごごごっ！


『うあっ!?』


　いきなりニードの放はなった術じゆつが、あたりで小しよう爆ばく発はつを起こした！


　殺さつ傷しよう力りよくなどないに等ひとしい術だが、上がる炎ほのおと煙けむりとに、シドのとりまきたちがうろたえまくる。


　その時。


「こっちだっ！」


　ニードはいきなりあたしの手を取り、引っぱって行こうとする。


「ちょ……！　ちょっと！」


　むろんあたしは抵てい抗こうする。が、


「連中におたから取り上げられたくなかったら、いいから来いっ！」


　──事じ情じようはさっぱりわからないが、『おたからを取り上げられたくなかったら』のひとことに反はん応のうして、あたしはニードといっしょに駆かけ出していた。





「……で？


　どういうことよ？　おたからを取り上げられる、ってのは？」


　あたしがニードにそう尋きいたのは、洞どう窟くつを抜ぬけてすこし離はなれた村へたどり着き、メシ屋でひと落ち着きしたあとのことだった。


　ニードは料理に手もつけず、苦にがい表情で、


「……親父おやじは……


　遺い跡せき発はつ掘くつの独どく占せんを狙ねらってるんだ」


「独占？」


　トリ肉のレモングラス・ソテーをかじりつつ、眉まゆをひそめて問とうあたし。


「ああ。さっき親父が言ってたろ。協会で、歴史の研究をしてる、って。


　──ヒトの歴史──


　いろんな国が興おこっては消え、さまざまな事じ件けんが各地にあった──


　けど今、世せ間けんで言われてる『歴史』って奴やつは、もっぱら言い伝つたえに頼たよってる。


　だから、事実とつくり話とが、結けつ構こういいかげんに入いり交まじってるんだ。


　それで、ちゃんとした資し料りようをもとに研究して、本当の歴史、って奴をはっきりさせよう、ってのが主しゆ旨しらしい」


「……ふむ……


　それはまあ、悪いことじゃあないわね」


　つけあわせの、シャキシャキにバターソテーされたニンジンをかじりながらあいづちをうつあたし。


「ああ。オレとしても、そのこと自体は立りつ派ぱなことだと思う。


　で、それをするには、過去の遺跡などをしっかり調ちよう査さする必要がある。


　個こ人じんレベルで勝手に遺跡に入って、おたからを取って来て、勝手に使ったり売りさばいたりするのは、歴史調査の大きな妨さまたげになる、というのが親父の論ろんだ」


「……ふむ……まあ……正せい論ろんね……」


　よくそーゆーことをやるあたしとしては、なんだか責せめられてるよーな気になって、とりあえずあいまいにうなずいた。


「──だから──


　魔ま道どう士し協会に働きかけて、正式な調査機き関かん以外が遺跡に手をつけてはいかん、ということにしろ、というのが親父の主しゆ張ちようだ。


　むろんこの場合、その機関というのは、親父の調査組そ織しきなわけだ」


「……なるほど……それで独占、ね……


　──で、あんたはなんでそれに反発を？」


　あたしは尋たずねた。


　気に入る気に入らないはともかく、シドが言ってるのはあくまで正論なのである。


　遺い跡せき発はつ掘くつで生せい計けいを立ててる赤の他人が反発する、というのならまだわかるが、ニードはシドの子供。


　あえて反発する理由は見当たらないのだが……


「……オレも最初は、親父を、その理り念ねんを尊そん敬けいしてもいた。


　親父はその論をふりかざし、ティアギアスの協会に働きかけ、歴史研究部門を設せつ立りつさせた。


　他の魔道士たちには遺跡に手をつけることを禁きんじさせ……


　多少やり方に強ごう引いんなところもあったが、それも、歴史の真実を解とき明あかすという大たい義ぎの前では仕し方かたないこと。


　そのうち、理り解かい者しや、というか取とり巻まきもでき、組織は少しずつ大きくなっている。


　オレも最初は親父を手伝ったりもした。


　ところが──


　オレは知ってしまったんだ！


　親父の研究とやらの真実を！」


「──と、いうと？」


「遺跡の調査も歴史の研究も、確たしかにする！


　しかし、自分の専せん門もん分ぶん野や外の、手に余あまる遺跡とお宝は、その存在自体をにぎり潰つぶしてたんだ！


　この分野はよくわからない、などと言えば、そちらの専門家が呼ばれるだろう。そうなると、親父だけが組織のトップに立ち続けることは不可能になる。


　だからさ！


　そういったおたからや、調べてもあんまり参考になりそうにない金や宝石お宝──


　そのあたりはみんな着ちやく服ふく、横流し！


　その金で飲むわ食うわスケベな遊びしまくるわっ！


　さらに！


　オレに自分のあとを継つげと迫せまり、昔むかしの魔道士協会の習しゆう慣かんだから、と、変な服とヒゲを強きよう要ようする始し末まつっ！


　そんな真ま似ね、たとえ実の親とはいえど許ゆるせんっ！


　オレがこの手で正義の裁さばきを下くだすっ！」


「……あんた実は……


　あのヒゲがヤだ、ってところがポイントでしょ……？」


「……そっ……！　そんなことはないっ！」




[image: ]


　あ。動どう揺ようした。


「けどそれなら、なんであんたが遺い跡せき漁あさりなんてしてんのよ？」


「それはむろん！　親父に対する抗こう議ぎ活動としてだっ！


　親父の研究してる中から、手つかずの遺跡の地図をかっさらって、先さきに荒あらしまくったあげく、その金で飲むわ食うわスケベな遊びしまくるわっ！」


「ちょっと待てぃっ！　それもじゅーぶんに『正義』ってもんからかけ離はなれてるでしょーがっ！」


「オレ的にはギリギリセーフだっ！」


「アウトよっ！　モロにっ！


　……ったく……そこいらへんは、やっぱし親子ねー……」


「オレを親父といっしょにするなっ！」


「……て言われても……」


　げんなりと言って、あたしはポテトサラダをひと口。


　よくいる、正義をふりかざすわりに、スジの通らないことをしまくる奴やつ、とゆータイプか……


「……まあとにかく……


　それじゃあ、抗議活動って言っても、単たんなるいやがらせにしかなんないわよ。


　おとーさんがそれで、行おこないを改あらためるとは思えないわね」


「ああ！


　親父おやじと違ちがって自分にきびしいオレは、三、四年そんなふうに遊び倒たおしたあげく、行きつけの酒さか場ばのマリーちゃんに『こんな生活ばかりしてると、そのうちお父さんみたいなヒゲが生はえてきちゃうわよ』とか言われて、自みずからのやりかたが間違っていたことに気がついたんだ！」


「それ、気づくの遅おそすぎ」


「ともかくっ！


　このまま親父を見過ごしにするわけにはいかないっ！


　そこで、だ！」


「……そこで？」


　問うあたしに、ニードは大きくうなずいて、


「うむっ！


　どうしたもんかと思っているんだっ！」


「結けつ局きよく考えてないんかぁぁぁっ！」


「違うっ！　考えてないのではないっ！　思いつかないだけなんだっ！


　たとえ結けつ論ろんとしては同じでも、オレ的には努ど力りよくしたわけだし、そのプロセスを大事にしたいと思っているっ！


　ともあれそんなこんなで、オレもあんたの名前は聞いたことくらいはある。


　──で、あいつに丸め込まれる前に、なんとかこっちの味方に引き入れて、知ち恵えを貸かしてくれないものか、と思ったわけだ！」


「……なるほど、ね……


　けどそれなら、親父さんが横流しとかしてる、って話を、協きよう会かいの評ひよう議ぎ長ちようとかにして、なんとかしてもらうとか……」


「当然その案あんは検けん討とうした。


　……しかし……


　オレ的には、できればおたからの横取りというウマ味みを残しつつ、親父に完かん膚ぷ無なき敗はい北ぼく感かんを味あじあわせる、という案を推すい奨しよう！」


「ンな都つ合ごうのいい話があるかぁぁぁっ！」





　がづんっ！





　あたしは冷さめたステーキ皿ざらで、ニードのどたまをどつき倒す。


　そのままイスから立ち上がり、ニードのえり首ひっ摑つかみ、


「いーことっ!?


　今はまだ親父さんの組織は、ティアギアス周辺の問題、ってことですんでるかもしれないけどっ！


　もし研究が成せい果かを上げて評ひよう価かされて、それじゃあ他の魔ま道どう士し協会も巻き込んで、なんて話になってみなさいっ！


　遺い跡せきに潜もぐって、身のほど知らずに襲おそいかかってきたオークやゴブリンをいびり散ちらしたり、なんも考えてないガーゴイルや動く鎧リビング・メイルを攻こう撃げき呪じゆ文もんで一いち撃げき粉ふん砕さいしてうさを晴はらしたあげく、おたからを頂ちよう戴だいする、っていう、古来よりつちかわれたすばらしい伝でん統とう文化が途と絶だえるのよっ！」


「……で……伝統文化なのか、それは？


　というか、いつもそんなことしてるんですかぃ？　あんたは？」


　あたしのことばに、ニードがちょっとだけ腰こしを引く。


「あたしのことはとにかくっ！


　好きにおたからを漁あされなくなる……もとい。


　研究の名めい目もくで私し腹ふくを肥こやしまくる人間を見過ごしにするわけにはいかないわっ！


　となれば殲せん滅めつあるのみよっ！」


「……せ……殲滅ってあの……


　……すまん、やっぱり他のひとに頼たのもうかという考えがむくむくと……」


「くっくっくっくっ。なぁぁぁに言ってるのよ今さら。


　このあたしに、うかつに相そう談だんした以上、あとに引けると思ってるのっ!?


　こぉなった以上、あのおっちゃんには破は滅めつの夕ゆう日ひを見てもらうっ！


　あんたも多少のとばっちりは死んだ気で覚かく悟ごするよーにっ！


　……あ。でもって、あたしへの依い頼らい料りようの件けんだけど、金きん額がくどーする？」


「うああああああっ！　相談する相手間ま違ちがったかもぉぉぉぉっ！」


　依頼料の交こう渉しように入るあたしのそのそばで、なぜかニードは、頭を抱かかえて嘆なげき続けるのだった──





　ティアギアス・シティ──


　そこは、大小五本の街かい道どうが交こう錯さくする、交通の中ちゆう継けい地ち点てんとして栄さかえた宿しゆく場ば町まちだった。


　小さな魔ま道どう士し協会は、そんな町の片かた隅すみにひっそりと佇たたずんでいた。


「……あのシドさんがねぇ……


　いや……そう言われても、にわかには信じられないな……」


　協会にある評議長の部屋。


　あたしたちはまず、評議長のもとを訪おとずれ、シドのやっているにぎりつぶしや横流しの話をしたのだ。


　ひととおり話を聞き終えたあと。


　頭の薄うすくなりかけている評議長は、困こまった顔でそう言った。


「オレの話が信じられないと!?」


「……いや、そういうわけではないんだが。


　単たんに話を聞いただけで、『そうかシドはそんなことをしてたか。じゃあ解かい任にん』というわけにもいかんじゃろ？」


「いえ、オレ的には全然オッケーですが」


「いや。きみ的にどーでも世せ間けん的てきにマズいじゃろそれは」


「──たしかに現時点では話だけ。何の証しよう拠こもありません」


　そこに、あたしが横から口をはさむ。


「評議長がシドさんに重きを置いてらっしゃるのも理解できます。


　けど、もしもニードの言っていることが本当ならば、事じ態たいは重大。


　そんなことを見過ごしにしていては、これはシドさん個人のモラルや、ティアギアス魔道士協会がどうこう、と言うよりむしろ、魔道士協会全体の威い信しんにかかわります」


「……う……」


　あたしのことばに呻うめく評議長。


　──つまり。


　あたしは暗あんに、『シドから協会への献けん金きんがおいしいんで、あんたが波なみ風かぜ立てたがらないのはわかる。けど見過ごしにする気なら、ほかの協会にこのことチクるぞ』と宣せん言げんしたわけである。


　歴史の真実を解とき明あかす、と公こう式しきに標ひよう榜ぼうしている組織が、事実のにぎりつぶしをやっていた、となれば、これは立りつ派ぱなスキャンダルになる。


　どこかからそのことがバレれば、管かん理り者しやたる評議長も責任を問われるだろう。


　しかし、評議長自身がその告こく発はつに手を貸かしたのなら、逆ぎやくに株かぶは上がるというもの。


「……ま……まあ……


　たしかに真実なら……問題だな……」


　視線をそらし、つぶやく評議長。


　口こう語ご訳やくすると、『シドの存在はけっこうオイシイので、できれば守ってやりたいが、わしの評議長の座ざの方が大事[image: ]』といったところか。


　おーし。これで根ね回まわしはすんだ。


「ならばあとは、証しよう拠こさえあれば問題なし、ですね！


　そうと決まれば早さつ速そく捜そう査さ開始！　行くわよニードっ！」


「おうっ！」


　かくて、捜査ははじまった！





　街まちが夕ゆう暮ぐれの色に染そまる頃ころ。


　大きな屋や敷しきの裏うら口ぐちから、一いち台だいの荷に馬ば車しやがひっそりと出てゆく。


　荷台は布ぬので覆おおわれて、ぼろ布に等ひとしい粗そ末まつなマントに身を包つつんだ御ぎよ者しやも、人目を避さけるかのように、目ま深ぶかにフードをかぶり、顔を伏ふせている。


「……来たぞっ！　あれだっ！」


　ものかげに身をひそめ、ニードは小さな声でそう言った。


　ティアギアス・シティ中心街、シドの屋敷の裏手である。


「親父おやじはいつもああやって、自分で不ふ要ような宝を処しよ分ぶんしに行くんだ」


「自分で？」


　言われてあらためて見てみると、たしかに御者がかぶったフードの下から、無意味にりっぱなヒゲが飛び出している。


　──昨日、遺い跡せきにシドの一いつ派ぱが現れた以上、おそらく今日あたりに、おたからの処分が行おこなわれるはず。


　そこであたしたちは、屋敷を見み張はっていたのだが──早速当たりがあった、というわけである。


　これで取引の現場を押おさえ、取引相手と品物ともども評議長につき出せば、ことは一いつ件けん落らく着ちやく。シドは遺跡発はつ掘くつ独どく占せんの権けん利りを取り上げられることとなるだろう。


「追おうぞっ！」


　ニードのことばにうなずいて、あたしたちは、馬車のあとを尾つけはじめた。


　おそらくカムフラージュのためだろう。くたびれた年とし寄より馬一いつ匹ぴきだけが、ごとごと不ふ景けい気きに荷に車ぐるまを引いている。


　たしかにこの見た目からすれば、誰だれも、荷台にたいしたものが乗っているとは思わないだろう。


　のろのろとした歩あゆみのおかげで、こちらも早歩きでじゅうぶん尾び行こうできる。


　暮れゆく街を、馬車と、しばし遅おくれてあたしたちが進む。


　家々へと帰りゆく子供たち。


　窓まどから漏もれるランプの灯あかり。


　やがて──


　空が闇やみの藍あい色いろに染まる頃、馬車は街のはずれへとさしかかった。


　──街を出る気か？


　あたしとニードは思わず顔を見合わせた。


　取引は街の中でやるものとばかり思っていたのだが……


　そのまま馬車は街を出て、舗ほ装そうもされていない小さな街かい道どうを、ごとごと音を立てながら進んでゆく。


　むろんこの時間、あたしたちの他ほかに、あたりに人の姿はない。


　……ふぅん……なるほど……


　──がたたっ。


　唐とう突とつに。


　荷馬車が停てい止ししたのは、それからさらに少し行ったあたりのことだった。


　虫の声だけが、しばし夜の空気を支配する。


　しげみの陰かげで、息をひそめるあたしたち。


　そして──


「……ふ……ふふふふふ……」


　風の中に、小さな含ふくみ笑わらいが混まじり、ゆらりっ、と、御ぎよ者しやが立ち上がる。


「気づいていたぞ。


　お前らが、わしのあとを尾つけていたことは」


　御者は、シドの声で言った。


　──やはりそうか──


　おおっぴらにできない取引などをする時には、人間、どうしても、うしろめたさがにじみ出て、おどおどきょろきょろしてしまうものである。


　しかし今回、あの御者──シドは、あたりを見回すことさえしなかった。


　そう。まるで、尾び行こうされている可か能のう性せいなんて、全まつたく考えていませんよ、と宣言しているかのように。


　となればこれは、あたしたちを誘さそう罠わな。


　そう考えるのが当たり前である。


「……な！　なにっ!?　おいっどーする気づいてるって言ってるぞおいっ！」


　シドのことばに、小声でめちゃめちゃ動どう揺ようしまくるニード。


　……うーん……罠って可能性はぜんっぜん考えてなかったのな……こいつ……


　シドは、ばさりっ！　とマントとフードを脱ぬぎ捨すてて、


「わかっていると言ったはずだぞ！　さあ！


　姿を現せ！」


　声こわ高だかにそう宣言する。


　えーいっ！　こーなったら仕し方かたないっ！


　ざっ！


　しげみをかきわけ、道へと飛び出すあたしとニード！


「よくオレたちの尾行に気がついたな！　親父おやじっ！」


「ふっ。甘あまく見るな。


　お前ごときの考えが読めぬ父だとでも思ったか!?


　よいかニード！　世の中というのはお前が思っておるように、清せい廉れん潔けつ白ぱくですべてが済すむようにはできておらんのだっ！」


「聞く耳持たんっ！」


「だろうな！


　だからこそ！　今回は、お前にもたっぷりと教えてやろう！　現実というものを！


　目覚めよ！　ゴーレム！」


　……ぎ……ぎしぎしぎぎぎぎっ！


　シドの呼びかけに応こたえて荷に馬ば車しやがきしみを上げる。


　布に覆おおわれた荷台がもぞりっ、と動き──


　ひひひぃぃぃんっ！


　ぱからっぱからっぱからっ！


　おびえた馬がいなないて、荷車を引いて走りだす！


「うああああっ!?　ちょっと待て走るな逃にげるなすまない驚おどろかして悪かったぁぁぁっ！」


　叫さけぶシドと、荷台に動くものを乗せたそのままで、荷馬車は夜道を走り去さったのだった。


　……………………


「……えーっと……」


「……なあ……オレに教えてくれ！　どーしたらいいんだ!?　こーいう場合!?」


「……いや……ンなことあたしに聞かれても困こまるんだけど……


　ま、とにかく少し待ってみましょ」


　そのままぼーっと待つことしばし──


　月の場所がちょっと変わり、ヤブ蚊かがいーかげんうざったくなってきた頃──


「──あ。帰ってきた。」


　どすどす足音響ひびかせて、ようやく夜道を戻もどって来たのは、シドと、巨きよ大だいな人ひと影かげひとつ。


　身長は普ふ通つうのひとの倍ばい近く。月明りの中でさえ、石と判わかるその質しつ感かん。


　シドの言っていた通り、石人形ゴーレムである。


　……どーやら馬には逃げられたみたいだけど……


　シドとゴーレムは、あたしたちのそばまで来ると立ち止まり、


「……ふ……ふッ……見るが……いいっ！


　我わが……ゴーレムをっ！」


　ぜはぜは息を切らしつつ、後ろのゴーレムを、ばっ！　と手で指さす。


　とりあえずここは素す直なおに、ゴーレムに注目するあたしたち。


　そして──しばしの無む言ごん。


　そんなあたしたちに、シドはやや不ふ満まんげに、


「……いまいちリアクションが足たりんな……お前たち……」


「……いや……今さらリアクションを期き待たいされても困るんですけど……」


　ぽりぽり頰ほおを搔かきながら言うあたしに、シドは怒いかりの表情で、


「ぬううっ！


　ならば聞いて驚け！


　このゴーレムはな、わしが今まで研究した、今は失うしなわれし超ちよう古こ代だいの技ぎ術じゆつによって生まれたものなのだっ！」


「──なんですって!?」


「ふっ！　驚いたかっ!?」


「……いや……おどろけ、って言われたんで、一いち応おうつきあいでびっくりしてみました」


「むうっ……正しよう直じきな意見を……


　しかしまあ、ノーリアクションよりはよしとするか……」


「それはいーんだけど、まさか、『昔むかしの技術でつくられたゴーレムだから、今のより性せい能のうが悪いです』なんてありきたりなオチだったりしないでしょうね？」


　……………………


　あたしの指し摘てきに、シドはしばし硬こう直ちよくし──


「……ま……


　まあ、ゴーレムの話はこれでこっちに置いておくとして……」


「──ってちょっと待てぃっ！　図ず星ぼしかおっさんっ！」


「仕し方かたないだろっ！　性能のいいゴーレムの作り方知ってたら、わざわざこんなボロいゴーレム持ち出さんっ！


　せっかく性能の悪さを、格かつ好こういいセリフでラッピングしたというのに、あっさり台だい無なしにしおって！


　おのれもう許ゆるさん！


　と言いたいところだが、あのリナ＝インバースとまともに戦たたかって勝てるわけないんでニードっ！」


「え？　オレ？」


　いきなり日ひ和よられた上に話を振ふられ、横でぼーっと眺ながめていたニードが、とーとつに我に返る。


「そうっ！　お前だっ！


　どうせその女を巻まき込こんだのも、もとはと言えば、お前がこの父のやり方が気に入らんというのが始まりだろうが！


　ならばっ！


　他の者の力など借かりず、お前自身が戦うがいい！


　それが真しんの決着というものではないか!?」


「……くっ……たしかに……！」


　いや。なんかだまされてると思う。それは。


「ならばっ！


　わしの生み出したこのゴーレムと戦って、勝ってみせるがよいっ！」


「おうっ！」


　ほら。やっぱしだまされてる。


　あえて指摘はしないけど。


「お前が勝ったなら、わしもおとなしく負けを認みとめよう！


　しかしゴーレムが勝ったなら、お前はわしのやり方を認めて跡あとを継つぎ、立りつ派ぱな髭ひげを生やすのだ！　わかったな！」


「……くっ……！　背はい水すいの陣じんか……！」


　……いや……たしかに負けたらあのヒゲ生やせ、ってのは、けっこー背水の陣っぽいけど……


「ならば──ゆくぞっ！」


　吠ほえて、ニードはゴーレムと対たい峙じしたのだった！





　虫が鳴なき止やむ。


　夜風が渡わたる。


　ざっ！


　草を蹴けり、先に動いたのはニードだった！


　口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「振動弾ダム・ブラス！」





　づがぁぁぁんっ！





　……ごごごごごご……


「うあ。決着早っ。」


　あっさり倒たおれるゴーレムに、思わずあたしはことばを漏もらす。




[image: ]


「……うーむ……思った以上にモロかったのう……」


　ジト汗あせ流して佇たたずむシド。


　そのシドの方を、ニードは嬉き々きとしてふり向いて、


「勝ったぞ！　親父おやじ！　約束だぞ！」


　……ふぅ……


　言われてシドは、深い息を吐はき、


「……うむ……約束は約束だ……


　わしの負けだ。認めよう」


　意外といさぎよくそう言った。


「──じゃあ、遺い跡せき調査の件は──」


　尋たずねるあたしに視線を向けて、シドは、しれっ、と、


「あ。それとこれは別。」





　ぴきぃっ！





　あっさりきっぱり言い放たれて、あたしとニードが凍こおりつく。


「……ちょっ……！


　ちょっと待て親父っ！


　この勝負にオレが勝ったら……！」


「負けを認める、と言ったろ？


　で、わしは素す直なおに負けを認めた。


　以上。


　遺跡うんぬんなどという話、最初からしておらんぞ。わしは」


　……お……おにょれ、そう来やがったかこのおやぢっ……！


「──あ。そうそうリナ殿どの」


　シドはいきなり視線をあたしの方に向け、


「ここでもし怒いかりにまかせて、わしを攻こう撃げき呪じゆ文もんでぶっ飛ばしたりしたら、いわれのない暴ぼう行こうを受けた、ということで、協会に訴うつたえ出るからの」


「……[image: ]っ……！」


　言われてあたしはしかたなく、唱となえかけていた竜破斬ドラグ・レイブの呪文詠えい唱しようを中ちゆう断だんする。


「ではわしは、そろそろ屋や敷しきに戻もどるとするか。


　お前たちも早く戻れよ。


　はっはっはっはっ」


　笑い声を上げながら、去さりゆくシドの後ろ姿を、あたしとニードはただ、歯がみしながら見送るのだった……





　……お……おにょれぃっ！　たしかに今はやられたが、次こそは、遺い跡せき調ちよう査さ独どく占せんのその野や望ぼう、絶対うち砕くだいてみせるっ！


　夜風の中に佇たたずんで、あたしはかたく、心にそう誓ちかったのだった！







（眠ねむる宝は誰たがために：つづくっ！）
















　次回予告





　遺跡調査独占の野望に燃えるシド！


　リナとニードの二人を脅きよう威いと感じ取り、シドの一派が本格的に動き出す！


　果はたしてリナたちは、シドの野望をくい止めることができるのだろうか!?


　それとも敗やぶれて、変なヒゲを生やすこととなるのだろうか!?


　次回、『ヒゲよこんにちは』……


　……じゃなかった、『眠る宝は誰がために』後編、刮かつ目もくして待て！




眠ねむる宝は誰たがために［後編］













　あらすじ


　魔ま道どう士し協きよう会かいにあって、歴れき史し解かい明めいの大たい義ぎをかかげ、その実じつ、遺い跡せき調ちよう査さ権けん独どく占せんを狙ねらうシド！


　そして正せい義ぎだか何なんなんだかの理り由ゆうから、その野や望ぼうをうち砕くだこうとする、シドの実の息子むすこニード！


　リナはニードの依い頼らいを受けて、シドの野望の証しよう拠こをつかむべく動きだす！


　リナたちとシドの対決は、しかしシドに煙けむに巻まかれ、何も解かい決けつせぬまま終おわる。


　果はたしてリナたちは、悪あく事じの証拠を摑つかめるのか!?







　──いきなりで何なのだが……


　事じ態たいは行いき詰づまっていた。


「それじゃあそろそろ行こうかっ！」


「ムダよ」


　その日、早めの夕食を終え。


　意い気き込ごんで言うニードに、あたしはにべもなく応こたえた。


「……………………えーっと……」


　あっさり言われて、彼はしばし沈ちん黙もくし、


「ムダって……なぜだ!?」


「いや……なぜって……考えたらわかるでしょーが」


「何を言う!?　『考えたらわかる』と言われて、ハイそーですかと考えて、それでもやっぱりわからなかったらオレの立たち場ばもプライドもボロボロじゃないかっ！


　だからこそっ！


　何も考えずにあえて聞くっ！


　なぜだっ!?」


「うーみゅ……そこまでまっ正しよう直じきに言われると、説せつ明めいしないわけにはいかないわね……


　つまり──よ。


　昨日きのうの夜、シドは、あたしたちの追つい跡せきがあることを予よ想そうして、本来の取り引きを中止し、あたしたちとの勝しよう負ぶに出た」


　空からのお皿さらが並ならぶテーブルに身みを乗のり出して、あたしは声をひそめている。


　ここはティアギアス・シティの中心部からややハズれた場所にあるメシ屋。


　ひょっとしたら、居い合あわせた他の客きやくたちの中に、シドの知り合いがいる可か能のう性せいだってあるのだ。となれば当とう然ぜん、大声で作さく戦せん会かい議ぎをするわけにもいかない。


「そんなことは今さら言われなくても……」


「これが何を意味するのか。


　答こたえは、シドが、こちらの動きを警けい戒かいしている、ということなのよ。


　きのうの戦たたかいで、勝負そのものにはシドが負まけたわ。


　けどこっちもまだ、相あい手てのシッポを摑つかんだわけじゃあない。


　──たぶんシドは、昨日のことで、『まともに戦ったら勝てない』というのを理り解かいしたはずよ。


　なら、シドの取る手はただ一つ──


　動かずに待つ。


　それが一番、シッポを出しにくいはずよ。


　だから今日──


　かりにひと晩ばんじゅう屋や敷しきを見み張はってても、何も動きはないわね」


　言ってからあたしは、通りすがりのウェイトレスさんに追つい加かのジュースを頼たのむ。


「……いや、しかし……


　そのウラをかいて、という可能性もあるんじゃないか？」


　真しん剣けんそのものの面おも持もちで言うニード。


「可能性としては、ね。


　けどシドの性せい格かくと状じよう況きようを考えて。


　こちらの動きを予想して、『負けないケンカ』を売ってくる慎しん重ちようさ。


　そして今は、別にお金に困こまっているわけでもない。


　そんな彼が、『たぶん裏うらをかける。が、ひょっとしたら逆ぎやくにシッポを摑つかまれるかもしれない』なんて覚かく悟ごで取り引きをやると思う？


　ありえないわね。


　連れん日じつニセの荷に馬ば車しやを出して、あたしたちを動き回らせて消しよう耗もうさせる。そんなところがせいぜいよ。


　そうやって、解かい決けつを長引かせて持じ久きゆう戦せんに持ち込めば、収しゆう入にゆうのとだえたあなたか、旅の身のあたしか……どちらかが先に音ねを上げる。


　たぶん彼は、そう考えているはずよ」


「そんな……！　まずいぞそれは！」


「マズいわよ。だからあたしも不ふ機き嫌げんなんじゃない」


「……夕飯食べてる時……めちゃくちゃ幸しあわせそうに見えたんだが……」


「何言ってんのよっ！　いろんな肉にくさん野や菜さいさんっ！　生きてたものを料理して食べて、命をうけついでくのよっ！　不きげんな顔なんかして食べたら、それこそバチが当たっちゃうでしょーがっ！


　……ま、欲よくを言えばチキンソテーは、もーちょっと塩をおさえて、かわりにコショウ効きかせてほしかったけど……」


「……まあメシの話はさておき……これは確たしかにかなりまずいな……」


　ニードはやはり、どシリアスな面おも持もちで、


「きのう親父おやじをとり逃にがした腹はらいせに、今日きようは昼間っからきれいなねーちゃんのいる店で飲のんでたら、なぜかいきなり資し金きんが乏とぼしくなってな……」


「ってあほかぁぁぁぁぁっ！」





　ぱかぁぁぁぁんっ！





　たまたま横を通りかかったウェイトレスからトレイをひったくり、あたしはニードのどたまをはたく。
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「……あ……！　あの！　お客様!?」


　なぜかうろたえるウェイトレスに、何も言わずにトレイを返し、かまわずあたしはことばを続けた。


「この状じよう況きようで、なんでンなことやってんのよあんたはっ!?」


「……いや、ジョルノの店のクリスちゃんと、そういえばずいぶんとごぶさたしてることをふと思い出して……」


「理り由ゆうになっとらぁぁぁぁんっ！」


「ほら、よく言う『戦せん士しの休きゆう息そく』という奴やつだと思えば……」


「解決しとらんのに休息するなぁぁぁっ！


　休むならひとつの戦いが終おわってからにしなさいっ！


　……ったく……！


　あんた、本気でやる気あるのっ!?」


「……む……むろんだっ！　正せい義ぎっぽさを前面に出すことによって酒さか場ばのねーちゃんにモテているオレとしては、絶対に親父の悪事を見み逃のがしてはおけないんだっ！」


　……安い正義……とゆーか、果はたして本当に正義か？　それは？


　とはいえシドの野や望ぼうは、絶対に阻そ止しすべきものである。


　ここで『それってモテてるんじゃなくて相手が営えい業ぎようスマイル浮うかべてるだけ』とか指し摘てきして、それでニードが目を覚さまし、『じゃ、依い頼らい取とり消けし』などと言い出しても困こまる。


　……かといって、事件が解決してから『資金が足りなくなったんで払はらえない』とか言われても、それはそれで困るけど……


　……はう……


　あたしはため息をひとつつき、


「……とにかく……


　何にしても、あまりゆっくりしてられないことは事じ実じつね……


　こーなったら、別べつの方ほう向こうから攻せめるしかないわね。


　シドが取とり引ひきしてた相あい手ての見けん当とう、つく？」


「いや全ぜん然ぜん」


　うあ役やくに立たねえっ！


　首をあっさり横よこに振ふられて、あたしはあやうく頭を抱かかえそうになる。


　だがここでメゲていてはいけない。


「……それじゃあ……


　今日……はもう無理だろうから、明日あしたからこの街まちじゅうの、美び術じゆつ商しようと魔法の道具屋マジツク・アイテム・シヨツプ、片かたっ端ぱしから聞き込みに回るわよ」


「ちょ……ちょっと待ってくれ！」


「何よ？」


「親父おやじの取引相手が、この街の奴やつだとは限かぎらねえだろ!?」


「いえ──十中八、九、この街の人間よ」


「なんでそう言い切れる？」


「取り引きはいつも夕ゆう方がたから夜。シドが直ちよく接せつ荷に馬ば車しやで出る──


　あなた、そう言ったわね？」


「ああ。言ったけど……」


「なら取り引きは、街の中、よ。


　時間的なことだけを考えたら、別の街の人間と街の外で……って可か能のう性せいもあるけど、おたから積つんだ荷馬車で、夜の街かい道どうにのこのこ出ていくとは思えないし。


　野や盗とうとかに見つかったら、間ま違ちがいなく襲おそわれるわ」


「……なるほどな……」


　ニードは小さくうなずいて、


「わかった。じゃあ明日から、がんばってくれ！」


「何ひとごとみたいに言ってんのよ。あんたもいっしょに探さがすのよ」


「…………………………


　えぇぇえっ!?　なんでっ!?」


「決まってるじゃない。あんた、シドがどんなおたから発はつ掘くつしたか、ちょっとは見て知ってるんでしょ？　それを見つけるためよ。


　他に方法ないでしょーが」


「……ちょ……ちょっと待ってくれ！


　それじゃあオレは一いつ体たい……？」


　彼は、しんそこ困った表情で、


「一体いつ、きれーなねーちゃんのいる酒さか場ばに行けばいいと……？」


「しごと終おわるまで行くなぁぁぁぁっ！」


　あたしの絶ぜつ叫きようが、店内に響ひびき渡わたった。





　かくてあたしとニードによる、美術商の聞き込みがはじまったのだった！


　でもって初しよ日にちはみごとにカラ振ぶりしたのだった！


「……まあたしかに……そー都つ合ごうよく初日から、手がかりがつかめるとは思ってなかったけど……」


　戦いすんで日が暮くれて。今日の調査はこれまで、と、宿やどの近くにあるメシ屋で、夕食をとりながらのことである。


　ガーリックを効きかせた、セロリとタカノツメとマヨネーズソースのパスタを口に運はこびつつ、あたしは疲つかれた口く調ちようで言った。


「にしてもこの街……けっこぉ数あるのね……美術商とか……」


　ここは、大小五本の街道が交こう錯さくする街。宿しゆく場ば町まちという印いん象しようが強かったのだが……じつはよくよく見てみると、嗜し好こう品ひんなどの店が結けつ構こうあったりしたのだ。


　そーいった店を一いつ軒けん一軒まわって、ニードが品物の物ぶつ色しよくを、そしてあたしがそれとなく、ことばでかまかけをやってみる。


　たとえばこう。


　並ならんだ商しよう品ひんのうち、高たかそうなのを手に取り、まじまじ眺ながめてみせて、


『こういうのも悪くないけど……単たんに豪ごう華か、っていうのには最近ちょっと飽あきてきたし……なんか変わった掘ほり出だし物ものとかない？』


　これで店てん主しゆは喜よろこびいさんで、店の奥おくから変わったモノやゲテモノを、嬉き々きとして持ち出してくる、という寸すん法ぽうである。


　シドと取引している店が、横よこ流ながし品ひんを店頭に並べている可能性は低い。ならば、珍めずらしいモノを探している金持ち好こう事ず家かのフリをしてみせるのが一番。


　むろんその時には、いつもの魔ま道どう士しスタイルではなく、必ひつ要よう経けい費ひとしてニードに買わせた、仕し立たてのいいドレスに身を包つつんでのことだが。


　しかし結局──収しゆう穫かくなし。


　髪かみの伸のびるビスクドールだの絶ぜつ対たい不ふ幸こうが訪おとずれる永えい眠みんマクラだの血ちを流す聖せい人じん像ぞうだのといった、しんそこ怪あやしげなシロモノは山と見せられたものの、その中に、ニードが見み覚おぼえのあるものは一つとしてなかったのだ。


　いや、そもそも。


　もしも警けい戒かいしたシドが、取引相手の店に、あたしとニードのことを警けい告こくしていたとしたら、こんなことをたとえ何日続けたとしても、何も得えられないかもしれないのだ。


「……むー……」


　あたしが憂ゆう鬱うつな呻うめきを上げたその時。


「ほーっほっほっほ！　見つけたわよリナ＝インバースっ！」


　店の戸とを開あけ、入って来たのは、長い黒くろ髪かみ黒マント、悪の女魔道士然ぜんたるコスチューム、自じ称しようあたしのライバル、白蛇サーペントのナーガ！


　がたんっ、とあたしはイスから立ち上がって歩あゆみ寄より、


「おーしよく来たナーガっ！　さーさー、こっち来て座すわって座って！」


　ナーガの手を取り、自分のテーブルに引っぱってゆく。
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「……え……？　え……？」


　いつもと違ちがうあたしの対たい応おうにおどおどしながらも、テーブルに並ぶ料りよう理りにつられてか、おとなしく席せきにつく彼女。


「ちょっと、一体どうするんだ？　こんなひと？」


「……こんなひと……って……」


　ニードのことばに、ナーガが一いつ瞬しゆん青スジ立てるが、むろん無む視し。


「ふっ。決まってるでしょ。


　ふつーにやってると長くなりそうだから、この際さいこいつを丸め込んで、シドを攻こう撃げき呪じゆ文もんでぶち飛ばしてもらうのよ。『もーしません』って言うまで、ね。


　そうすれば、あとでいくら問題になっても、責せき任にんはみんなナーガにありっ！　たとえナーガがあたしたちの名前を出したとしても、見た目の差さで信用されるのはあたしたちって寸すん法ぽうよっ！」


「おおっ！　なるほどっ！」


　もはや正義でもなんでもなく、ほとんどテロ、とゆー気がしないでもないのだが、シドの野望を阻そ止しするためには、多た少しようのギセイは仕し方かたなしっ！


「ほーっほっほっほ！　残ざん念ねんだけどそういうわけにはいかないわよ！　リナ！」


　テーブルの料理に視し線せんクギヅケになったまま、それでも朗ろう々ろうと言い放つナーガ。


「なにしろこのわたしは、そのシドさんの使いでやって来たのよっ！」


「なにぃっ!?」


　うろたえ、席を立つニード。


「……って……またどぉせつまんない理由で、変なひととかかわり持ったわけね……あんたは……」


「つまらない、とは失礼ね！


　むしろ今回の出会いは運うん命めい的てきと言ってもいいわね！


　しばらく前、山道に迷まよって穴あなに落ちて、何かの遺い跡せきみたいな場ば所しよに出て、とりあえず体力回かい復ふくのためと寒さむさしのぎに、お棺かんみたいなものに入って眠ねむってたら、気がつくとシドさんの家の地ち下かに運び込まれていたのよっ！」


「うわぁ。」


　思わず声を上げるニード。


　……うーみゅ……そーいえばここしばらく、ナーガの姿すがた見てなかったけど……まさかシドに発はつ掘くつされていたとは……


「……けどそーすると、あんたがお棺から出てきた時……めちゃめちゃビビったんじゃない……？　シド……」


「ふっ！　倒たおれてしばらく起おきあがってこなかったわね！


　さすがにちょっとマズいような気がしたんで、あわてて家のひとを呼んだのよ！


　どうやらシドさんは、何も説明しなくても、こっちの事じ情じようを察さつしてくれたようで、くわしいことは何も聞かれなかったけど！」


　……それって……出会った時の記き憶おくがショックで飛んでて、単たんに『倒れた時に助たすけてくれたひと』とか思われてるんじゃあ……？


「……そういえば十日ほど前、酒さか場ばをハシゴしてる時……親父おやじが急に倒れて寝ね込こんだ、って話は聞いたけど……」


　額ひたいに脂あぶら汗あせにじませながらつぶやくニード。


「とにかくっ！」


　ナーガは、あたしとニードを、びしぃっ！　と指ゆびさし、


「あなたたちが今日、プリストン商しよう会かいとかいうところを訪たずねたことはわかってるのよっ！


　商会からシドさんに苦く情じようが来て、あなたたちを止とめるように、このわたしが派は遣けんされたというわけよっ！


　どうっ!?　わかった!?」


「うあいきなり全部しゃべってくれたぁっ！」


　思わずのけぞり、叫さけぶニド。


　そう。これこそがナーガのもっとも恐おそるべきところ。


　断ことわるまでもなく口にしてはいけないことを、断られなかったから、という理由で堂どう々どう口にする！


　そう。ナーガの特とく性せいを知らぬまま、彼女を味み方かたにした時じ点てんで、人は『敗はい北ぼく』の文も字じを背せ負おってしまうのである。


「……ふっ……とりあえず、よぉぉぉっくわかったわ。


　つまりっ！


　実じつ力りよく行こう使しであたしたちの活かつ動どうを止める、というわけねっ!?」


「当とう然ぜん！」


「ならとりあえずはごはん食べてからね！


　おばちゃーん！　こっち、地じ鶏どりのクリームシチュー追つい加かっ！」


「ふっ！　ならこっちは粗あら挽びきソーセージと野菜のポトフよっ！」


　あたしにつられて、追加注ちゆう文もんするナーガ。


　──むろんこのあと──


　食事を終えて満まん腹ぷくしたナーガが、当とう初しよの目的をすっかり忘れて帰っていったことは、言うまでもない。





「今度はだまされないわよ！　リナ＝インバースっ！」


　ばたむっ！　と戸を開け、ナーガが店に戻もどってきたのは、それからしばらく経たってのことだった。


　だが今回──


　やって来たのは、ナーガ一人だけではなかった。


　ナーガに続いてぞろぞろと、戸と口ぐちから入って来たのは、変なデザインのローブをまとった男女、その数ざっと十数人！
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「──お前たちは!?」


　腰こしを浮うかし、ニードが声を上げる。


　一いち同どうが身に纏まとっているのは、あたしたちが出会った遺い跡せきで、シドのまわりにいた連れん中ちゆうのと全く同じコスチューム。


　そう。シドのとり巻まき連中である。


　ちなみに予よ想そう通どおり、シド当とう人にんの姿すがたはない。


　何があったかは想そう像ぞうできる。


　目的をすっかり忘れて帰ったナーガに、シドは自分のとり巻きたちをつけて、ふたたび送り出したのだ。


　い並ならぶ彼らのその前で、ナーガは大きく胸むねをそらし、


「ほーっほっほっほ！　後ろにいるのはシドさんの助じよ手しゆたちよ！


　つまぁぁぁりっ！


　もしもまた、このわたしが目的を忘れそうになっても、横から注意して思い出させてくれる、というしくみよっ！


　どうっ!?」


「……いや……ンな、子供のはじめてのおつかいみたいな状じよう況きようをじまんされても……」


「……聞けばシド様に、あらぬ難なん癖くせをつけているそうだな！」


　とり巻きの一人が、怒いかりを含ふくんだ声で言う。


「ニード君！　シドさんのご子し息そくだと思って、今までは黙だまっていたが……そんな得え体たいの知れない流れ者まで雇やとうのなら、さすがにもう黙ってはいられない！」


　と、別の、やや年ねん輩ぱいの一人。


「シド先生がどんなに苦しんでらっしゃるかわからないのなら……少し痛い目を見てもらうのも仕方ないな。


　私たちも、多少腕うでにおぼえのある身。そのあたりのごろつきに後おくれは取らん」


　三人目のことばとともに、全員の間に敵てき意いがはりつめる。


「ほほぉう。それは面おも白しろいわね」


　言って、あたしはかたんっ、と席を立つ。


「痛い目……ねぇ……やれるもんならやってもらおーじゃないの！


　ニードっ！」


「おうっ！」


「逃にげるわよっ！」


　……………………


「……へ……？」


　ニードが間まの抜ぬけた声を上げた時には。


　あたしはすでに彼の手を引き、店の奥おく──厨ちゆう房ぼうへ向かってかけ出していた。


「……ち……ちょっと……？」


「作さく戦せんよ。任まかせて」


　とまどう彼に言うあたし。


　ようやく我われに返り、あわてて追い来るナーガととり巻きたち。


「……ちょっとお客さん!?」


「代だい金きんはこっちのニードにつけといて！」


「わかりました！」


「えぇぇええっ!?」


　どーやらニードの顔を知ってるらしく、あっさりうなずく店員その一。ロコツにヤな顔するニード。


「……あの……」


「話はあとよっ！」


　あたしはニードのことばをさえぎり、店の裏うらから外に飛び出す。


　ま、むろん、ツケの話をあとでむし返すつもりなどさらさらないが。


　夜の裏路ろ地じをつっ走り──


「──いたぞ！　あっちだ！」


　男の声に続いて──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガの声。そして殺さつ気きと冷れい気きが背はい後ごに迫せまる！


「こっち！」


　言ってあたしは路地を右に。曲まがって肩かた越ごしにふり向けば、ちゃんとついて来るニードの後ろを、ナーガの放はなった冷気の矢が駆かけ抜ぬけた。


「ニード！　迎げい撃げきを！　けどあんまし派は手でな術じゆつ使っちゃダメよっ！」


　夜の裏路地を駆け抜けながら、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


　気け配はいが上に出現した。


　どうやら屋や根ねに上がって先回りをした奴やつがいたようである。


　見上げたその先に、二階の屋根から呪文を放つ男が一人！


「爆煙舞バースト・ロンド！」


　小さな火か球きゆうをいくつも放つ術である。当たっても、熱いには熱いが、殺さつ傷しよう能のう力りよくはほとんどない。


　そこに──


「魔風デイム・ウイン！」


　あたしが、唱えていた強風の呪文を解とき放つ！


　風は火球の群むれを圧あつし返し、術を放った男の方へ！


　ちゅごどどどどどどどちゅごぉん！


　小さな爆ばく音おんがいくつも重かさなり、闇やみ夜よにひととき、炎ほのおの彩いろどりをそえる。


　……ずるずずず……ぼてどしゃっ。


　文字通り術を返され、男は屋根からずり落ちた。


　そしてニードが、後ろから追ってくる連中に──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　こここききぃぃぃん！


『うわわわわわわわっ!?』


　背後で重なるいくつもの悲ひ鳴めい。


「ちょっとニード！　あんまりやりすぎちゃダメよっ！」


「けどどうするんだよ!?　このまま逃げ回ってるだけじゃあ……」


「まーかせてっ！」


　言って表おもて通りへと飛び出す。


　さすがにこの時間になれば、表通りといえど、人の姿はほとんどない。


　無人に近いその通りを、あたしとニード、少し遅おくれてナーガとシドのとり巻きたちが駆け抜ける。


　後ろから、散さん発ぱつ的てきに飛んでくる攻こう撃げき呪文をかわし、防ふせいで──


「──そうか！」


　ようやくあたしの狙ねらいに気づき、ニードが声を上げた。


「そーいうことよっ！」


　ふたたび大通りを外はずれて細い路地に。あたしは口の中で呪文を唱え──


「振動弾ダム・ブラスっ！」





　ごがぁぁぁっ！





　放った呪文の一いち撃げきは、そばにあった家いえの壁かべに大おお穴あなをぶち開あける！


　そこに飛び込むあたしとニード。


　続いてやって来るナーガとその他ご一同。


「ほーっほっほっほ！　どうやら観かん念ねんしたようね！　リナ＝インバースっ！


　自分からこんなところに飛び込むなんて」


　勝かち誇ほこったナーガのことばに──


『……あああっ!?』


　いくつもの、驚きよう愕がくの声が続いた。





　だんっ！


　派は手でな音立て、扉とびらが開く。


「──なんだ!?」


　声を上げ、シドは半なかば反はん射しや的てきに執しつ務む机づくえから立ち上がっていた。


　街まちの中ちゆう心しん街がいにあるシドの家。


　カシの木の大扉を開けて入ってきたのは、あたしとニード。


　そして──ナーガと、シドのとり巻きたち。


「……ど……どういうことだ……!?」


「先生っ！」


　事じ情じようが理わ解からず、うろたえるシドに、とり巻きの一人が声をかける。


「本当なんですか!?　先生が発はつ掘くつ品ひんを横流ししてるって話!?」


「……何を言う。


　ニードとそこの女に、何をどう言われたか知らんが……そんなものを信じてどうする」


　静かな口調で、諭さとすように言う。


　だが、とり巻きたちの瞳ひとみから、不ふ信しんの色はぬぐえない。


「……やー。実はねぇ……」


　あたしはナーガととり巻きたちを目で指して、


「このひとたちに追いかけられてる途と中ちゆう、いきおいで、どっかの家の壁ぶち破やぶって突つっ込こんじゃったのよ。


　ところが──


　どーいうわけかその中に、後ろのみんなには見おぼえのある品々が、ずらーっと並んでたらしいのよ。


　なんでだと思う？


　あ、ちなみにプリストン商会って美術商の倉そう庫こなんだけど。そこ」


「……な……!?」


　今度こそ。


　シドは驚きよう愕がくの声を上げた。


　──態たい度どと状じよう況きようから見ると、シドの横流しのことを、とり巻きたちは知らないはず。


　そう判はん断だんしたあたしは、そのとり巻きたち自身を、横流しの証しよう人にんにしようと考えたのである。


　ナーガを煙けむに巻いて追い返せば、シドは必ず、お目め付つけ役やく──とり巻きたちをつけてふたたび送ってくるはず。


　なおかつ、自分は絶対出向かない。


　自みずから出向けば、どさくさまぎれに、あたしかニードの呪じゆ文もんで吹ふっ飛とばされるかもしれないし、逆ぎやくに出向かないならば、ナーガたちが街であばれて問題になった時、『自分と息子むすことのトラブルを知った者たちの先走り』と言いわけもできる。


　だから彼は絶対に出てこない──


　そう読んで、あたしはナーガととり巻きたちを誘ゆう導どうし、プリストン商会の裏うら手て、倉庫の壁かべをぶち破り、みんなを中に入れたのだ。


　……もしもあの時、シドもいっしょに来ていれば、途と中ちゆうであたしの意い図とを察さつして、追うのを止やめていただろうが。


　シドと自分たちが発はつ掘くつしたはずの品々が、いくつもそこに並んでいるのを目にし──なおかつ、あたしとニードの話を聞いて、とり巻きたちも、ようやくことの次し第だいを理り解かいしたのだ。


「……な……何な故ぜあそこのことをっ……」


　呻うめくシド。むろんナーガがじまんたらたらあっさりしゃべった、などという事じ態たいは想そう像ぞうの外そとだろう。


　あたしはわざとらしく眉まゆをひそめ、


「『なぜあそこのことを』？……それってどーいう意味かしらねー？」


「シドさんっ！　いやシドっ！　あんたやっぱりっ……!?」


　とり巻きのひとりが声を上げる。


「おれたちを騙だましてたんだな!?　あんたの口にした理り想そうは全部噓うそだったんだな!?」


　続いて別の一人。


　信しん頼らいし、慕したっていただけに、裏うら切ぎられた、と感じた時の怒いかりと失しつ望ぼうも大きい。


　そんな中、ずいっ、と一歩前に出るニード。


「……これまでだな……親父おやじ！」


「……くっ……何をえらそうに……！」


　シドは、びしっ！　とニードを指さし、


「そう言うのなら、このわしが敗やぶれたことを……お前がわしを越こえたことを、今、身をもって証しよう明めいしてみるがいい！」


「のぞむところだっ！」


　言ってニードは身がまえる。


「お前が勝てば、わしはおとなしく罪つみを認みとめよう！　しかしわしが勝ったなら、おまえたちは口をつぐんでおとなしく、わしのもとへと戻もどって来るのだ！　よいな！」


「おうッ！」


　またいきおいでだまされてるニード。


『わしが勝てば横流しの件けんはだまっててね』と言われたのだが、ぜんぜん気づいていない。


「ならばゆくぞッ！　ニード！」


「おうっ！」


　二人は対たい峙じし、呪じゆ文もんを唱となえ──


「風牙斬ブラム・フアング！」


　先にしかけたのはニードだった！


　不ふ可か視しの風の刃やいばで、目標を断たち切きる術じゆつである。正直言って殺さつ傷しよう能のう力りよくはあまりないが、まともに受ければ肌はだくらいは切れる。相手の戦意を殺そぐのにはうってつけの術である。


　ニードの動きから、術の軌き道どうを読んでシドは身をかわす。


　だが──


「──くっ！」


　完全にはかわしきれず、伸のばした左のヒゲが、途と中ちゆうからばっさり斬きられて宙ちゆうに散ちる。


「わざと狙ねらいは甘あまくした！」


　朗ろう々ろうと言い放はなつニード。


「余よ計けいなケガをしたくなければ降こう参さんしろ！」


「笑わらわせるなニード！」


　しかしシドは余よ裕ゆうの笑えみで、


「今こそお前に見せてやろう！　わしが研究の末すえ、復ふつ活かつさせた古こ代だいの魔ま道どうを！


　カオス・ベアード！」


　シドが『力あることば』を解き放ったそのとたん！


　途中で断たれた左のヒゲが、みるみるにょきにょき伸びてゆく！


　断たれることを読んだ上で、ヒゲの伸びる呪文を唱えていたかっ！……ってそんなわけないかっ！


　ヒゲはみるみる伸びてもとの長さへと戻もどり──さらにどんどん、長く長く伸びてゆく！


　左だけではなく、右のヒゲもまた！


「なにっ!?」


　動どう揺ようの声を上げるニード。


　ヒゲは、天てん井じようを突つかんばかりの長さに伸びて──


「──ふんっ！」


　刹せつ那な、シドが頭を振ふる！


　二本のヒゲはゆれてしなると分ぶん裂れつし、十数本のムチと化かし、ニードに向かって襲おそいかかる！


「なにっ!?」


　あわてて跳とんで逃にげるニード。しかしヒゲムチの連れん撃げきは、次々とその体を狙ねらって襲いかかる！


「ふはははは！　こわかろう!?」


　室内に響ひびくシドの哄こう笑しよう。


「……調子に乗るな！　爆煙舞バースト・ロンド！」


　ちゅどどどどどどぉっ！


　ニードの放った攻こう撃げきが、小さな炎ほのおの華はなを無数に開かせる。


　炎はすべて、ヒゲムチによって防ふせがれている。


　だが！


「うおっ!?」


　シドの驚きよう愕がくの声。


　炎がヒゲを炎えん上じようさせている！


「うおおおおおおっ!?」


　もがくシド。ヒゲが舞まい、炎が踊おどり──


　どんっ！


　踊る炎をつき破り、ヒゲを失ったシドが、ニードの目もく前ぜんに躍おどり出る！


　炎とヒゲを目くらましに使ったか!?
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「…………!?」


　ニードが驚愕の声を上げるより早く。


　どがっ！


　シドの拳こぶしが、ニードの顔がん面めんを捕とらえていた。





「──勝負──あったな」


　シドが静かな口く調ちようで勝利を宣せん言げんしたのは、倒たおれてしばらく動かなかったニードが、ようやっと身を起おこした時のことだった。


「……く……くそっ……！」


　半はん身しんを起こして座すわり込こみ、そっぽを向いて吐はき捨すてるニード。


　そのニードに向かって、シドは傲ごう然ぜんと、


「ならば約やく束そくは守ってもらおうか。横流しのことはきれいに忘れ、誰だれにも言わず、わしのところへ戻もどって来い」


「な……なにっ!?」


　視し線せんをはね上げるニードに、シドは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべて、


「口をつぐんで戻もどって来い──わしはたしかにそう言った。


　お前たちも聞いていただろう？」


　こちらに向けたシドの視線に、あたしは無む言ごんでうなずいた。


「口をつぐんで、とはつまり、横流しの件は口こう外がいするな、ということだ。


　そしてお前は了りよう承しようした」


「しまったよく聞いてなかったぁぁぁぁっ！」


　頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようするニード。


「お前たちも──文もん句くはないな」


　シドはこちらに視線を向けて、


「約束は約束だ。守ってもらうぞ」


「……わかってるわよ……」


　あたしはうなずく。


「けど約束したのはニードで、あたしたちはなんも約束してないし」


　………………………………


「しまったぁぁぁぁぁぁっ！」


　ニードのそばで、頭を抱えてうずくまるシド。


　……んーむ……ここいらへん、親子ねー。


　しかしシドは、やおら、がばぁっ！　と身を起こし、あたしたちの方をびしぃっ！　と指さし、


「こうなったら仕方ないっ！


　きさまら！　このわしと勝負……」


『するかぁぁぁぁぁぁっ！』


　どぎゃめずっ！


　一同の絶叫と同時に全員の蹴けりが、シドの全身をあまねく捕とらえたのだった。





　──かくて──


　遺い跡せき調ちよう査さ独どく占せんをもくろむシドの野や望ぼうはついえ去さった。


　とりあえず、別に違い法ほう行こう為いとゆーわけでもなかったので、シドが牢ろうにぶち込まれる、とゆーよーなことにはならなかったが、研究チームは解かい体たい。おそらくこれで、シドが表おもて舞ぶ台たいに立つことは二度とできなくなったろう。


「──世せ話わになったな」


　事じ件けんが終わって依い頼らい料りようの支し払はらいも済すみ。


「これで親父おやじも、まっとうな道を歩いてくれるだろう」


　言ってニードは頭を下げた。


　……ちなみにナーガは、シドから何の報ほう酬しゆうももらえないことを知り、昼ひる間まから酒さけかっ食らって、宿やどの一室でフテ寝ねしている。


「……ところで……最後に一つだけ、聞きたいことがあるんだが……」


　真しん剣けんな面おも持もちで彼は言う。


「……ん？」


「親父がこうなったことは……自じ業ごう自じ得とく。


　正せい義ぎのためなら仕方ないこと。


　けど……これから先……


　親父の収入減へって甘あまい汁しる吸すいにくくなった以上、オレは、きれいなねーちゃんのいる店に通かよい詰つめる金を、どこからどうやって工く面めんすれば……？」


「知るかぁぁぁっ！　お前もまっとうな道を歩めぇぇぇぇっ！」


　あたしの絶叫が、ティアギアスの街に響ひびき渡わたったのだった──







（眠ねむる宝は誰たがために：おしまい）





スクランブル・グリル［前編］







　香こうばしいかおりが風に漂ただよいはじめた。


「……ん……んふふふふふ[image: ]」


　やがて来るはずの至し福ふくのときに、胸むねは高たか鳴なり、頰ほおがゆるむ。


　至福のとき──すなわち、ごはん！


　おだやかな陽ひざしあふれる昼ひる。


　道ばたの川かわ辺べで、釣つったおさかなさんを焼やいたお昼ごはん。


　ヒレにたっぷり塩しおをつけ、串くしに刺さしてたき火のまわりにつき立てる。


　シンプルではあるのだが、メシ屋やで出される焼き魚や、攻こう撃げき呪じゆ文もんで熱ねつした岩いわに乗のせて焼くのとは、またひと味違ちがった味わいがあり、これがなかなかにたまらない。


　街かい道どうからやや離はなれた川辺。人の喧けん噪そうはここにはない。


　川向こうの森からは、小鳥のさえずり。


　水面みなものせせらぎ。渡わたる風。


　急ぐ旅でもない以上、こーいうひとときもまた貴き重ちよう。


「焼っけたっかな♪　焼っけたっかなっ♪」


　わけのわかんない唄うたなど口ずさみながら、焼き上がる時を待つのもまた楽し。
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　と、その時。


　違い和わ感かんがあたりを包んだ。


　途と絶だえたのだ。鳥たちの声が。


　そして──





　どぉんっ！





　爆ばく発はつは、目の前の森で起おこった。


　思わずあたしは腰こしを浮うかす。


　今のは──攻撃呪文!?


　場所も近い！


　それだけ見て取ると、あたしは迷まよわずふたたび座すわり、おさかなさんが焼けるのを待った。


　無む関かん心しんとは言うなかれ。


　ここで様よう子すなど見に行ったら、まず間ま違ちがいなくおさかなさんはまっ黒くろコゲ。


　食事──他のものの命を奪うばい、食べることにより自分自身の命をつなぐ──


　それこそは大だい自し然ぜんの摂せつ理りにして、生命を受うけ継つぐ行こう為いそのもの！


　もしもおさかなさんを黒コゲなんぞにしようものなら、彼らの命はムダになる！　それはすなわち生命への冒ぼう瀆とく、自然の摂理に対する致ち命めい的てきな反はん逆ぎやく行為ではなかろうかっ！


　……それに、自分から面めん倒どうごとに関かかわるのヤだし。


「焼っけたっかな♪　焼っけ……」





　づどぉむ！





　唄をさえぎりふたたび爆ばく音おん。


　…………はて…………


　なんか……さっきより、ちょっぴし音が近くなっているよーな……？


　イヤな予よ感かんを胸に抱だき、ちょっぴり顔を上げてみる。


　ばしゃっ。


　響ひびく水音。


　森を抜ぬけ、ばしゃばしゃ川に踏ふみ入って、駆かけ来る一人のおっちゃんの姿すがた。


　…………えーっと……これってひょっとして……？


　硬こう直ちよくしたその瞬しゆん間かん。


　そのおっちゃんと目が合った！


　し……しまったぁぁぁっ！


「魔ま道どう士しどのっ！　お助たすけをっ！」


　予よ想そう通どおりおっちゃんの声は、あたしに向かってかけられた。


　たしかにあたしは、黒いマントに、さまざまな宝石の護符ジユエルズ・アミユレツトを身につけた、まごうことなき魔道士姿。


　なおかつほかに人の姿もない、とくれば、自分が呼よばれているとは思わなかった、なんぞとゆー言いい訳わけも通らない。


　となれば攻撃呪文で吹ふっ飛とばし、何も見なかったフリをするのはっ!?　いやしかし！　ヘタな呪文を使って水しぶきでもかかったら、せっかくの焼き魚がだいなしにっ！


　などと思っているうちにも、おっちゃんは川を渡わたって、あたしのそばにやって来た。


　四十がらみで金きん髪ぱつの、なかなかシブいおっちゃんである。


　その身に纏まとうはかざりのない黒ローブ。ボロいザックを、後ご生しよう大事に抱かかえている。


「お助けを！　お願いします！　奴やつらにあれを渡すわけには──」


「──そこまでだ！　グリムワルド！」


　いきなり響いた第二の声に、おっちゃんの足が、ひたりっ、と止まった。


　声は──森の方からした。


　おそるおそるふり向くおっちゃん──グリムワルドの視し線せんの先には──


　森の緑からにじみ出て、佇たたずむ、黒い影かげひとつ！


　としの頃ころなら二十代、といったところか。


　銀ぎん色いろの髪かみに、ゆったりとした黒い服。鼻はなから下をマスクで覆おおったその姿は、暗殺者アサツシンを連れん想そうさせる。


「──醜みにくいな。


　無む関かん係けいな人間さえ巻まき込こむつもりか」


「き……貴き様さまなんぞに非ひ難なんされるいわれはないわっ！」


　タンカを切きったその足が、かくかくふるえていたりする。


「ならば一人でなんとかしてみることだな。


　──簡かん単たんなことだろう。


　そのザックの中なか身みを渡せばいい。ただそれだけのことなのだ。


　それで誰だれも、不ふ幸こうにならずに済すむ」


「……だ……誰がっ！


　何をたくらんでおるか知らんが、どうせロクでもないことに使うつもりだろうがっ！


　そうはさせんぞっ！　これはあの方に……」


　その時。


　ことばを遮さえぎり、殺さつ気きが閃ひらめく！


　暗殺者アサツシン姿からではない！　近くにあったしげみから！


　そこに出現した光こう球きゆうが、風裂さく速はやさで向かい来る！


「──あぶないっ！」


　叫さけんであたしは大きく跳とんで手を伸のばす！


　だが！





　づどがぁぁぁぁん！





　光球は、着ちやく弾だんとともに火か炎えんに変じ、爆ばく音おんと劫ごう火かをあたりに撒まき散ちらした！


「……くっ……！」


　身を起こし──


　あたしは悔かい恨こんの呻うめきを漏もらす。


　──片かた方ほうが会話で注意を引いておき、もう片方が、別の場所から攻こう撃げきをしかける。


　典てん型けい的てきな陽よう動どうである。


　あたしがそれに気づくのが、一いつ瞬しゆん遅おくれたばっかりに──


　──結けつ局きよく──助けられなかった──


「よくやった」


　最さい初しよに姿を現あらわした銀ぎん髪ぱつの声に、くだんのしげみが、がさりっ、と揺ゆれて、一人の男が現れる。


　服ふく装そうは一人目と全まつたく同じ。


　ただこちらは赤い髪かみで、やや若い。


　二人は、こちら──いや、あたしのそばで倒たおれて動かぬグリムワルドに向かって歩あゆみを進め──


「──許ゆるせない──」


　あたしのつぶやきが、二人の足を止めた。


「……何か言ったか？　娘むすめ」


　銀髪の方が冷つめたく言い放はなつ。


「許せない、って言ったのよ」


「ほう……通りすがりの男のために……か。


　なかなか人情あふれる話だな」


　そばに倒れてるグリムワルドを、あたしは、だむっ！　と片足で踏ふみつけて、


「こんなどーでもいー物ぶつ体たいはさておきっ！」


『なにぃぃぃいっ!?』


　なぜか驚きよう愕がくする二人に向かい、あたしは、手にした焼き魚のクシで、びしっ！　とある地点を指さした。


　たった今まで、たき火のあった場所。


　ついさっきまではそこで、クシに刺ささったおさかなさんたちが、焼き上がる時を待っていた。


　しかし──


　攻こう撃げき呪じゆ文もんが放たれた、あの一瞬。


　飛びついたあたしがなんとか摑つかみ、助けたのは、生なま焼やけの一本のみ。


　あとの五本は結局助けられなかった。


　今の一いち撃げきでことごとく、ケシ炭ずみと化かしているだろう。


　なんという──惨さん劇げき──


「たった今まであそこにあった、あたしの昼ごはん──


　それを攻撃呪文で粉ふん砕さいするなど、鬼き畜ちくの、いや！　鬼畜にすら劣おとるふるまいっ！


　あたしは決して、そんなあなたたちを許さないっ！」


「そっちで怒おこってんのかオイ！


　ちっとはひとの心配もしてやれよ噓うそでも形だけでもいいから！


　人情とゆーモノはないのかお前にはっ!?」


「ぅやかましいっ！


　あたしの焼き魚をそまつにするよーな奴やつに、人の道を語る資し格かくなんかないのよっ！」


　銀髪の理り不ふ尽じんな文もん句くに、あたしはきっぱり言い返す。


「……ど……どうします……？」


　ひるむ赤毛に、銀髪は、ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめて、


「……ええい……こうなったら……


　お前も何か言ってやれ！」


　……言ってやれ、って……


「わ……わかりましたっ！


　……ええっと……


　ばーか。でべそー。けちー」
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「……あのねえ……そんな悪わる口くちじゃあ、ちっちゃい女の子にも勝かてないわよ」


「な……なにぃぃぃっ!?」


　ジト目で言ったあたしのことばに、赤毛の顔色がまともに変わった。


「……まさか貴様……！


　おれが近所の五ご歳さい児じキャシーちゃんと本気で口ゲンカして、こっそり涙なみだ目めになったことを知っているのかっ!?」


　本気で負まけたんかい。お前は。


　赤毛は銀髪の方を見て、


「不ふ利りです！　ここは撤てつ退たいを！」


「そんな理由で撤退してたまるかぁぁぁっ！


　とにかく、ここは例れいのモノを回かい収しゆうして……」


「許さないって言ったでしょうがっ！


　火炎球フアイアー・ボールっ！」


「……なっ……!?」





　づどごぅおおん！





　上がりかけた悲ひ鳴めいをかき消して、あたしの放った一いち撃げきは、赤毛をまともに直撃した！


「──くっ……！」


　銀髪は、あたし──いや、倒たおれたグリムワルドと赤毛の方とを交こう互ごに見やり──


　小さく舌した打うちひとつして、結局赤毛の方に跳とぶ。


　えぇい逃にがすかっ！


「炎の矢フレア・アロー！」


　そちらに向かって、あたしは呪文を解とき放つ！


　だが！


「なんのっ！」


　銀髪はふところから、分ふん銅どうつきのクサリをとり出し、風車のようにぶん回し、自分に向かって飛び来る炎ほのおの矢、そのことごとくをはじき散らす！


「なっ……!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるあたしの目の前で、銀髪は、倒れた赤毛をかつぐと大きく跳ちよう躍やくし、あっという間にしげみの向こうへと消えた。


　一いつ瞬しゆん、死ヌまで追いかけてどつき回してやろうか、とも思ったのだが、考えてみればそれで得とくをするわけでもなし。


　金めのものは持ってなさそうだったし、反はん撃げき受けてケガでもしたら大おお損ぞんである。


　結局あたしは追つい撃げきをあきらめ、ほどなく気け配はいは遠ざかり、消えた。


　とたん。


「ふぅ助かった」


　言ってむくりと身を起こしたのは、たった今まで動かなかったグリムワルド！


「うわ生きてた！」


「はっはっはっ。


　そう驚おどろかんでください魔ま道どう士し殿どの。


　死んだふりもまた生活の知ち恵えというもの」


　たしかにコゲてはいるものの、なんだか元気に身を起こし、ほがらかに言うグリムワルド。


「生活の知恵、って……死んだふりが身につく生活って、なんかライフスタイル間ま違ちがってるよーな気が……」


「それよりもっ！


　助かりましたぞ魔道士殿。


　いや、予よ想そう以上にお強い。


　……いかがでしょう。実は、ちょっとしたお願いがあるのですが……」


「んっふっふっふっふっふっ」


　あたしは男のえり首、ぐぃむっ！　とひっ摑つかみ、


「……まー立ち話もなんですから、それじゃあくわしい話は、どっか近くの村で、あたしのおひるごはん台だい無なしにしてくれたおわびにあなたのおごりで、おいしいもの山ほど食べながら、ってことにしましょーか」


「……わ……わかったわかった」


　あたしの提てい案あんに、おっちゃんは、こくこくあわててうなずいたのだった。





「リナ＝インバース!?　あなたがあの!?」


　近くの村の料理屋で。


　テーブル狭せましと並ぶ料理を食べながら、自じ己こ紹しよう介かいを終えたあと。


　あたしの名前に、グリムワルドは、驚きの声を上げていた。


　……ま、あたしの名前というのは、いろんな意味で有名だったりするのだが。


「いやあ。あなたのお噂うわさはかねがね聞いています。


　こうやって実じつ際さいにお会いできるとは、同じ魔道士として、嬉うれしいかぎりですな」


　同じ──魔道士？


「……ということはあなたも？」


　パプリカを効きかせたエビのマヨネーズソース和あえをこくりっ、と飲み込み、あたしは言った。


「ええ。


　といっても、もっぱら私の方は、魔法の道具マジツク・アイテム研究の方が主おもですが……」


　彼は言う。


　世せ間けんでは、魔道士というと、攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶっ放しまくるひと、というイメージがあるようだが、実際には、彼のような研究者タイプもかなり多い。


　彼はテーブルに身を乗り出し、声をひそめ、


「奴やつ等らは……私のつくり上げたあるものを狙ねらって襲おそって来たのです」


「ふーん」


「いや……『ふーん』て……


　ここは盛もり上あがるところなんですぞリナさんっ！　へーぜんとエビ食っててどーするんですかっ！　眉まゆをひそめて『あるもの？』とか『なんですって』とか驚おどろいてくれないと、私としても話が続けにくいとゆーか……」


「じゃ、やめれば。話。」


「……へ……？」


「なんかあたしに頼たのみたい、って話だけど……別にあたしも、好きこのんで自分の方からやっかいごとに首つっこむつもりなんてないし……」


「も……もちろん依い頼らい料りようは払はらう！


　最さい低ていでも金きん貨か二十枚まい！


　場合によってはもっと……ひょっとしたら、金貨百枚程てい度どは！」


「百……!?」


　思わず声を上げかけるあたし。


　むろんしごとの内容にもよるのだが、決して小さな額がくではない。


　とはいえ──ここでいきおい込んで、ほいほい依頼を受けてしまうのは軽けい率そつとゆーもんである。


　グリムワルドは『場合によっては』と言ったのだ。


　そこのところは、ちゃんと確かめておく必要があった。


「二十枚か百枚、って、ずいぶんあいまいですけど、いーかげんな話なんじゃあないでしょーね」


「まあ聞いてくれ」


　グリムワルドは、こほんっ、とひとつせき払ばらいをしてから、


「……ここから北の方にあるプロカル・シティは知っているか？」


「まあ、名前は聞いたことがあるけど……」


「そこにお住まいの領主ロード、クライヴェル侯こうのご長男、アリアス様が、魔ま道どうにいたく興きよう味みをお持ちでな。


　──実はそのアリアス様が、この私のスポンサー、というわけなのだよ」


「……ほう……」


「私はそのご出しゆつ資しで、ここから少し南に下った小さな漁ぎよ村そんに研究所を構かまえ、魔法の道具マジツク・アイテムの研究をしていたのだ。


　そしてしばらく前──


　ようやく私は、その研究を完かん成せいさせ、それをアリアス様に献けん上じようすべく、まずは書しよ状じようを送り、私自身も街まちへと向かうことにしたのだ。


　そこに今日──」


「あの連中がやって来た、と」


　あたしのことばに、彼はこっくりとうなずいた。


「……奴やつ等らが何者かはわからん。


　おそらくは、前々から私に目をつけておったのだろう。


　そして、私の研究が完成したことを知り、それがアリアス様の手に渡わたる前に、と襲おそってきた──


　おそらくそんなところだろう」


「……なるほどね……


　で、あなたを無事に、そのプロカル・シティまで護ご衛えいして、それをアリアスさんとかに渡すことができたら、金貨百枚程度のごほうびは出るかもしれない、ってわけね」


「そういうことだ。引き受けてくれるか？」


　勢いきおい込んで問とう彼に、あたしは手にしたスプーンをぴこぴこ振ふりながら、


「……けどその『ごほうび』って、あくまでも『かもしれない』って話なんでしょ？


　となると、出ない可か能のう性せいもあるわけよね。


　わけのわかんない連中からあなたを守って戦たたかって、ひょっとしたら命があぶなくなる可能性だってあるのに……


　それで金貨二十枚、って……」


「む……むう……なら二十五枚っ！」


「五枚プラスって……話になんないわねー」


「ならば三十っ！」


「まだまだ」


「よ……四十っ！」


「もうひと声っ！」


「金貨四十銅どう貨か一っ！」


「本気でひと声すぎるってば」


「ぬう……ならば、道どう中ちゆうの経けい費ひはすべて私持ちで金貨四十と……三！　正しよう直じき言って私の持ち合わせほとんど全部じゃ！


　ただしそれに加くわえて──無事にあれを届とどければ、少なくとも私の方には確かく実じつにほうびが出るはずじゃから……


　それの三割！」


「なるほど。成功報ほう酬しゆう、ってわけね。


　……まあそれなら……悪くないわね」


「ならば……！」


「あと一つ」


「まだあるのか!?」


「聞かせてほしいの。


　あなたのつくったものというのが一体何なのか」


「──そ──それはっ……！」


　グリムワルドの顔色が、一気に、ざあっ！　と青ざめる。


「……それは……言えん」


「どーして？」


　あたしの問いに、彼は、ザックを、ぎゅっ、と強く抱だき、
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「ここでは……人が多すぎる。


　もし聞かれれば、これを手に入れようと襲おそってくる者もいるやもしれん……」


「……とか言って、死ぬほどくそつまんないものだったりしないでしょーね？」


「何を言う！　これには、世界を一変させうる可能性すらあるのだぞっ！」


「……まあ……たいていの魔ま道どう士しは、やたらおっきいこと言うんだけどね」


「ぶ……侮ぶ辱じよくする気か!?」


　あたしは、はふ、とため息ひとつつき、


「……あのねぇ……


　自分が守っているのが一体何なのか。


　それがわかってるのとわかってないのとでは、守りやすさがぜんぜん違ちがうのよ。


　相手にそこを突つかれれば、知らないまま、あっさり渡わたしちゃう可能性だってあるわ。


　たとえばそのザックがそれだった場合、そのことを知らないあたしが、中身だけ大切に保ほ護ごして、ザックをおとりに使おうとする可能性だってあるわ。


　そんなことになっちゃあマズいでしょ？」


「……………………」


　あたしのことばに、彼はしばし黙もつ考こうし──


「……わ……わかった……」


　しぼり出すような声でつぶやいた。


　一いつ旦たん席を立ち、あたしの隣となりのイスに腰こしかけ、ささやくような声で、


「……ただし……


　聞いたからには、必ずこの依い頼らい、引き受けてもらう。


　それと、言うまでもないことだが、くれぐれも他た言ごん無む用ようで」


　──聞いたからには引き受けてもらう──


　そのことばが重くのしかかる。


　しかしまあ、たとえそれが何にしろ、しごとの条じよう件けんそのものは悪くない。


　そして何より──このおっちゃんが、一体何をつくったのか。


　あたしはそれに興きよう味みがあった。


「……基き本ほん依頼料の四十三枚は、前まえ払ばらいでお願いね」


　あたしのことばに、彼はこっくりうなずくと、抱かかえていたザックをそうっと開ける。


　入っているのは、雑ざつ品ぴんとしか思えないものの数々。


　その中の一つに彼は手を伸のばし、ザックからは出さぬまま、あたしにだけわかるようにそれを示しめした。


　………………


「……網あみ……？」


「しーっ！」


　思わずぼーぜんとつぶやいたあたしを、あわてて彼が叱しつ咤たする。


「声が高いです！　ほかの客に聞こえたらどうするんですかっ!?」


　つられてあたしも声をひそめ、


「……いや……聞かれても別にどーとゆーこともなさそーな……」


　──そう。


　彼が手で指さし示しめしていたのは、一部分しか見えていないが、なんとゆーか、魚焼きなどに使う網のようにしか見えないシロモノだった。


「むろん、普ふ通つうの網ではない。これがただの魚焼き網ならば、こんなことを頼たのんだりもせんし、正しよう体たい不ふ明めいの連中に狙ねらわれたりもせん！」


「……まあ……そりゃあそーだろーけど……そーすると一体……？」


「……いいか。この網はな……


　魚を焼いても煙けむりが出ないんだ！」


「ふむふむ。それで？」


　興味津しん々しん問とうあたしに、彼はしばらく沈ちん黙もくし──


「……それで？」


　重かさねて問うのに、彼は困こまったような顔で、


「……いや……それ以上に何が必要だと……」


『……………………』


　二人はしばし無む言ごんで見つめあい、


「……いや……えーっと……」


　あたしは身を引き、こめかみ押おさえ、


「……焼いたら魚が純金に変わるとか……」


「馬ば鹿かにするな。これはれっきとした魚焼き網だ。


　あんたの言うようなものは『魚焼き網』とは言えん」


「……じゃあ……魚は焼けるけど、焼く時に謎なぞの光線とか出して、小さな町くらいなら吹ふっ飛とばせるとか……」


「それも魚焼き網とは言わんっ！」


「……じゃあほんとーに、煙が出ないだけの魚焼き網だ、と？」


「『だけ』とは失礼な！


　これがどれほどの価か値ちがあるものなのか、わからんのですか!?」


　問われてあたしはしばし考え、


「……銅貨三枚くらい……？」


「そんなわけがあるかぁぁぁっ！」


　思わず大声で叫さけんでから、あわてて声を低くして、


「……もしこれが、邪よこしまな心を持つ者の手に渡わたったりしようものなら、世界が滅ほろぶ可能性すらっ！」


「減びん滅びん」


　ぱたぱた手を振ふり言うあたし。


「いやしかし奴やつらがこれを狙ねらっていることは紛まぎれもない事実っ！」


　ムキになって言いつのるグリムワルド。


「となればやはり、この網をどうにか利用すれば世界を制せいする手しゆ段だんがっ！」


「ないない。」


「……むうっ……あくまでこの私の偉い大だいな発明を認みとめようとしないとは……」


　……まあ……家の中で魚を焼いてもケムくならない、ってのは、たしかにある意味偉大な発明かもしんないけど……


　ただ、誰ただかにつけ狙われるほどのモノでないこともまた事実。


　ならばどういうことなのか──


　ひとつ。昼間の連中が、なにか致ち命めい的てきなかん違ちがいをしている。


　ひとつ。あたしに事実を話したくないグリムワルドが、適てき当とうなことを言ってごまかそうとしている。


　真実は、そのどちらなのか？


　しかしまあ、どちらにしても──依い頼らい料りようが先さき払ばらいでもらえるのなら、文もん句くなし。


「──わかったわ。


　とにかく、その護ご衛えいの依頼──引き受けたわっ！」


　グリムワルドに向かって、あたしは力強くうなずいたのだった。





　朝日とともに目を覚まし、夕日とともに家いえ路じにつく。


　すなわちそれが、人の営いとなみというものである。


　しかし──


　人の世界に闇やみがあるかぎり、闇に蠢うごめく者もまた絶たえない。





　づどごぉぉぉんっ！





　小さな宿やどの一室が、いきなり爆ばく発はつ炎えん上じようしたのは、その日の夜のことだった。


　爆音に、まわりの客たちがさわぎ出し、様よう子すを見に来るより早く。


　たたんっ。


　小さな足音だけを立て、破やぶれた壁かべから室内へ、二つの影かげが舞まい降おりた。


　まっ黒い暗殺者アサツシンスタイルに身を包つつむ二人。


「──探さがせ」


　銀ぎん髪ぱつが言い──


「その必要はないわよ」


　それに応こたえたのはあたしの声だった。


『なにっ!?』


　吹ふっ飛とんだ扉とびらの陰かげから、ゆらりっ、と姿を現したのは、言うまでもないこのあたしリナ＝インバース！　その後ろには、ザックを抱かかえたグリムワルドの姿！


「馬ば鹿かな!?　どうして……!?」


　言う赤毛に、あたしは小さく肩かたをすくめ、


「簡かん単たんよ。


　彼の名前で部屋を二つ取って、そのそばに、あたしが偽ぎ名めいで部屋を二つ取っただけのこと。


　夜や襲しゆうしかけるなら、宿やど帳ちようと部屋の番号だけじゃなく、中にひとがいるかどうか、くらい確たしかめなさいよ」


「……くっ！」


　呻うめく男たちに、あたしはかまをかけてみる。


　しんそこ馬鹿にしきった口く調ちようで、


「……けどなんだってあんたたち、あんな網あみなんて狙ねらうわけ？」


『……なっ……!?』


　男たちの反はん応のうは、あたしが予想していた以上のものだった。


　おそらくその道のプロ──のはずの二人は、ロコツに動どう揺ようの色を見せ、


「……き……貴き様さまっ！　まさか……『網』のことを知ったのか……!?」


　ことばを選びつつ、銀髪が問う。


　──相手から情報を引き出すには、こちらもある程度、手のうちをさらさねばならない時もある。


　まっ正しよう直じきに、あたしは言った。


「魚を焼いても煙けむりが出ない、って言ってたけど？」


　そのとたん──


　銀髪の全身から殺さつ気きがふき出す！


「知られたからには──容よう赦しやせん」


「ちょっと待ていっ!?」


　思わず声を上げるあたし。


　かん違ちがいか、グリムワルドが話さない秘ひ密みつがほかにあり、それで狙ねらわれているのか、そのどちらかだと思ったのだが──


　どうやらこのものいいでは、そのどちらもハズレのようである。


「『知られたからには』って、なんでそこまでっ!?　本っ気で、ただそれだけのモノを狙ってるわけあんたらっ!?」


「見ろ！　私の言うとおりだ！」


　後ろで勝ちほこるグリムワルド。


「これ以上を知る必要はないっ！」


　言って、鎖くさり分ふん銅どうを取り出し構かまえる銀髪。


　その横では赤毛が、両手にナイフを構えている。


「ゆくぞっ！」


　吠ほえて銀髪が分銅を放つ！


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、分そ銅れを追うごとく駆かけ出す赤毛！


　時間差連れん携けいか！　しかしこの狭せまい場所じゃあ、単によければすむだけのことっ！


　グリムワルドをつき飛ばすように退さがらせて、あたしも呪じゆ文もんを唱となえつつ退る。


　分銅は、虚むなしく空を貫つらぬいて──


　どがっ！


　向かいの壁かべ板いたをぶち抜ぬいたのみ。


　はい大ハズレ！


　瞬時遅れて赤毛が飛び出すが、この時すでにあたしは、腰こしのショート・ソードを抜き放ち、距きよ離りを取っている。


　こう見えてもこのあたし、剣けんもすこしは使えるのだ。赤毛がどれほどのウデかは知らないが、呪文詠えい唱しようの時間かせぎくらいにはなるだろう。


　赤毛は戸と口ぐちから廊ろう下かに出るなり、進しん路ろを変えてあたしたちへと向かう──


　かと思いきや。


　その場で足を止め、分銅から伸のびたクサリをひっ摑つかみ、力まかせにぐぃむっ！　と引っぱる！


　その力を利用して同時に跳とんだか、銀髪がクサリに引かれて空を駆け、赤毛の前を飛び抜けて、たむっ！　と壁かべ蹴げり、こちらに向かってまっしぐら！


　そーいう連携かっ！


　完全に意い表ひようを突つかれ、こちらの対応が間に合わないっ！


　思った刹せつ那な！


「やかましいぞ夜中にドタバタ！」


　一人のおっちゃんが文もん句く言いつつ、そばのドア開け顔を出す！


　そう！　銀髪の目の前で！





　びたどがっ！





　まともにドアに激げき突とつし、ぽてくり倒たおれる銀髪とおっちゃん。


　ありがとうそこらへんのおっちゃんっ！


「──くっ！」


　銀髪が身を起こし、赤毛がそこに駆かけ寄って──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　あたしは唱えていた呪文を放つ！


　あわてて開いた扉とびらの陰かげに身を隠かくす暗殺者アサツシンスタイルの二人。


　十数本の冷れい気きの矢やが、風の速さで目標に向かって飛びゆく術じゆつ──なのだが、今回ちょっと呪文にアレンジを加え、飛びゆく速さをすこし遅おそくしてある。


　つまりは敵てきに対する足止め。


　その間に──


「逃にげるわよっ！」


　ふり向き、あたしはグリムワルドに向かって言った──


　つもりだった。


　しかしすでにその場に彼の姿はない！


　戦いにビビって一人で逃げた!?


　えーい考えなしなっ！


　あわてて、グリムワルドが逃げたとおぼしき方──階し下たに向かって駆け出すあたし。


　刺し客かくは、目の前にいる二人だけとは限かぎらないのだ。


　もしも別べつ働どう隊たいがいたら──


「──き──貴様らはっ!?」


　グリムワルドの声が聞こえたのは、あたしが一いつ階かいにたどり着いた時だった。


　──やっぱりかっ！


　声が聞こえたのは外から！


　即そく座ざに外に飛び出すあたし。


　──そこには──


　後生大事にザックを抱かかえ、その場に佇たたずむグリムワルド。


　そしてそれに対たい峙じする人ひと影かげ、その数は十を越こえていた。


　さきほどの二人とは、あきらかにタイプの違ちがう連中である。


　ほとんどが、がっちりとした体たい格かくの男たちで、目の部分だけをくり抜ぬいたマスクで顔をすっぽり隠している。


　その集団の中にあり、浮ういた存在がただ一つ！


「ほーっほっほっほ！　さあ！　観かん念ねんして網あみを渡わたしてもらいましょうかっ！


　……ってリナ!?　なんであんたがっ!?」


　声を上げたのはほかでもない。


　むやみに露ろ出しゆつ度どの高い服、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！


　自じ称しようあたしのライバルこと、脳のうミソ食しよく中ちゆう毒どく女白蛇サーペントのナーガ！


　……っくはぁぁぁぁぁ……


　あたしは深いため息ついて、


「……まぁぁぁた一体何やってんだか……


　あ。説せつ明めいしなくていーから。大体事情わかったし」


　言いながらあたしは、はさみうちを避さけるため、グリムワルドとともにさりげなく横よこ手てに移い動どうする。


　おそらくは──暗殺者アサツシンスタイルの二人が金で雇やとった、ごろつきと魔ま道どう士し一名、といったところなのだろう。


「ふっ！　わかったなら話は早いわねっ！


　となればおとなしく、そっちの人の持った網あみを、こっちに渡わたしてもらおうかしらっ！」


　ナーガのたわごとに、あたしが口を開こうとしたその時。


　だっ！


　宿の入り口からかけ出して来たのは、言うまでもなく銀ぎん髪ぱつと赤毛の二人。


　二人はその場で立ち止まり、ナーガたちに向かって、


「何だ貴様ら!?」


　……へ……？


　銀髪のことばにあたしの目が点になる。


「……仲なか間ま……じゃないの……？」


「仲間？」


　言われてる意味がわからぬらしく、銀髪が眉まゆをひそめる。


「……そうか……！　やはりそういうことかっ！」


　声を上げたのはグリムワルド。


「私の偉い大だいな発明を狙ねらっているのは、ひと組だけではなかった、ということだなっ！」


『えぇぇぇええぇっ!?』


　あたしと──なぜか暗殺者アサツシンスタイルたちとの声がきれいにハモった。


　もし彼の言うことが当たっているなら──
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　魚焼き網グリルをめぐって三みつ巴どもえ!?


「なにゆえぇぇぇぇぇぇっ!?」


　混こん乱らんしたあたしの絶ぜつ叫きようが、夜風の中に響ひびき渡った──







（スクランブル・グリル：つづくっ！）
















　次回予告





　煙けむりの出ない焼き網を狙い、現あらわれた第三の勢せい力りよく！


　しかし焼き網、なにゆえそこまで大人気!?


　作者はちゃんとつじつま合わせができるのだろうかっ!?


　それとも次回、『前回の話はなかったことにしてください』とか言っていけしゃあしゃあと、違う話が展てん開かいされるのかっ!?


　未み来らいは誰だれにもわからない！


　何はともあれ次回『スクランブル・グリル』後編


　厚あつ着ぎして待て！




スクランブル・グリル［後編］













　あらすじ


　旅たびの途と中ちゆうでリナが出で会あったのは、魔ま道どう士しグリムワルドと、彼をつけ狙ねらう暗殺者アサツシン姿すがたの黒くろずくめ二人だった！


　グリムワルドは、ある魔法の道具マジツク・アイテムを開かい発はつし、それを、後援者スポンサー、ロード・クライヴェルの長男アリアスのもとへと届ける途中だったのである！


　その魔法の道具とは──魚を焼やいても煙けむりの出ない網あみ！


　史し上じようかつてないノーコメントな魔法の道具マジツク・アイテムを奪だつ取しゆすべく、ふたたび現あらわれる二人の黒ずくめたち！


　しかしその時！


　網を狙う第三勢せい力りよく、すなわち、ナーガと謎なぞの覆ふく面めんご一行様が、リナたちの前に姿を現したのだった！







「ちょっと待まて貴き様さまら本ほん気きかオイ!?」


　グリムワルドのことばに、あわてた声こえを上げたのは、暗殺者アサツシンスタイルの黒ずくめ、その銀ぎん髪ぱつの方だった。


　ナーガと覆面のご一行様に向かって、


「なぜだ!?　なぜあんなものを欲ほしがる!?」


　自分たちも手に入れようとしているわりに、なかなかえらい言いようである。


「……誰だれ？」


　つぶやくナーガに、あたしは黒ずくめ二人を指さして、


「あ。ナーガ。いちおー紹しよう介かいしとくわ。


　こちら、あんたたちと同じく、例れいの網を狙ねらってる、名めい称しよう不ふ明めいの二人よ」


　あたしが言ったそのとたん。


　どよよっ！


　ナーガの後ろの覆面たちに動どう揺ようが走る。


「ふっ！　なるほどっ！」


　しかしナーガはあわてずさわがず、銀髪と赤毛を真まっ向こうから見すえ、


「どうやらあなたたちも、あの網の持つ無む限げんの可か能のう性せいに着ちやく目もくしたようね！」


「いや無限とか言われても」


「煙の出ない網に他ほかにどーゆー可能性が」


　なんだかミョーにさめた口く調ちようで銀髪と赤毛が交こう互ごにつぶやく。


　……たしかに……モノ焼やく以外の発はつ展てん性せいってなさそーだし……


「とにかく、同じものを狙ってる敵てき同どう士し、ってことにはかわりはないわけだし」


「………たしかに……」


　あたしのことばに銀髪は、ナーガの方に向きなおり、


「目的遂すい行こうの障しよう害がいとなるなら、敵とみなして排はい除じよするのみっ！」


「ふっ！　それはこちらも同じことっ！」


　真っ向対たい峙じするナーガと銀髪！


　そして──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガの術じゆつが口くち火びを切きった。


「なんの火炎球フアイアー・ボール！」


　づごどぉぉんっ！


「ここで轟風弾ウインド・ブリツドっ！」


「なんの爆裂陣メガ・ブランドっ！」


　呪じゆ文もんが飛とび交かい爆ばく風ふうが舞まい、轟ごう音おんが夜の空気をふるわせる！


　ちゅごづどばむどごぉぉぉんっ！


　かくて！


　ご近きん所じよの迷めい惑わくなどはかえりみず、ナーガ対黒ずくめたちの戦たたかいははじまったのだった！





　ま、その戦いの結けつ果かがどーなったのか、あたしは知んないけど。


　むろん言うまでもなく──


　両方が目的見み失うしなって戦っているそのスキに、あたしはグリムワルドを連つれて、あっさりその場をあとにしたのだった。
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「見つけたわよリナ＝インバース！」


　昼のメシ屋にナーガの声が響ひびき渡わたったのは、目的の街まち──プロカル・シティまであと一日と迫せまった時のことだった。


　店の扉とびらを大きく開き、先せん陣じん切って入ってきたのはもちろんナーガ。


　そしてその向こう──店の外には、前と同じく、覆ふく面めんかぶった男たち。


「ふっ！


　この前はあなたの策さくに、思わず夜明け近くまで不ふ毛もうな戦いをしていたけど、今回はそうはいかないわよっ！」


　夜明けまで気づかんかったのか。両りよう方ほうとも。


　そりはたしかにこの上なく不毛だけど……


　言ったナーガの後ろから、覆面男の一人が、ずいっ、と前に出て、


「……騒さわぎを大きくしたくはないだろう？　表おもてで話をしないか？」


　たぶんつくり声なのだろう。妙みように不ふ自し然ぜんな低ひくい声で言う。


　……ふぅむ……？


　あたしは、片方の眉まゆをはね上げて、


「へぇぇ。ひとを襲おそってモノ取ろう、なんて了りよう見けんしてるわりには、わりとまともなこと言うじゃない。


　まあいいわ。あたしも、ここで暴あばれるつもりはないから。


　けど……ちょっと困こまったわね。


　あたしたち今、ごらんの通り、お昼ごはんの最さい中ちゆうなのよ」


「……あとにしろ」


「腹はらが減へってはなんとやら、って言うでしょ。


　──どうせなら、あんたたちもここで何か食べてかない？


　なんならあたしがオゴるわよ」


　言ったそのとたん。


　ぞろぞろぞろぞろがたがたがたがた。


　ナーガをはじめとする覆ふく面めんご一行様は、店の中へと入って来ると、空あいている席せきへ次々と腰こしかける。


　ぬう。単たん純じゆんとゆーかなんとゆーか、なかなか胃い袋ぶくろに正しよう直じきな連中である。


　ナーガとリーダー格かくの覆面は、あたしとグリムワルドのいるテーブルの空席につく。


　むろんこのテーブルにはすでに、あたしが注ちゆう文もんしまくった料理の数々が、ところ狭せましと並ならんでいる。


「ふっ。それじゃあ早さつ速そく──」


　ナーガはいそいそと手て袋ぶくろを脱ぬぎ、男もあたふたと覆面を──


　取りかけたその動きが、はた、と止まる。


「むうあっ！　これは罠わなっ！」


　ちいっ！　気づいたかっ！


　ごはんを食べるなら覆面を取るはず、と思ったのだが、どーやら気づかれたようである。


　ならしかたないっ！


「逃にげるわよっ！」


　言ってあたしはイスを蹴け倒たおし、立ち上がり、グリムワルドのえり首ひっ摑つかみ、ダッシュで店の裏うら口ぐちへ！


「お、追え！　追えっ！」


　背はい後ごで響ひびく男の声。


　お台所を駆かけ抜ぬけて、従じゆう業ぎよう員いんの悲ひ鳴めいを聞きつつ、二人は店の裏口から、細い路ろ地じへと飛び出した。


「──ど──どういうことなのですかなリナさん!?　罠とかなんとか……？」


「連中の素す顔がおが見てみたかったのよっ！」


　問とうグリムワルドに答こたえたその時とき！


　背はい後ごに殺さつ気きが生まれ出る！


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　ナーガの声が起こると同時に、あたしはそばのゴミ箱を、ふり向きざまに蹴り上げる！


　空に散ちらばったゴミたちが、飛び来る冷れい気きの矢やを受けて、凍こおりつき、ごとぼと地上に落ちてくる。


　見れば、くそやたら狭せまい通りを追つい撃げきしてくる、ナーガと覆ふく面めんご一同様。


　しかぁしっ！


　飛んで火に入る虫とはこのことっ！　あたしは呪じゆ文もんを詠えい唱しようし、たむっ！　と壁かべに手をつくと、唱となえた術じゆつを解とき放はなつ！


「氷窟蔦ヴアン・レイルっ！」


　その手を起き点てんに生まれた氷こおりの糸は、壁を、床ゆかを這はい進み、それに接せつ触しよくしたとたん──


　こきぃぃぃんっ！


　追い来たナーガと覆面たちを、一いつ瞬しゆんにして氷に閉とざす。


　──とは言っても人数が多い。氷に閉ざす、といったところで、せいぜいが、全ぜん員いんのひざのあたりまで、である。


　しかしこれで、動きは完全に封ふうじた。


「ほーっほっほっ！　甘いわねリナ＝インバースっ！」


　だが、そこにナーガの高たか笑わらいが響ひびく！


「これでまさか、こっちの動きを止めた、なんて思ってるわけじゃあないでしょうねっ！


　こんな氷なんで溶とかせばすむことっ！」


　言ってナーガは呪文を唱え──


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　おいおい。


　づごどぉぉぉんっ！


　一いち撃げきの生うんだ炎ほのおは、ナーガの狙ねらい通り氷を溶かし──


　しごくとーぜんのことながら、氷に覆おおわれてなかった部分を、丸コゲにしたのだった。


「……自じ滅めつって単たん語ご……まだおぼえてなかったのね………」


　ぴくぴく倒たおれた一同を目に、あたしはぽつりとつぶやいたのだった。





「……あ……網あみ元もとっ！」


　男たちの覆面をむしり取り。


　グリムワルドは、驚きよう愕がくの声を上げたのだった。


　──ほーら。やっぱり。


　胸むねのうちでつぶやくあたし。


　こいつらは、覆面どころかつくり声まで使っていた。


　つまり、連中は、素す性じようが声でバレる可能性のある者もの──すなわちグリムワルドの知り合いなのではないか。


　あたしはそう考え、覆面を取らせようとしていたのだが、やはり図ず星ぼしだったようである。


　──網元……というと、漁りよう師しさんのいちばんエラいひとのはず。


　そういえばグリムワルドの研けん究きゆう所じよは、漁師村にあるという話だったが──


「──てことは、漁師村のひと!?」


「……バレちゃあ仕し方かたないな……」


　網元──としの頃ころ三十前後の、浅あさ黒ぐろい精せい悍かんな顔立ちの男は、観かん念ねんした声で言った。


　ちなみにむろん今は、ナーガをふくめ全員を、動けないようにしばり倒たおしていたりする。


「なんで……あんたたちがっ!?」


　問うグリムワルドに、網元は遠い目で、


「……知っちまったのよ……


　あんたが研究してるのが、魚を焼いても煙けむりの出ない網だってことを、よ……


　それを知った時には、正直、天地がひっくり返るかと思ったぜ」


「天地って……ンなおーげさな……」


　思わずつぶやくあたしに、網元は、ぎろりっ！　と険けん悪あくな視し線せんを向けて、


「何言ってやがるっ！


　雨の日に家の中で魚焼くのがどれだけケムいか、お前にわかるのか!?


　女によう房ぼうは涙なみだし子こ供どもはセキ込み、まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず！


　おまけにススがヒドいんで、大おお掃そう除じの時とかにはなかなか汚よごれが落ちないし！


　その煙が出なくなるってのがどれだけ画かつ期き的てきかっ！


　オレたちが待ちこがれていたのは、まさしくそんなスーパーアイテムだったんだっ！


　村のみんなを救すくうため、どうしてもその網が必ひつ要ようだったんだ！


　これさえあれば、みんな幸しあわせに暮くらせるんだっ！」


「……じゃ、なんで事じ情じよう話してお金出して買かおうとかしないわけ？」
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　あたしのことばに、網元はあっさりことばに詰つまり、


「……そ……それはその……つまり……


　奪うばった網をもとに同じものをいっぱいつくって、売りさばいてひともうけしようかなー、とか、ちょっと思ってたけど……」


「やっぱしそんなところね……


　けど、同じものをつくる、って言うけど、そんなことできるの？」


「村にも鍛か冶じ屋やはいるし、魔ま道どうの面めんに関かんしては、こちらのナーガ先生がなんとかしてくださる……予よ定ていだったんだ」


　言って網元は、ミノムシのごとく縛しばり倒たおされ、さるぐつわまで嚙かまされたナーガに目をやって言った。


「魚を焼いても煙けむりの出ない網、となれば、銅どう貨か十枚……いや！　ことによれば、銀貨一枚の値ねをつけても、飛ぶように売れるはず！」


「はあ？」


　言った網元に、完全にバカにし切った声を上げたのはグリムワルドだった。


「何を言っとるんですか網元。


　あれはたしかに一見普ふ通つうの焼き網と変わらんが、実じつ際さいは、魔道技ぎ術じゆつの集しゆう大たい成せいと言っても過か言ごんではないものなんですぞっ！


　その価か値ちが銅貨十枚だの銀貨一枚だのと……失しつ礼れいな冗じよう談だんはやめてほしいものですな！


　この網を一枚つくるのにも、原げん材ざい料りよう費ひだけで金貨二十枚はかかるんですぞっ！」


『高いわぁぁぁぁぁ！』


　即そく座ざにツッコミ入れる一同。


「てことは何!?　かりに量りよう産さんできたとしても、一枚あたり金貨二十枚以上で売らなきゃ元もと手でも取れないってこと!?」


「むろんそういう計算になりますな！」


　尋たずねるあたしに、大きくうなずくグリムワルド。


「ああああああ。根こん本ぽん的てきにダメだし」


　頭を振ふって呻うめく網元。


「どこがどうダメだとゆーのですか!?」


　……はぅ……


　怒おこるグリムワルドに、あたしはため息いきついてから、


「……あのねぇ……


　金貨二十枚っていったらけっこー大金なのよっ！


　煙の出ない網、ってのは、たしかに画期的かもしんないけど……


　一体どこの誰だれが、ンな金きん額がく出してまでそんなもの買うってゆーのよ……」


　あたしの意見に、しかしグリムワルドは、ちっちっちっ、と指ゆびを振ふり、


「着ちやく眼がん点てんが浅あさいですぞ。リナさん。


　たしかにこの値ね段だんでは、普通の人には買いにくいでしょう。


　しかしっ！


　金を持っている、珍めずらしいもの好きの貴き族ぞくたちになら、それこそ飛ぶように！」


「……別に貴族当とう人にんが魚焼いてケムがってるわけじゃないから、やっぱし売れないような気がするんだけど……」


「…………………………」


　れーせーなあたしの指し摘てきに、指ふりポーズのそのままで、硬こう直ちよくするグリムワルド。


「……む……むっぐむぐぐぐぅぐ！」


　ことのなりゆきに、横から何やら呻いたのは、しばり倒されたナーガだった。


　網あみ元もとの方に目をやり、何やら言っている。


　……ふぅむ……これは……


「たぶんナーガのことだから……依い頼らい料りようとかのことで文句言ってるんだと思うんだけど」


　あたしのセリフに、こくこくうなずきまくるナーガ。


「……んーむ……」


　網元は小さく唸うなり、


「約やく束そくでは……


　網を売り、がっぽがっぽと大もうけ。


　その売り上げの三割わりをナーガ先生に。


　残りをオレたち村のもんで、ということだったけど……


　計画挫ざ折せつしたからには、ゼロの三割はゼロってことで……」


「んむぐぅぅぅぅぅっ！」


「──まあまあ。ナーガ」


　青スヂ立ててもがくナーガをあたしはなだめ、網元に向かって、


「まあ約束は約束だけど、『だから銅貨一枚も出さない』なんて言ったら、こいつ、村までおしかけて暴あばれかねないわよ。


　と、ゆーことで。


　せめてあんたのところに連れてって、思うぞんぶん魚食べさせてやる、くらいのことはしといた方がいいわよ」


「……まあ……それくらいなら」


　言う網元にうなずいて、あたしは今度はナーガに向かって、


「──とゆーわけでナーガ。


　納なつ得とくはできないと思うけど──


　完全なタダ働ばたらきと、せめて魚だけでも食べさせてもらうのとでは、どっちがいいか、考えるまでもないわよね？」


「[image: ]……」


　あたしのことばに、おとなしくなるナーガ。


「──でもって──」


　ゆぅらりっ……と、あたしは網元たちの方を振ふり向き、言った。


「次はあんたたちへの質問なんだけど。


　あたしたちへの迷めい惑わく料りように、持ち合わせのお金全部さし出すのと、役所につき出されて、村で待ってる女によう房ぼう子供泣かせるのとどっちがいい[image: ]」


『……鬼おにかあんたはぁぁぁぁっ！』


　男たちの上げた悲ひ鳴めいは、もののみごとにハモりまくったのだった──





「──走るわよ」


「……えっ？」


　グリムワルドが問い返したその時には。


　だっ！


「うわあああぁぁあ!?」


　あたしは彼の手をひっ摑つかみ、駆かけ出していた。


　プロカル・シティへと続く街かい道どうでのことである。


「ど……どうしたのですリナさんっ!?」


　つられて仕し方かたなく走りつつ、あたしに問いかけるグリムワルド。


　──だいたいわかるでしょうがこの状じよう況きようはっ！


　あたしがそうツッコミ入れるより早く。


　後ろに殺さつ気きが生まれ出た！


　とっさにグリムワルドの手を引いた、まさにその時。


　じゃっ！


　後ろから飛び来た冷気の矢が、グリムワルドの頭のそばを駆かけ抜ぬける！


「う……うわわわわっ！」


　そう。むろん言うまでもない。


　残のこるひと組──黒ずくめたちの追つい撃げき！


　おそらく今まで手出しをしてこなかったのは、あたしたちとナーガたちとが互たがいにつぶし合い、敵てきが減へるのを待ち受けていたからなのだろう。


　しかしっ！


　プロカル・シティへはあとわずか！　一気に突とつ破ぱしてしまえばこっちの勝ちである！


　街道に、あたりにひとの姿はない。道の左にはひろがる森。


　肩かた越ごしにふり向けば、追撃して来る赤毛の姿。


　となると──


　あたしが思ったその通り。


　ざんっ！


　ゆく手のしげみが音を立て、銀ぎん髪ぱつの黒ずくめが出現した！


　その手にはすでに、たくわえられた魔力光！


「火炎球フアイアー・ボール！」


　銀髪が光りを放つ！


　しかしこちらも、はさみうちを予よ想そうして呪じゆ文もんを唱となえている！


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　二つの光が虚こ空くうですれ違ちがうその瞬しゆん間かん！


「ブロゥアップ！」


　ぱちんっ！　と、あたしは指を鳴らした！





　ごぅごごぉんっ！





　そしてあたしの放った光は、銀髪の放った光を巻まき込こみ、空中で大だい爆ばく発はつを起こす。


　本来はこの呪文、何かに当たった時点で爆発するのだが、あたしは呪文を少々アレンジして、いつでも破は裂れつさせられるようにしておいたのだ。


　それで相手の放った術を巻き込んだわけである。


「……話には聞いたことがある……呪文のアレンジという奴やつか……」


　爆ばく音おんの余よ韻いんと煙けむりの向こうから。


　響ひびいてきたのは、銀髪のそんなつぶやきだった。


「──あんたたちが、なんでこの網あみを狙ねらってるのかは知らないわ！」


　前と後ろの二人に向かって、あたしは声をはり上げた。


「けど、もしも商売のネタにするつもりなら、あきらめた方がいいわよ！


　これ、一枚つくるのに、原材料費だけで、金貨二十枚くらい要いるらしいから！」
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『なにぃい！』


　予想通り。


　あたしのことばに、二人は同時に驚きよう愕がくの声を上げた。


　これでもし、二人のもくろみが、網あみ元もとたちと同じものなら、あきらめて引きあげてくれるはずなのだが──


「……それはますます捨すてて置おけんな……」


　銀髪の声に敵てき意いがこもる。


「……は……？」


　間の抜ぬけた声を上げるあたし。


「こうなれば、死力を尽つくしてでも網を奪うばわねばならんなっ！」


「ちょっと待てなんでそーなるのよっ!?」


「問もん答どう無む用ようっ！」


　前後から、銀髪と赤毛二人が同時に迫せまる！


　えぇいっ！　狙ねらわれるわけはわかんないけど、ともあれここは、なんとか逃にげるっきゃないっ！


「こっち！」


　グリムワルドの手を引いて、横よこ手て──森とは反対がわの、草原の方に駆かけ出すあたし。


「逃げられると思うか!?」


　嘲ちよう笑しようとともに追い来る二人。


「炎の矢フレア・アロー！」


　ひゅぐぁっ！


　赤毛の放った攻こう撃げき呪じゆ文もんが、あたしたちのゆく手に着ちやく弾だんし、火の手を上げる。


　これで進しん路ろを断たったつもりなら──甘あまいっ！


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高速飛行の術じゆつを唱え、風の結けつ界かいに包つつまれ、あたしは宙ちゆうに舞まう！


　もちろん片手にグリムワルド。


　重量と速度と高度の総そう和わが術者の力量に比ひ例れいする術である。


　あたしは草をかき分けて、低空飛行でかっ飛ばす！


　炎ほのおの壁かべもなんのその！　風の結界纏まとったままでぶち抜ぬけば、熱さを感じるヒマもない！


　結界から外に出ているグリムワルドは、ちょっと熱かったり引きずられてイタかったりするかもしんないけど、男には、がまんしなくちゃならない時があるのであるっ！


　黒ずくめたちを大きく引き離はなし、軌き道どうを変えて街道に戻もどり、あたしたちは、そのまままっすぐプロカル・シティへと向かったのだった！





「あとは──城しろに持ってくだけね」


　あたしが術を解といたのは、プロカル・シティの入り口にたどり着いた時のことだった。


　術を使ったままで城に向かってもよかったのだが──制せい御ぎよのむずかしいあの術で、人通りの多い街なかをかっ飛ばすのは危あぶないし、あたしの方も疲つかれるし、引きずり倒たおしたグリムワルドの、あたしの手をにぎり返す力が、どんどん弱くなってきたのが、ほんのちょっぴし気になってたし。


「……よ……ようやく……ここまで……」


　へろへろぼろぼろになりながらも、グリムワルドはしっかりと、例のザックを抱だきかかえていた。


「……で……できれば……少し……休んで………から………」


　へとへとの口く調ちようで彼は言う。


　たしかに──一時休きゆう憩けいということで、晩ばんごはんをグリムワルドにオゴらせてから、というテはあるのだが──


　夕方以い降こう、城には一いつ般ぱん人じんの立ち入りが禁きん止しされる可能性はあるし、そうなると、ひと晩この街に泊とまることになる。


　となるとそこを、あの黒ずくめたちに襲おそわれる可能性も高い。


「──いえ。とっとと城に向かいましょ。


　あの連中がまた追いかけてくる可能性もあるんだから」


「……と……とほほほはほほほ……」


　ため息混まじりに息を吐はき、よろよろ歩き出すグリムワルド。


　なかなか活気のある街である。通りには露ろ店てんが建たち並ならび、行いき交かう人の数も多い。


　あたしたちは商店街を抜け、住宅街へとさしかかる。


　このあたりは、さすがにあまり人通りはないが──


　その時。


　殺さつ気きが疾はしった！


　あたしはダッシュをかけて、数歩前を行くグリムワルドの背をつき飛ばす！


　づどどどどどどどどどっ！


　刹せつ那な。


　たった今までいた場所に、天そらから降ふり来た炎ほのおの矢の群むれがつき刺ささる！


　続いて降おりて来たのは言うまでもなく、黒ずくめの二人！


「城へ！」


　あたしの叫さけびを耳にして、気力をふりしぼり、駆かけだすグリムワルド！


「行かせるかっ！」


　そのあとを追おうとする黒ずくめ二人！


　だが。


「これ、なーんだ？」


　言ってあたしが手にしたものに、黒ずくめたちの動きが止まる。


　あたしが右手にかざしたものは──一枚の焼き網あみ。


「貴き様さまが持ってたのかっ!?」


　驚おどろきの声を上げる赤毛に、あたしは意味ありげな笑えみを浮うかべ、


「……あんたたちが、欲ほしい、って言うのなら、売ってあげてもいいわよ。これ。


　お値ね段だんの方は要よう相そう談だんだけどね」


　だが。


「惑まどわされるな！」


　銀ぎん髪ぱつの叱しつ責せきが響ひびく。


「そいつの持っているのはただの網だ！」


　ちちぃっ！　見抜かれたかっ！


　これは途と中ちゆうでダミー用に買ったただの網。


　しかし、かせいだわずかな時間のうちにも、グリムワルドは前へと進んでいる！


「追うぞ！」


「はいっ！」


　二人は同時に地を駆け、グリムワルドを追う！


　黒ずくめたちの背を追い、あたしも駆けて、口の中で呪じゆ文もんを唱える！


　グリムワルドは通りの角を曲がり、そのあとに続いて──


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　黒ずくめたちが曲がろうとしたその瞬しゆん間かんを狙ねらい、あたしは術を解き放った！


「うあっ!?」


　一発が、よけそこねた赤毛の片足を氷づけにするが、銀髪はいともあっさり身をかわし、はずれた冷気はあたりに氷をはりつかせたのみ。


「その程てい度どの術で！」


　銀髪は、言って、通りを曲が──


　ろうとして。


　ハズれた一いち撃げきが生んだ氷を踏ふみつけて、ずるりっ、と足をすべらせる！





　ごぢん。





　響ひびく、やたらとイタそうな音。


　その間に、あたしは黒ずくめたちに追いついて──


「お取り次ぎを！」


　グリムワルドの声が響ひびいたのは、その時だった。


　──見ると──


　ようやっと城門にたどり着いたグリムワルドが、門もん番ばんに声をかけているところだった。


「アリアス様にお取り次ぎを！」


「何者だ！　貴様！」


　門番に問われて、グリムワルドは朗ろう々ろうと、


「クライヴェル侯こうがご長男アリアス様より、魔法の道具マジツク・アイテムの研究を仰おおせつかったグリムワルドと申もうす者！


　その研究の成せい果かを、ほれ、この通りお持ちした次し第だい！」


　言って彼は、ザックの中から、例の焼き網あみを取りだし、かざす！


　──瞬間──


『……………………』


　その場で硬こう直ちよくする二人の門番。


「…………網……の……ようだが……？」


　しばしの沈ちん黙もくの後、片方がつぶやいたのに、グリムワルドは大きくうなずき、


「左さ様ようっ！


　魔ま道どう技術を結けつ集しゆうしたこの網を使えば、なんとっ！　魚を焼いても煙けむりが出んのじゃ！」


『……………………』


　門番二人は、しばし顔を見合わせて、


「……わ……わかった。しばらく待っておれ」


　言って門番その一は、城の奥おくへと向かって駆かけだした。


　そして、ふと気がつくと──


　いつの間にか。


　黒ずくめ二人は、どこへともなくその姿を消していたのだった──





「──そちか。


　アリアスより、魔道研究を託たくされた者というのは──」


　赤じゅうたんの謁えつ見けんの間に、朗々たる男の声が響ひびき渡わたった。


　玉ぎよく座ざに腰こしかけ、こちらを見下ろす中年男。彼こそがこのあたりをおさめる領主ロード・クライヴェルその人だった。


　あのあと──


　かなり待たされてから、城の中へと招まねき入れられ──


　謁見の間で、あたしたちを出で迎むかえたのは、グリムワルドに出しゆつ資ししていたアリアス──ではなく、ロード・クライヴェル当人だった。


　クライヴェル侯こうのそのそばには、二は十た歳ちほどの男が二人。


　おそらく兄きよう弟だいなのだろう。やたらとよく似にた顔立ちで、歳としも見た目にほぼ同じ。


　ただそのうちの片方は、妙みように蒼あお白じろい顔をしている。


　そして、あたりに警けい護ごの兵へい士したち。


「ははぁっ。


　グリムワルドと申す者でございます。


　こちらは道どう中ちゆうの護ご衛えいを頼たのみました、リナどのと申される方かた」


「ほう。


　……で？　作り上げたものとは？」


「これに」


　グリムワルドが網を取りだし、うやうやしくさし出すのを、警護の兵士が受け取り、ロード・クライヴェルへと渡わたす。


　ロードはしばらくその網を、いじくり回し、眺ながめてから、


「──で、この網にはどのような力が？」


「はっ。


　その網を使って魚を焼くと、なんと、煙けむりが出ないのですっ！」


　………………しぃぃぃぃん…………
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　しばし。


　その場に気まずい沈ちん黙もくが落ち──


「……あー……」


　ようやく気をとりなおしてか、ロード・クライヴェルが口を開く。


「……他には？」


「他……ですか……？」


　問とわれてグリムワルドはしばし考え、やがて、ぽんっ、と手を叩たたき、


「肉や野菜を焼いても煙は出ませんぞ！」


「……いや……そーいうことじゃなくてな……たとえば……


　これを投げると、大だい理り石せきの柱はしらくらいはすっぱり切せつ断だんして、手もとに戻もどってくるとか」


「はっはっはっ。お戯たわむれを。


　それではただの面めん妖ような武器ではありませぬか。


　私の造つくり上げたそれは、正しよう真しん正しよう銘めい、煙の出ない焼き網にございます」


「……ほほぉぉぉぉぉう……」


　凍こおりついたよーな声でそう言うと、ロードは、ぎぎぃっ、と首を回し、そばに控ひかえた青年たちの方に顔を向ける。


「……アリアス……」


「はっ……はいっ！」


　呼よばれて返事をしたのは、顔色の悪い方の青年だった。


「つまり……『魔ま道どうの研究』などと称しようして、お前が大たい枚まいつぎ込んだ、その結果が『煙の出ない焼き網』と、いうわけか」


「ち……父上、私はただ『凄すごいものができあがる』と聞いて……！」


「なるほど。たしかにいろんな意味でスゴいモノができあがっておるが……


『すごいもの』と聞かされて、それが何かも聞かぬまま、後先考えずに投とう資しした、と」


「いやあの……！」


「……ふむ……


　そのような金の使い方しかできぬのであれば、この領りよう地ちを任まかせるわけにはいかぬか。


　となるとわしの跡あと継つぎはエシオスの方か」


「父上ぇぇぇぇぇっ！」


「まあまあ兄上ここは落ち着いて」


「お前になぐさめられたくないわぁぁっ！」


　泣きつくアリアスつき放すロード。


　弟がなだめて兄がひねくれる。


　……な……なんか……焼き網のせいでお家騒そう動どうにまでなってるんですけど……


　……………………あ。


　あたしが、ふとあることをおもいついたその時。


「……あ……あのー……」


　モメまくるロード一家に、おずおずと声をかけたのはグリムワルドだった。


「……それで……


　私への褒ほう美び、というものは……」


『出るかぁぁぁぁぁぁっ！』


　全員の力いっぱいのツッコミが、謁えつ見けんの間に響ひびき渡わたったのだった。





「なぜなんだ……」


　通りをとぼとぼ歩きつつ。


　グリムワルドがぜんっぜん自じ覚かくのないセリフを漏もらしたのは、城をあっさりつまみ出されたあとのことだった。


「なぜあのような扱あつかいを受けねばならんのだ……なぜあの網あみの真しん価かが理り解かいできん……？」


　あの網の真価をいちばん理解してないのが、当のグリムワルドのよーな気はするのだが、それは言わないでおくことにする。


「世せ間けんはこの私を理解していない……」


　こーゆー場合、えてして、このセリフを吐はいた当人の方が世間を理解できてない場合が多いのだが……まあこれも、口に出さないことにする。


「……網は返してもらったから、それはまあいいとして……」


　いーのか。


「しかしわけのわからんことだらけですな……アリアス様はいきなり手のひらを返したように冷たくなるし……


　それに、結局あの黒ずくめの二人が何者だったのかもわからずじまいですし」


「……あー。んー……」


　ぽりぽり頭を搔かきながら、てきとーなあいづちをうつあたし。


　──実のところを言うと、あたしは、あの連中の正体が何だったのか、大体想そう像ぞうはついたのだが。


　おそらく──


　ほかならぬ、アリアスが放ったエージェントたちである。


　弟との跡あと目め争あらそいをやっていたアリアスは、グリムワルドからの手紙を受け取り、死ヌほどあわてたことだろう。


　なにしろ、点数かせぎのつもりで投資した研究の成せい果かが、煙けむりの出ない焼き網である。


　大枚はたいた結果がこれでは、点数かせぎどころか減点対たい象しようである。


　だからこそ。グリムワルドから網を取り上げ、その事実を隠かくそうとしたのではないだろうか。


　謁見の間に現れたアリアスが、もとから顔色を失なくしていたのがその証しよう拠こ。


　もちろん想像でしかないし、言うとあんましムゴいんで、やっぱし言わないでおくけど。


「まあまあ。そう気を落とさないで」


　あたしはグリムワルドの肩かたを、ぽんぽんっ、と叩たたき、


「がんばれば、そのうちきっといいこともあるわよ」


「うううっ。すまんな。そう言ってもらえると……


　……ところでその……リナさん……まことに申し上げにくいのだが……」


「いーわよ。みなまで言わなくても」


　先を察さつしてあたしは言う。


「依い頼らい料りようのことでしょ。


　先さき渡わたしでもらっちゃったけど……あれと旅りよ費ひをさし引くと、ほとんど持ち合わせがないはず。


　となると、村の研究所に帰る路ろ銀ぎんにも困こまってる、ってわけね」


「……情なさけないが……お察しの通りだ」


　言ってうなだれる彼の肩を、あたしは、ぽむっ、と叩き、


「大変だろうけどがんばれ」





　ぴしっ！





　あたしの言ったひとことに、グリムワルドはなぜか音を立て硬こう直ちよくした。


「……ちょっ……！


　ちょっと待ってくだされリナさんっ！


　ふつーこういう会話の流れからすると、『大変だろうから、少ないけど』と、依頼料のいくらかを返してくれるとか……！」


「あはははははは[image: ]　何言ってるんですか。


　約束は約束なんだし[image: ]」


　そもそも、網にどれだけの価値があるのか、れーせーに判はん断だんできなかったグリムワルドに責せき任にんがあるのである。


「じゃあ、そーゆーことで。


　強く生きてねー[image: ]」


　かくて。


　ぼーぜんと佇たたずむグリムワルドを残し、あたしはその場をあとにしたのだった──





　めでたしめでたし。





　教きよう訓くん：自分への過か大だい評ひよう価かは不幸になるので気をつけましょう　まる







（スクランブル・グリル：おしまい）





呪じゆ術じゆつ士しの森







　気がつくと、そこは知らない場所だった。


　黒くくすんだ天てん井じよう板いたに、どこからともなく漂ただよう薬のにおい。


　どうやらあたしは今、ベッドの上に横になっているようだが……


　……えーっと……


「……くくくくくくく……どうやらようやく気がついたようね……」


　あたしが事じ態たいを理り解かいするより早く。かけられた声は、若い女のものだ。


「!?」


　とっさに身を起おこしたあたしの目に飛び込んで来たのは、うす暗い部へ屋やの戸口に佇たたずむ人ひと影かげひとつ。


　暗い灰色グレーのマントですっぽりと全身を覆おおい、同じ色のフードを目ま深ぶかにかぶっている。


　その顔は、フードの陰かげになってほとんど見えず、覗のぞいているのは口もとのみ。さきほど声こえをかけられていなければ、年ねん齢れいどころか、性せい別べつすらもわからなかっただろう。


　まさに怪あやしいことこの上なし。夜中にばったり出会ったら、石ぶつけられても文もん句く言えない姿すがたではあるが、とりあえず、敵てき意いはないようである。


「──一いつ体たい──あなたは？」
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　あたしの問といに、彼かの女じよは、くくく、と低い忍しのび笑わらいを漏もらして、


「……こちらこそ聞きたいわね……あなた、なぜ川かわ上かみから流されてきたの……？」


「川上から……？」


　彼女の問いに、あたしは眉まゆをひそめ──


「──あ……そーか！」


　ようやっと、ことの次し第だいを思い出す。


「そーだそーだ！　思い出した！　そーいえばあの場所、近くに川があったっけ！」


「……ほう……ようやく何か思い出したようね……」


「まーね」


　あたしはベッドから下りて、ぽりぽり頭を搔かきながら、


「……やー。実は、連れといっしょに旅してたんだけど……


　川のそばの街かい道どう歩いてて、道ばたに落ちてた銅どう貨かの取り合いで、ちょっぴり攻こう撃げき呪じゆ文もんの応おう酬しゆうしてて……」


「……ど……銅貨で攻撃呪文の応酬……？」


「まーね。


　──と、言っても、炎の矢フレア・アローとか風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインとかだから、ま、女の子どうしのカルいじゃれ合い、ってところだけど」


「……せ……世せ間けん一いつ般ぱんでは、それを『軽いじゃれ合い』って言うの……？」


「もちろんよ」


　ややひるんだような彼女の問いに、しかしあたしは、迷まようことなくきっぱり答えた。


　すくなくとも、あたしのまわりではごくごく一般的である。


「で、そうこうしてるうちに、吹ふっ飛とばされて川に落ちちゃったんでしょーね。


　……って、そーすると、あなたが助けてくれたわけ？」


「くくくく……そういうことよ……森の中に薬草を採とりに行って、川べりにうち上げられているあなたを見つけたの……


　そのまま半日くらい眠ねむっていたわね……」


　やはりうつむき加か減げんのまま、無意味に含ふくみ笑わらいを交まじえて答える彼女。


　……それ……できればやめてほしいんだけど……ブキミだから……


「……あ……ありがとー。


　あ。そうそう、一いち応おう自じ己こ紹しよう介かいしとくけど、あたしの名前はリナよ」


「……そう……なら私のことは、ミシェール、とでも呼んでもらいましょうか……」


『とでも』って……？


「……あの……ちょっと聞きたいんだけど……ミシェール、あなた、なんだってそんな……なんつーかその……そんな格かつ好こうと言げん動どうしてるの……？」


「くくく……どうもこうも……私は遠い遠い昔むかしからこの姿すがたのまま……」


「昔から……って、ひょっとして、歳としを取ってない、ってこと!?」


「いや……子供の頃ころから、という意味よ……」


　なら素す直なおにそう言え。


「……これが普ふ通つうなのだと……今は亡なき母にはそう教わってきたわ……」


「……いや……あんまし普通じゃないよーな気が……」


「ほぉう……あなたもそう思うの……」


　ずいっ、と一歩踏ふみ出だす彼女に、あたしは反はん射しや的てきに、ずいっ、と後うしろへと退さがる。


「くくく……奇き遇ぐうねぇ……実は私も最近そう思ってるのよ……母かあさんが亡なくなって、自分で町に出かけるようになってから……特に、ね……くくくくく」


「……だから……その『くくく』って笑いは一体……？」


「……母さんに教わったの……『呪じゆ術じゆつ士したるもの、時々思い出したかのように、意味ありげな含み笑いをすることを、決して忘れてはいけない』と……」


「……おいおい……って、そーすると、あなたもお母さんも呪術士だったの？」


「くくくく……そう……まさしくそのとおり」


　……いや……『くくく』ってのはもういいから……


　呪術士、というのは、むろん魔ま道どう士しの一いつ種しゆなのだが、世せ間けん一いつ般ぱんで『魔道士』と呼ばれている、あたしのようなタイプとは、どこが違ちがうのかといえば、しいて挙あげれば効こう果かの即そつ効こう性せい、といったところだろうか。


『魔道士』が術を唱となえるのに使うのは、舌した先さき三さん寸ずんと自分自身の精神と。そして場合によっては、何かの道具が必ひつ要ようになる場合もある。


　対して呪術士が使うのは、儀ぎ式しきと道具と呪じゆ文もんと時間。


　……ま、そんな定てい義ぎはさておいて、世間さまでは、ごくすなおに、『なんかねちねち暗くらい儀ぎ式しき魔ま法ほう使う、怪あやしい奴やつが呪術士』などと思われていたりするが。


　そーゆー意味では確かにミシェールは、呪術士らしいと言えば、この上なく呪術士らしいけど……


「けど……呪術士って、世間さまから、変な目で見られたりすることってない？」


「くくくく……何を今さら……」


　あたしのことばに、彼女は毎度のふくみ笑いを漏もらし、


「変な目も何も……現に今も、この家のまわりを、すでに暴ぼう徒とがとり囲かこんでるわ……」


　……………………


「っなにぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　さらりと言った彼女のことばに、あたしは思わず大声を上げていた。





　夜に沈んだ森の奥おくには、無数の明かりが散らばっていた。


　家のまわりに集まった、人々の手にする松明たいまつの明かりが。


　その数は──百か、二百か。


　澄すんだ夜の空気には、張はりつめた殺さつ気きが漂ただよいまくっている。


「……ひ……ひぃぃえぇぇぇぇぇぇっ」


　覗のぞいた窓まどをそっと閉しめ、あたしは声をひそめつつ、


「……ち……ちょっと！　本気で囲まれてるじゃないっ！」


「くくく……当たり前じゃない。冗じよう談だんで言ったわけじゃあないから」
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　あたしのことばに、やはり声をひそめて言うミシェール。


「ふくみ笑いしてる場合じゃなくてっ！……しっかし、この状じよう況きようで、よくゆーちょーに、あたしと話してたわねー……」


「……ふ……夕方になってから人が集まりはじめたんだけれど……現実を直ちよく視しするのがコワかったから、とりあえず話にうち興きようじてみただけのことよ……」


「現げん実じつ逃とう避ひかぁぁぁぁぁっ!?


　……けど、なんだってこんなことになってんのよっ!?」


「町で、ちょっとした事件が起きていてね……どうやらその首しゆ謀ぼう者しやが私だと思われているみたいね……」


「みたいね……って、落ち着いてる場合じゃないでしょーがっ！


　くわしい事情はあとで聞くけど、とゆーことは、その事件とあなたとは何の関係もないわけ!?」


「もちろんよ……」


「なら──とりあえず、今はここから脱だつ出しゆつするわよっ！　でないと、いつあのひとたち、なだれ込んで来るか……」


「……でも……どうやって脱出を……？」


「ふっ！　そこはあたしにまーかせてっ！」


　自信たっぷり──でも声をひそめて、あたしはきっぱり言い切った。


　むろん、あたしがその気になりさえすれば、暴ぼう徒との百や二百など、蹴け散ちらすことは、むずかしくはない。


　しかし、事情もよくわからないこの状じよう況きよう下かでは、さすがにそーゆーわけにもいかない。


　家のまわりを囲まれている以上、脱出ルートは二つに一つ。


　すなわち。天に昇のぼるか地に消えるか。


　トンネル掘ほりの術を使って、地下から脱出する、というテももちろんあるが、このあたりの地理関係がわからないままむやみに掘ると、変な場所につながるおそれも十分あるし、それに万一、地下を逃にげているのに気づかれた場合、トンネルに水でも流し込まれた日にはシャレにもならない。


　となれば残る方法は──


「ミシェール、この家って、天てん窓まどとかある？」


「……昔むかしはあったわ……でも母が、『呪じゆ術じゆつ士しの家に、天窓などという健けん康こうなイメージのあるものは不ふ要よう』とか言って、土つち壁かべで埋うめたから……」


　……こ……こいつのおかーさんって一体……？


　ま、ともあれ今は、おかーさんのことはさておいて……


「そいじゃあともかく、脱だつ出しゆつするわよっ！」


　一いつ方ぽう的てきに宣せん言げんし、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえる。


　そして──


「振動弾ダム・ブラス！」





　ごがあっ！





　あたしの放はなった一いち撃げきが、家の屋根をぶち破った！


「……な……何するの……!?」


　ミシェールが上げる抗こう議ぎの声は無む視しして、あたしは次の呪文を唱える。


　どんっ！


　ほとんど間を置かず、どこかから、家の扉とびらを叩たたく音。


　ノック、などという礼れい儀ぎ正ただしいシロモノではない。間ま違ちがいなく、扉をぶち破るためのものである。


　おそらく今の爆ばく音おんが、外にひしめく連中を刺し激げきしたのだろう。


　だが──


「浮遊レビテーシヨン！」


　あたしはミシェールを片手に抱だいて、唱えた呪文を解とき放はなつ！


「……あ……」


「しっ！　声は立てないでっ！」


　あたしたち二人は、ふよふよと、破れた屋根から夜空へと舞まい上あがる。


　そこから下を見下ろせば──


　……ひ……ひょええええええっ……


　家のまわりは、すでに黒山の人だかり。


「開あいたぞっ！」


「行け行けっ！」


「どこだっ！　あいつはっ！」


　どこかの扉が破られたか、その人だかりが次々と、家の中へとなだれ込んでゆく。


　……幸さいわい、上を見上げる者は誰だれもいないが、今のうちに、なんとか安全な場所まで逃にげる必ひつ要ようはある。


　家のまわりは、やたらと広大な森。隠かくれる場所には不自由しないだろう。


　あたしは術をコントロールして、ひたすらその場から離はなれて行った。





「……ここからもう少し東に行った方に、洞どう窟くつがあるわ……」


　ミシェールが、小さな声でつぶやいたのは、人々のかざす松明たいまつの明かりが、木々の向こうに見えなくなってからのことだった。


「オッケー。じゃ、とりあえず……」


　しかし、あたしのことばも終わらぬそのうち。





　どぉぉぉぉぉんっ！





　ド派は手でな音と光とともに、あたしたちのほとんどま上で、炎ほのおの花が夜空に咲さいた！


　火炎球フアイアー・ボール!?


「見つかった!?」


　となれば、目立つ上に動きの鈍にぶい、このままでは不ふ利り。あたしはいそぎ、術をコントロールして、ミシェールとともに大だい地ちに降り立った。


　そこに響ひびくは、耳になじんだバカ笑い！


「ほーっほっほっほっほっほ！


　空から逃げる、なんて初しよ歩ほの手で、ほかのひとならいざ知らず、このわたし、白蛇サーペントのナーガの目をあざむけるとでも思ったの!?


　……けど……


　町のひとたちに頼たのまれて、悪あく人にん退たい治じに来てみれば……


　まさかあなたが、そっちの味み方かたについているとはねっ！　リナ＝インバースっ！」


　ことばとともに、木々の間にわだかまる闇やみの奥おくから、木この葉はを踏ふみしめ、姿すがたを現あらわしたのは──


「……何です？　この変な人……」


「知らない人よ」


　冷さめた口く調ちようで問とうミシェールに、冷つめたいボケをかますあたし。


「……ちょ……ちょっとリナ、そーゆーつき放はなした言い方、やめてくれる……？」


　自じ称しようあたしのライバルこと、金きん魚ぎよのうんち、白蛇サーペントのナーガは、困こまったようにそう言いった。


「……知り合い……ですね……」


「……まあ……ね……」


　さっき言った、あたしの旅の連れ、って奴やつよ。


　……もっとも、今はどーやら、暴ぼう徒とたちの方についてるみたいだけど……」


　ミシェールの問いに答えるあたし。


「ふっ！　『暴徒』とはまた、人聞きの悪い言い方をしてくれるわねっ！　悪の女おんな呪じゆ術じゆつ士しを倒たおしに来た有ゆう志したち、とでも言ってもらいましょうかっ！」


「……悪……って……」


　悪の魔ま道どう士し然ぜんとしたコスチュームをしたナーガから、『悪の呪術士』呼よばわりされたのが釈しやく然ぜんとしなかったか、あたしの隣となりでつぶやくミシェール。


「けど今の火炎球フアイアー・ボールで、たぶんみんなも気づいたはずよ！　もう逃にげられるとは思わないことねっ！　ほーっほっほっほ！」


「……くっ……」


　たしかに──


　自じ慢まんげにバカ笑いを上げるナーガの後ろの方から、木々のまにまに見えつかくれつ、いくつもの明かりがこちらに近づきつつあった。


　……こうなれば……やっぱし強きよう行こう突とつ破ぱあるのみかっ！


「……大だい丈じよう夫ぶ……なんとかなるわ……」


　ぼそりっ、と隣でミシェールがつぶやいたのは、あたしが、口の中で攻こう撃げき呪じゆ文もんを唱となえかけた、まさにその時だった。


「……リナ……マントで口と鼻をおさえて」


「………………？」


　そのことばの意味を摑つかめないまま、とりあえずあたしは、マントで鼻と口とを覆おおう。


「ほーっほっほっほ！　一体何の真ま似ねかしらリナ＝インバース！　そん……」


　ぱたっ。くー。くー。


　ことばも終わらぬそのうちに、ナーガはその場に倒たおれ込こみ、静かな寝ね息いきを立てはじめる。


　──いや、ナーガだけではない。


　その向こうに見えていた明かりも、ぽてぽてと地に落ちてゆく。


『……なるほど……薬使ったのね』


「いいえ」


　マスクがわりのマント越ごしに言ったあたしのことばに、しかしミシェールは首を横に振ふった。


　その場でくるりときびすを返し、すたすたと、森の奥おくへと歩みつつ、


「森のこのあたりは、スラガタケの群ぐん生せい地ちになってるから……ちょうどこの季き節せつの夜……だいたいこの時じ刻こくに、胞ほう子しをあたりに飛ばすのよ……睡すい眠みん効こう果かのある胞子を……私は慣なれてるから平気だけど……」


　なるほど。森の地形だけでなく、植物の分ぶん布ぷや性質まで熟じゆく知ちしている、というわけか。


「さあ……急ぎましょ……洞どう窟くつへ」


　うながされるそのままに、あたしは彼女のあとについて歩きだした。





「……最近……町のあちこちで、家か畜ちくが次々死んで行く、という事じ件けんが起おこってるらしいの……」


　たどり着いた洞窟のその奥で、向かい合うかたちで地面に腰こしをおろしたあと、ミシェールは、ぽつり、ぽつりとことの次し第だいを話しはじめた。


　一いち面めんに生はえたヒカリゴケの中で見る、灰はい色いろずくめのミシェールの姿すがたは、またブキミさもひとしおである。


「……それで……呪じゆ術じゆつ士しという、はたから見れば怪あやしい仕事をしている私が、疑うたがいをかけられたのよ……」


「なるほど……


　もう一度、念ねんのために確たしかめるけど、絶ぜつ対たいにあなたがやったわけじゃないのね」


「……当とう然ぜんね……私はごくまっとうな呪術士だから……


　何の罪つみもない人間に、迷めい惑わくをかけるようなことはやっていないわ……


　……たしかに……儀ぎ式しきに使う薬の調合間ま違ちがえて、近くの鳥がばたばた落ちたり……昔むかし、母かあさんが呼び出して、逃にがしてしまった正しよう体たい不ふ明めいの生き物が、満まん月げつが来るたびに森の奥で吠ほえたりするけど……」


「……正体不明の生き物って……？」


「……生前……母さんに聞いてみたことがあるんだけれど……顔色を変えておし黙だまるだけで……絶対正体を教えてくれなかったわ……


　けど……、それだけと言えばそれだけのことだし……」


　……それだけ……って……なんか、今の一例だけでも、じゅーぶんまわりにめーわくなよーな気も……


「……仕事の上でも、トラブルの要よう素そはほとんどないはずよ……


　町の女の子からの依い頼らいで、恋こいの呪まじないで意い中ちゆうの男を操あやつったり……ふたまたかけてた男に不ふ幸こうがふりかかるようにしたり……誰だれかに喜ばれる仕事しかしていないわ……」


「……いやあの……そりゃあ依頼人は喜んでるかもしんないけど……


　あんまし健けん全ぜんとは言えないよーな……」


「……へぇぇぇぇ……」


　あたしのそのひとことに、ミシェールは、すいっ、と地面を滑すべるように、あたしの方ににじり寄る。


「……くくくくく……そう……あなたもそう思うの……不健全だと……」


「……い……いやあの……そのあの……」


　さらにずずいっ、と近よる彼女。


　フードのすき間から覗く、小さな紅あかい唇くちびるが、笑えみの形に、にぃっ、と歪ゆがむ。


　どひぃぃぃっ。こええっ！
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　思わず逃にげ出だしたいところだが、場ば所しよは洞どう窟くつ。後うしろは壁かべ。あたしにできることはただ、必ひつ死しで壁にはりつくことだけ。


「……くくくくく……奇き遇ぐうね……実は私もそう思っているのよ……」


「ひ……って……え？」


「……母さんが生きている間は……これが普ふ通つうだと思ってたけれど……母さんが亡なくなって、自分で町に出てみると……どうも世せ間けん一いつ般ぱんと……感かん覚かくがずれてるのがわかってきたのよ……町の繁はん華か街がいとかに行くと……誰だれもふくみ笑いしていないし……灰はい色いろのローブ着きてないし……」


「……ま……まあ……そりゃそーよね……」


　いかに世界広しといえど、全員が灰色のローブ着て、ふくみ笑いしている繁華街、なんぞとゆーブキミなものは、いくらなんでもないだろう。絶対あってほしくない。


「……でも……呪じゆ術じゆつの依い頼らいに来るお客さんたちの中には……顔を隠してる人や含ふくみ笑わらいの似に合あう人とかも多かったから……てっきり世間もそういうものだと思ってたんだけれど……」


　……ヤな客だな……それ……


　ま、呪術士、という、あんましイメージのよくないところに、何がしかの依頼をしに行くのだから、なんとなくうしろめたい気分になって、顔を隠かくしたり声をひそめたり、と、言げん動どうがついつい怪あやしくなってしまう、ということはあるかもしれないが。


「……できれば……このイメージを払ふつ拭しよくして……もう少し町の人たちとうちとけたいと思って、多少の努力はしたけど……どうもそれもうまくいかなかったわ……」


「……努力……ってどんな？」


「以前にある人からアドバイスを聞いてね……『まずは挨あい拶さつから』と……」


「……まあ……間ま違ちがってはいないわね」


「そこで……昼は用があったから……夜……街まち角かどに立って、通りがかる人たちに、とりあえずほほえんでみたけれど……」


「ちょっと待てぃ」


　あたしはずずいっ、とミシェールにつめ寄り、


「……ほほえんでみた……って、まさか……その格かつ好こうで『くくくく』とか言って……？」


　あたしの問いに、彼女はこっくりうなずいて、


「……みんな逃にげた……」


「当たり前だぁぁぁぁっ！」


　思わず声を上げるあたし。


　考えてもみてほしい。


　夜道を一人、歩いていると、ふと気がつけば、道ばたにひっそり佇たたずむ黒い影かげ。


　ローブの下から半分覗のぞいた白い顔の、唇くちびるが笑えみの形につり上がり、くくく……と低い含ふくみ笑わらいを漏もらす……


　はっきし言って、果はてしなくコワい。


　これでは友好のしるし、というよりも、いやがらせにしかなっていない。


「……一体どこが悪かったのか……」


「全部よ全部っ！


　……こりゃあ……完かん璧ぺきに世間と感覚ズレてるわね……」


「……くくくくく……そのとおり……


　……そうだ、リナ……そこであなたに頼たのみたいことがあるんだけど……」


「……な……何よ……？」


　彼女はあたしの目の前に、右手をつき出し、指を折おりながら、


「……どうやらあなたも魔ま道どう士し……それに世間にくわしいみたいだから……


　一つ……私の冤えん罪ざいを晴らす手伝い……そしてもう一つ……私が、もっと普ふ通つうの女の子になって……町の人たちと仲なか良よくできるようにアドバイスしてほしいのよ……


　……むろん十分なだけのお礼はさせてもらうわ……」


「……ふぅむ……」


　言われてあたしは考える。


　たしかに今の段だん階かいでは、あたしのもとへは、ミシェールの方からの情じよう報ほうだけしか入ってきていない。こーゆー場合、いざ実じつ際さい本ほん格かく調ちよう査さに乗り出してみれば、聞きかされてたことはみーんなウソでした、などということもままあること。


　しかし──である。


　逆ぎやくに、ミシェールの言っていることが本当なら、この状じよう況きようで見み捨すてるわけにはいかない。


　結けつ論ろん。


　見捨てることならいつでもできるが、助けることは、今しかできない。


　ならば──


「──わかったわ。ミシェール。手つだわせてもらうわ」


　あたしの答えに、彼女は顔を伏ふせ、肩かたをふるわせて、


「……そう……よかった……く……くくくくく……これで……これでいよいよ私も普通の女の子よ……」


「………………いや……とりあえず手はじめに……その『くくく』ってふくみ笑いはやめよーね……」


「……なら……どういうふうに笑えば……」


「どーゆーふーに……って……もっとこう……陽よう気きに、大きな声で」


「くははははは！……こんな感じで……」


「……いや……『くははは』もちょっと……


　それと何より、うつむきっぱなし、ってのが陰いん気きな印いん象しよう受けるのよねー。


　とりあえずそのフード目ま深ぶかにかぶるのもやめて……」


「……なるほど……これを……」


　応こたえて彼女は、かぶっていたフードを後ろに……


「……[image: ]っ……！」


　その瞬しゆん間かん。


　あたしは思わず、呻うめいてその場に硬こう直ちよくしたのだった。





　カルミドーン・シティ。


　町から離はなれた丘おかの上に、ロード・カシミオンの城を眺ながめる城じよう下か町まちだが、城下町としての規き模ぼは、かなり小さい方ではある。


　……たぶん……ロード・カシミオンの拝はい領りよう地ちそのものが、小さいのではないか、とゆー説もあるのだが……


　その町の外にひろがる広大な森の、やや奥おくまったところがミシェールの家。


　──ということで、とりあえず今日きようは、事じ情じよう調ちよう査さをするために、町へとくり出すことにしたのだった。


　むろんのこと、町の人に顔を知られているミシェールは、今日は洞どう窟くつでおるすばん。顔を知られていないあたしが、一人であれこれ聞き込みをすることになったのだ。


　さてその方法なのだが、こーいった町にありがちな、宿やど屋や兼けん酒さか場ば兼けん食しよく堂どうを、昼ひるごはんがてらに、何なん軒げんかハシゴして回まわれば、そこそこの情じよう報ほうは集まるはずである。


　あたしはさっそく、目についた、一軒の店へと足を向け──


「ほーっほっほっほ！　昨日の今日でよくのこのこと顔が出せたものねっ！　リナ＝インバースっ！」





　どがしゃぁっ！





　店みせの扉とびらを開あけるなり、あびせかけられたバカ笑いに、思わずその場に突つっ伏ぷすあたし。


　……解かい説せつするまでもないだろう……


　店のどまん中のテーブルで、ひたすら[image: ]のむ食くうやっているのは、言うまでもなく、白蛇サーペントのナーガ。


　……よ……よりにもよって、いきなし最初に、ナーガのいる店の扉をくぐるとは……あたしって一体……？


　なんとかよろふら立ち上がるあたしを、ナーガは、鼻先で小さく笑い、


「ふっ！　その様子じゃあ、いきなりこのわたしに見つかるとは思ってもいなかったようねっ！


　けど、こうなった以上、昨日の決け着りはつけなければならないようねっ！」


「……ナーガ、ちょっとストップ」


「ふっ！　臆おくしたのかしら!?　リナ!?」


「いや……そーゆーわけじゃあないんだけど……」


　ここでナーガを、攻こう撃げき呪じゆ文もん一いつ発ぱつで、ミもフタもなく吹ふっ飛とばすことは決してむずかしいことではない。


　しかしその場合、この後の聞き込みに、支し障しようをきたすおそれもあるし、何よりあたしは、まだ昼ごはんも食べていない。


「決け着りをつけるのに異い存ぞんはないけど、まずはお昼ごはんを食べてからよ」


「ふっ……そんなこと言って……」


「よかったらおごるけど」


　──そのひとことで、ナーガの態たい度どが豹ひよう変へんしたことは、記しるすまでもないだろう。





「家か畜ちくが黒くろコゲ？」


　フィレステーキなどつつきつつ、ナーガの言ったそのことばに、あたしは思わずおうむ返しに問い返す。


「ふっ。そういうことよ」


　テーブルの向かいに座すわったナーガは、ジョッキに入ったブランデーをがぶ飲みしながら、なぜか自じ慢まんげに言った。


「朝起きてみると、家か畜ちくの何なん匹びきかが、黒コゲになって死んでいる、なんて事じ件けんがあったらしいわ。


　それでどうやら、森の中に住む呪じゆ術じゆつ士しのしわざなんじゃないか、ってことになったらしいわよ」


「……んー……？」


　エビのフライをかじりつつ、あたしは眉まゆをひそめ、


「それって……なんか変だと思わない？


　そもそも、呪術士のしわざ、って、どーゆー根こん拠きよでそーゆー話になったのよ。


　第一、『家畜が黒コゲ』って、呪術でンな真ま似ねのできる術、あったっけ？」


「言われてみれば……たしかにそうね」


　気のない様子で答えるナーガ。


　……ふぅむ……


「──あ。ちょっと」


　あたしは、通りかかった店のおっちゃんをつかまえて、


「ちょっと聞きたいんだけど……例の、家畜が焼き殺される、って事件……


　犯はん人にんは森の呪術士だ、ってことだけど……どこからそーゆー話になったの？」


　あたしの問いに、おっちゃんはしばし考えて、


「……どこから……っつってもなぁ……みんなそんなふうに噂うわさしてたみてぇだし……」


「そいじゃあ……おっちゃんは、誰だれから聞いたの？　呪術士が犯人だ、って」


「……変な事件が起きてる、って噂は知ってたけどな……


　たしかこの前、ロード・カシミオンが、町のみんなを広場に集めて、『町で起こっている事件が、森の呪術士のしわざだと噂する者も多いが、決めつけはいけない。決して怒いかりに任まかせて軽はずみな行動に出たりしないように』なんて注意をなさって……それで俺おれも、そういう噂がある、ってことを知ったわけだ」


「ロードが？」


「ああ。


　ま、たしかに町の連中の中にゃあ、あの呪術士が、夜中に町の通りに立って、ふくみ笑いしてたの見た、って奴やつが結けつ構こういたからな。


　怪あやしいことに間ま違ちがいはねーわな」


　……[image: ]っ……それに関かんしては弁べん解かいのしようが……


　……しかし、ロードがわざわざ、町の噂にまで口をはさむ、というのもおかしな話ではある。


　しかもロードといえば、古こ来らいより、実は悪人、と相そう場ばが決まっている。


「これは……ちょっと調べてみると面おも白しろいかもね……」


　カニのサラダをつつきつつ、あたしは口の中で、小さくつぶやいたのだった。





「……どうだった……？」


「……うーん……どーにも怪しい相手が、いるにはいるんだけどねー……」


　その日の夕方。


　洞どう窟くつに帰ってくるなり問いかけた、ミシェールのことばに、あたしはぽりぽり頭搔かきながら、歯切れの悪い返事を返した。


　──ちなみにナーガとの決着だが、これに関かんしては、ごはん食べてる間にナーガがすっかりその話、忘れ去ってたよーなので、気にせず食堂をあとにして、聞き込みを続け、帰ってきたのである。


「そーゆーこと。


　……と言っても、『あいつが真しん犯はん人にん』とゆーよりも、『何か変だぞ』ってレベルの怪しさ、なんだけど……」


「……ふふふ……なるほど……」


　かわらずフードを目ま深ぶかにかぶったまま、ふくみ笑いを漏もらす彼女。


「……あの……ミシェール……くどいよーだけど、その笑いかたはやめた方が……」


「……どうして……？　きのうリナが『くくく』は駄だ目めだから、って言ったから、今日一日中練習して、『ふふふ』に変えてみたんだけど……」


　……練習……って……


　とすると彼女、今日一日中、誰だれもいないこの洞窟で、『ふふふふふ』とか、ずっと笑ってたんだろーか……？


　考えてみると、ひたすらコワいよーな気がするのだが……


「……いや……わざわざ練習までしてくれたとこ悪いんだけど……『くくく』だろーと『ふふふ』だろーと、ふくみ笑いっつーのはなるべく避さけた方がいいよーな気が……」


「……難むずかしいのね……世せ間けん一いつ般ぱんへの道はまだ遠いわね……


　……とにかく……話は、いっしょに夕食でもとりながら聞かせてもらうわ……」


　言って彼女は、傍かたわらの麻あさ袋ぶくろから、ころころと、山ほどのキノコを取りだした。


　……って……なんか、変な色してるやつもあるんですけど……


「……ね……ねえ……聞くけど……そのキノコって、食べても大だい丈じよう夫ぶなの……？」


「……もちろんよ……今日、笑いかたの練習がてら、森に採とりに行ったのよ……見た目が悪いのもあるけど……間ま違ちがいなく全部、食べられるものよ……」


「ふーん……


　この森のこと、けっこー詳くわしいのねー。


　きのうも、なんとか、ってキノコが胞ほう子し飛ばす時間まで見み計はからってたけど」


「……まあ……自分の森だから……」


　言いながら、彼女は火をおこす準備にとりかかる。


「自分の森、って……あなた、この森で生まれ育ったの？」


「……そういう意味ももちろんあるけど……この森は、とりあえず私の所有地だから……」


「ふーん。なーるほ……」


　言いかけたあたしのことばが凍こおりつく。


　ぎぎぎぃっ、と、ミシェールの方に顔を向け、


「……あの……今……あなたの所有地……って……」


「……ええ……」


「……『この森』って……どこからどのあたりまで……」


「……どのあたり……って……カルミドーンの町のまわりにある森……全部だけど……」


「……ぜ……!?」


　全部……って……むちゃくちゃ広かったんですけど……この森……


「……はっきりとは知らないけど……なんでも何なん代だいか前のひとが、……何かで国王に貢こう献けんしたとかで……このあたり一いつ帯たいの森をもらったらしいの……


　薬やく草そうの栽さい培ばいに役立てる……ということで……それを代だい々だい管かん理りして……今でもあちこちでいろいろな草をつくっているの……」


「……そ……そーなの……!?」


　……ま……まさか……こーまで土地持ちだったとは……


　──と……待てよ……


　あたしの脳のう裏りに、ふとある考えが浮うかんだ。


「と……いうことは……ひょっとすると！」


　しかし、あたしがその考えを口にするよりも早く。


「ほーっほっほっほ！　そんなところに隠かくれていたのね！　リナ＝インバース！」


　ナーガのバカ笑いは、洞どう窟くつの外から聞こえて来たのだった！
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「くくく……どうやらつけられていたようね……リナ……」


「あああっ！　ふくみ笑いしてる場合じゃなくてっ！


　とにかく……」




[image: ]


　あたしはミシェールに、街まちで買い込んできた荷物を手て渡わたすと、ちょいとした指し示じをしたあと、洞窟の入り口に向かって歩き出す。


　そして──


「──ふっ！　どうやら観かん念ねんして出てきたようね！　リナ！」


　そこであたしを出で迎むかえたのは、予よ想そう通どおりの白蛇サーべントのナーガ、それにくわえて、棒ぼうや鋤すき鍬くわで武ぶ装そうした、数十人の町のひとたち。


「あの女は!?　ほら穴あなの奥おくか!?」


「てめーもグルなんだな！」


「邪じや魔まするとタダじゃあ……」


「炸弾陣デイル・ブランド」


　どがぁぁぁっ！


　抑よく制せいよりも呪じゆ文もん一いつ発ぱつ。


　近くの草むら一いつ帯たいを、ちょいと炸さく裂れつさせただけで、一いち同どうは沈ちん黙もくした。


「言っとくけど──


　ミシェールをつるし上げたところで、事じ件けんは解かい決けつしないわよ」


「……どういう……意味だ……？」


　眉まゆをひそめて問う町の人Ａに、あたしは、さも当然、といった表情で、


「事件の犯はん人にんは彼女じゃない、って意味よ」


「なに……？」


　ざわりっ、とざわめく町のひとたち。


　おーし。これでどうやら、まともに話はなしができそうである。


　彼女が犯人だと、頭から決めてかかっている連中に、違ちがう、と言ってみたところで、話を聞こうとすらしないだろう。


　しかしまず、『それでは事件は解決しない』と言ってやることで、こちらの話を聞く気を起こさせたわけである。


　しかし──


「ほーっほっほっほ！　笑わらわせてくれるわね！　リナ＝インバース！」


　その空気に、いきなし水をさしたのは、ナーガの上げたバカ笑い！


「犯人じゃない、ですって!?　何を言い出すかと思えば！


　そんなでまかせで、他ほかの人ならいざ知らず、このわたしを言いくるめられると思っているならおおまちがいよっ！


　あんな怪あやしい格かつ好こうをしたひとが犯はん人にんじゃないわけがないでしょ!?」


『ひとのこと言えるかぁぁぁぁっ！』


　あたしと町のひとたちの、声がみごとに唱しよう和わした。


　あたしは、びしぃっ！　とナーガを指さし、


「怪しい格好した人間が犯人だ、ってぇのなら、世の中の事件全部の真犯人はみんなあんたよっ！」


　あたしのことばに、こくこくうなずく町のひとたち。


　とはいえむろん、ンなことで、動どう揺ようなどするナーガではないが。


「ふっ！　このわたしのセンスが理り解かいできないというのなら、それこそひとのことなど言わないでもらいたいわねっ！


　──それよりも──


　ここでこんな無む駄だ話ばなしをしてるけど、まさかその間に、別の出口から、ミシェールとやらを逃にがす、なんてつもりじゃあないでしょうね？」


「……くくくくく……面おも白しろい案あんだけど外はずれね……残ざん念ねんながら……」


　その時、後うしろから聞こえた声は、そのミシェールのものだった。


　いつもと同じ、ぞろりとした灰色グレーのマントに、目ま深ぶかにかぶった同色のフード。


　彼女は、ずいっ、と前に出て、


「……くくくくく……逃にげも隠かくれもしないわよ……第一私は……」


　彼女のことばも終わらぬそのうち。





　ごうんっ！





　攻こう撃げき呪じゆ文もんの一いち撃げきが、町のひとたちのうち数人を吹ふっ飛とばした！


「……な……!?」


「何しやがるんでぇ！　このアマっ！」


　殺さつ気きと敵てき意いに満みちた視し線せんが、一いつ斉せいにミシェールに集中する。


　ナーガも、あたしの方を、ぴしぃっ！　と指さして、


「ふっ！　その程てい度どで裏をかいたつもりというなら、まだまだ甘あまいわねっ！　リナっ！」


「ち……ちょっと待って！　今のは……」


「問もん答どう無む用よう！　氷フリーズの・矢アロー！」


　あたしのことばを遮さえぎって、飛び来るナーガの攻撃呪文！


　あたしは、立ちすくむミシェールに跳とびついて、なんとか冷れい気きの矢やをかわす。


「この場は逃にげるわよ！　ミシェール！」


「……わかったわ……」


　こうなれば、もはや話し合いなど無む理りである。あたしとミシェール、二人はダッシュで駆かけ出だした。


「追えっ！」


「ふっ！　逃がさないわよっ！」


　口々に言いながら、あとを追い来るナーガたち。


　こーなったら、弱い攻撃呪文でもぶちかまして、なんとかふり切きるしかないかっ！


　あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「……待って……」


　その呪文が完成するよりも早く。横から、ぼそりっ、と待ったをかけるミシェール。


「……攻撃せずに……右よ……」


　言って、右手の木々の間、道とも言えぬ獣けもの道みちへと分け入ってゆく。


　おそらくは、考えあってのことだろう。あたしは迷まよわずそのあとに続く。


「……身を低く……」


　ミシェールのことばにすなおに従したがい、頭を低くして、草木の間を走はしり抜ぬける。


「……たとえ単なる脅おどしでも、手を出せば、誤ご解かいを解とくのは難むずかしくなるわ……」


　あたしの前を行いきながら、独ひとりごとのような口く調ちようで言うミシェール。


「──まあ、たしかに、ね。


　そーするとやっぱしこのあたりって、相手を足止めできるよーな動物とか植物が？」


「……吸きゆう血けつ植しよく物ぶつが……」


　あ。ほんとだ。後ろの方から悲ひ鳴めい聞こえてきたし。


　……直接手を出すのは悪くて、吸血植物に襲おそわれるよーにし向けるのはいーのか、などとゆー疑ぎ問もんも、ちらりと頭の隅すみをかすめたりもしたのだが、ともあれ今は、細かいことで悩なやんでいてもしかたない。


「……けど……よく信じたわね……」


　森を駆かけながら言うミシェール。


「信じた……って？」


「……町の人たちを攻こう撃げきしたのが……私ではない……と……」


「あの攻撃、あなたがしゃべってるまっ最中に来たでしょ。


　あなたに、呪じゆ文もん唱となえてる時間なんてなかったはずよ」


　……ナーガたちは、そのへんのところ、ぜんっぜん気づいてなかったみたいだけど……


「たぶん、町のひとたちの中に、あなたを陥おとしいれようとしている連中の仲間がまぎれ込んでて、術をぶっ放ぱなしたのよ。


　話し合いをさせないために、ね」


「……くくくく……なるほど、やってくれるわね……


　しかし……これで一いつ層そう話し合いが難むずかしくなったことは事実……


　さぁて……どうしたものかしらねぇ……」


「──ここはやっぱし──


　あれっきゃないでしょ。


　いきなし黒くろ幕まくのところに乗り込み、白黒つけるっ！」


「……なるほど……くくく……それもまた一いつ興きようね……」


　あたしのことばに、彼女はにまりっ、と笑えみを浮うかべたのだった。





　ロード・カシミオンの城しろは、町からやや離はなれた丘おかの上に建っていた。


　当とう然ぜんロードは城の中。直ちよく接せつ対たい決けつを望のぞむなら、城への突とつ入にゆうは避さけて通れないのだが……


「──覚かく悟ごはいい？　ミシェール？


　ここから城まで、一気につっ切るわよ」


　町の片かた隅すみ、裏うら路ろ地じで。


　言ったあたしのそのことばに、ミシェールは、やや不満げに口もとを歪ゆがめ、


「……こんな陽ひのあるうちから奇き襲しゆうとは……


　私としては……夜になるのを待った方がいいと思うけれど……？」


「たしかに、単に城に潜せん入にゆうするだけなら、その方がいいけどね。


　今回あたしたちがやんなきゃなんないのは、ロードと直接対決して、白黒決着つけること、よ。


　あなたにかけられた、濡ぬれ衣ぎぬを晴はらすために、ね。


　なら、その対決を見み届とどける証しよう人にんがいないことには話になんないわけだけど……


　証人は、立場が中立で、なるべく数の多い方がいい──ってことよ」


「……なるほど……わざと目立って町の人間の目を引きつけ……彼らを証人にしよう……と……？」


「そーゆーこと」


「……ならば……」


「行くわよ！」


　言ってあたしたち二人は、表通りに飛び出した。


「おいっ！　あれっ！　例の呪じゆ術じゆつ士しだ！」


「誰だれか！　警けい備び兵へい呼んでこい！」


　これで見つからぬわけはない。たちまち誰かの声が上がった。


　おろおろする者、逃げる者、中にはまれに、手て近ぢかな棒ぼうきれ拾ひろい上あげ、こちらに向かって来る者もいる。


　武ぶ器きを手に迫せまる一いつ般ぱん市し民みん──


　蹴け散ちらしまくるのは簡かん単たんだが、今回、そーゆーわけにもいかない。


　となればここを切きり抜ぬけるテは──


「ミシェール！　合あい図ずしたら目を閉とじて！」


　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ──


　彼女に目くばせをして、向かい来る一人の男目がけて呪文を発動！


「明かりライテイングよ！」


　かっ！


「ぐわっ!?」


　至し近きん距きよ離りでの光の炸さく裂れつに目を灼やかれ、悲ひ鳴めいを上げてのけぞる男。


　むろんその時には、あたしもミシェールも、きっちりと目を閉じている。


　そのまま男の横をすり抜ぬけ、通りを駆かけゆくあたしたち。


　目ざすは──はるか、丘おかの上。





　どんどん走れば走るほど。


　追い来る町の人たちの、数はだんだん増ふえてくる。


　地精道ベフイス・ブリングで道に溝みぞ掘ほり、明かりライテイングで目をくらませて。


　だましだましで逃にげてはいるが、さすがに追っ手のその数が、百の単位を超こえはじめると、それも通用しなくなる。


　実じつ際さいこの時点で、すでにあたしたちは、四し方ほうを囲かこまれつつあった。


　となればやはり、空をゆくしかないのだが……


　気が進まないが仕方ない。あたしは呪じゆ文もんを唱となえると、ミシェールの体をかかえ込み──


「浮遊レビテーシヨン！」


　ふわふわ空に舞まい上あがる。


「飛んだぞ！」


「上へ逃げる気だ！」


　騒さわぐ追っ手たちを眼がん下かに、並ならぶ家々の屋や根ねほどの高さにまでのぼる。


　これで彼らの手は届かない──とはいうものの、有利なことばかりでもない。


　なにしろこの浮遊レビテーシヨン、涙なみだが出るほど移い動どう速そく度どが遅おそい。駆かけ足あしの子供と競きよう走そうしたら、まず確かく実じつに負けるだろう。


　このまま城までふよふよ移動するとなると、たとえではなく日が暮くれる。


　さらに言うなら、この術で浮うかんでいる間は、大がかりな術は使えない。


　それに──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ひゅっ！


　声とともに、横から聞こえる風を切る音！


「魔風デイム・ウイン！」


　とっさにあたしは、こんなこともあろうかと、唱となえておいた強風の呪じゆ文もんを解とき放はなつ！


　ぐごぅっ！


　あたしの放ったその『風』に、向かい来ていた十数本の冷れい気きの矢やが吹ふき散ちらされる。


　そして──


「ほーっほっほっほ！


　よく今のをしのいだわね、リナ＝インバースっ！


　さすがはこのわたしのライバル、と、ほめてあげるわ！」


　声の方──すこし離はなれた屋根の端はしに、佇たたずみ、こちらを見み据すえるは、森の中で一いつ旦たんは巻いたナーガの姿すがた！


　ちちぃっ！　やっぱしこいつに見つかったかっ！


　となれば、もう片方の追つい跡せき者しや──ミシェールを陥おとしいれようとしている奴やつの片かた棒ぼうかつぎ、森で町のひとたちの一部を、攻こう撃げき呪じゆ文もんで吹ふっ飛とばした、正しよう体たい不ふ明めいの誰だれか──そいつ、もしくはそいつらも、あたしたちを見つけている、と考えて間ま違ちがいないだろう。


　ナーガとにらみあっている最中に、どこからともなく飛んできた攻撃呪文で一いち撃げきされる、なんぞというのはまっぴらである。


　となれば、こんなところでえんえんと、ナーガの相手をしている時間はない！


　彼女は、びしぃっ！　と、あたしたちの方を指さして、


「ふっ！　森ではよくも、変な植物けしかけてくれたわねっ！　けどあんなもので、このわたしをどうこうできると思っていたら……」


「眠りスリーピング」


　ぱた。


　あたしの呪じゆ文もん一いつ発ぱつで、すやすや眠ねむりはじめたナーガはほっといて、あたしたちは、ふたたび城の方へと向かって進みはじめた。


　……しかし問題は、この移動スピードの遅おそさである。


　なんとかスピード・アップする方法は……


　──そーだっ！


「ミシェール、しっかりつかまってて！」


　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ──


「魔風デイム・ウイン！」


　烈れつ風ぷうを、自分たち目がけて解とき放はなつ！





　ぶごぅっ！





　耳もとで風が唸うなり、あたしたちは、強風に圧おされて、城の方へと向かってすっ飛んでゆく。


　おしっ！　ちょっぴし乱らん暴ぼうだがスピード・アップ完かん了りようっ！


　しばらく進むと、だんだん速そく度ども落ちてきたが、同じことをやればすむだけ。


　あたしは口の中で呪文を唱え──


　──同時だった。


「……後ろ……」


　ミシェールのつぶやきが聞こえるのと、背後に殺さつ気きが生まれ出たのとは。


「──!?」


　肩かた越ごしにふり向いて、迫せまり来る冷れい気きの矢やを認みとめるのと同時に──


「魔風デイム・ウイン！」


　あたしは放った呪文で、またまたそれらをなぎ散らす。


　今の一いち撃げきをぶっ放ぱなしたのは──屋や根ねの上うえに佇たたずむナーガ！


「ナーガ!?　もう目が覚めたの!?」


　ナーガのダメージからの立ち直りの早さは、百も承知のことなのだが、まさか、眠ねむりからも、こうも早く復ふつ活かつするとは……


　あたしのことばに、彼女は、ぐぐいっ、と胸むねをそらし、


「ふっ！　読みが甘あまいわね！　リナ！


　単たんに寝ねてたら、屋根の上から転がり落ちて、それで目が覚めただけよっ！」


　……なるほど……


　しかしこうなると、ナーガをなんとかしないことには、もはや前には進めないっ！
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　あたしは術じゆつを制せい御ぎよして、近くの屋根の上へと降おり立つ。


「どうやら観かん念ねんしたようね！　リナ！


　おとなしく降こう参さんするのなら、金きん貨か百ひやく枚まいくらいで許してあげてもいいわよ！」


「ナーガ、悪いけど、あんたのうわごとにつき合ってるヒマはないのよ！


　あんたにはとっとと消えてもらって、今度の事件の真しん犯はん人にんのところに行かなきゃなんないんだから！」


　聞こえよがしに、あたしが言った『真犯人』のひとことに、下の通りでことの次し第だいを眺ながめていた、町のひとたちの間にかすかな動どう揺ようが生まれる。


「……事件の真犯人……？」


「どーいうことだ……？」


「噓うそに決まってる！　ハッタリだ！」


「……いや……しかし……」


　とはいえ町のひとたちはともかく、ナーガがそんなひとことで、たじろぐわけなどあろうはずもない。


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね！


　森で会った時もそんなことを言ってたみたいだけど、まさかこの期ごに及およんで、そんな噓うそが通用すると思ってるのかしら!?


『真犯人』なんてものが本当にいるなら、どこにいるのか教えてほしいわね！」


「──あそこよ」


　言ってあたしは、まっすぐに、丘おかの上に佇たたずむ、ロード・カシミオンの城を指さした。


　ざわざわざわざわ……


　またまたざわめく町のひとたち。


　あたしは、ひた、とナーガをにらみつけ、


「考えてもみなさいよ。ナーガ。


　昔むかしっから、こーゆー事じ件けんの黒くろ幕まくは、大だい体たい大だい臣じんかロード、って相そう場ばが決まってるでしょ」


「……ま……まあ……確たしかにそうだけど……」


　ナーガが言った、まさにその時。


「──無ぶ礼れいな！」


　やたらとデカいだみ声は、下の通りから聞こえた。


　一いち同どうの視し線せんが集まったそこには──


　完かん全ぜん武ぶ装そうの兵へい士し一いち団だんを従したがえた、黒い軽装鎧ライト・メイルの男が一人。


「賊ぞくどもが！　よりにもよってロード・カシミオンを黒幕呼ばわりとは不ふ届とどきにもほどがあるっ！


　この場にて成せい敗ばいしてくれるわっ！


　覚かく悟ごしろっ！」


「……誰だれ？　あの濃こいの？」


「……ロード・カシミオンの親しん衛えい隊たい長ちよう……」


　あたしのつぶやきに答えるミシェール。


　──なるほど。これ以上あたしたちに進まれると都つ合ごうが悪いので、ここで黙だまらせておこう、というわけか。


　おーし。となればいよいよ、である。


　あたしは、びしぃっ！　と、兵士たちを指さして、


「事実を確かめようともしないまま、この場で成敗、とはよく言ったわねっ！


　けど、こっちの口を塞ふさごう、って、その魂こん胆たんが、もぉすでに、『本当に悪いのはこっちです』って言ってるよーなもんよっ！」


「黙だまれぃっ！　小こ娘むすめっ！


　そこまで愚ぐ弄ろうされたとあっては許せんっ！」


「許すつもりなんてもともとないんでしょ」


「成敗あるのみっ！


　弓きゆう兵へい！　用意！」


「みんなっ！　逃にげてっ！」


　あたしの声を待つまでもなく、戦たたかいの気け配はいを察さつして、あわてて逃にげ出だす町のひとたち。


　しかし、集まっていた人数が人数だけに、ロクに身動きもとれないでいる。


　その町のひとたちの避ひ難なんも終わらぬそのうちに。


「射うてぃっ！」


　親しん衛えい隊たい長ちようの号ごう令れいが下る！


　まずいっ！　町のひとたちが密みつ集しゆうしているこの状じよう況きようで、見み境さかいなしに弓ゆみ矢やなんぞ放はなったら、外はずれて落おちた矢やに当たる人も出てくる！


　──しかしその時！


「爆裂陣メガ・ブランド！」





　ごばぁっ！





　大地が土ど砂しやとはね上がり、弓をかまえていた兵士の一団をふき飛ばす！
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「──なっ……!?」


　親しん衛えい隊たい長ちようが、驚きよう愕がくの表ひよう情じようで視し線せんを移したその先には──


　いつの間に降おり立たったのか、通りの端はしに佇たたずむナーガ！


「貴き様さま！　味み方かたではなかったのか!?」


「ふっ！　味方に決まってるじゃない！


　ただし──


　あなたたちじゃなく、このわたしに依い頼らいをもってきた町の人たちの、ね。


　その町の人たちを巻き込むつもりみたいだったから、妨ぼう害がいさせてもらった──


　それだけのことよ！」


　ををっ！　ナーガにしては立りつ派ぱなセリフ！


　きっとあとで、このことをネタに、町のひとたちに依い頼らい料りようアップを請せい求きゆうする魂こん胆たんかなにかに違ちがいないっ！


「おのれぃっ！　こうなったら、貴様もいっしょに、本気で成せい敗ばいだっ！」


「ふっ！　できるものなら……」


『氷フリーズの・矢アロー！』


　こかきかきこかきききぃぃん！


　ナーガのことばも終わらぬうちに。


　町のひとたちの間から飛び来た氷こおりの矢やの群むれが、一いつ瞬しゆんにしてナーガを氷づけと化かす！


　町のひとの中にまぎれこんでいた、ロードの部下たちかっ!?


　おそらく親しん衛えい隊たい長ちようの、『本気で』のひとことを合あい図ずに、攻こう撃げきを開かい始ししたのだろう。


　普ふ通つうの町ちよう人にん姿すがたの魔ま道どう士し数人が、一いつ斉せいに、こちらを向いて、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入る。


　──しかし、こうなればこっちのものっ！


　あたしは、唱となえておいた呪じゆ文もんを解とき放はなつ！


「振動弾ダム・ブラス！」


　ごがぁっ！


　放はなった一いち撃げきは、魔道士でも、親衛隊長でもなく、ナーガの動きを封ふうじた氷をぶち砕くだく！


「ほーっほっほっほっほ！」


　同時に聞こえるバカ笑いに、魔道士たちの動きに迷まよいが生まれた。


「よくもいきなりやってくれたわねっ！


　このお礼れいはさせてもらうわよっ！」


　言って呪文を唱えはじめる。


「──何をやっている。


　先に屋や根ねの連中を狙ねらえ！」


　あたしたちか、それともナーガか。どちらを先に狙ねらうべきか、迷まよいを見せる魔ま道どう士したちに、親しん衛えい隊たい長ちようの叱しつ責せきが飛ぶ。


　言われて魔道士たちは、こちらに向かって、


『氷フリーズの・矢アロー！』


　ワンパターンに氷の術をかましてくる。


　甘あまい！　あたしの口の早さをナメてもらっては困こまるっ！


「魔風デイム・ウイン！」


　速そつ攻こうで唱となえた烈れつ風ぷうの術じゆつで、飛び来る冷れい気きの矢やをふき散らした。


　そして──


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」


　ぼごがばぁぁぁっ！


　続いてナーガの放はなった怒いかりの一いち撃げきが、魔道士たちを吹ふっ飛とばす！


　ふっ。うかつにナーガに手ェ出したりするからこーゆー目にあうのである。


「──さて──残るのは……と……」


　あたしが目をやったそこには、例の親衛隊長と、数名の兵士が残るのみ。


「……お……おのれぃっ！　こうなったら！」


　隊長は、腰こしの剣けんに、がっ！　と手をかけ──


「──何の騒さわぎだ!?」


　太ふとい声は、その隊長の後ろから聞こえた。





　親衛隊長は、声にあわててふり向いて──


　まともにその顔色を変えた。


　あたしの後ろにじっと佇たたずむミシェールが、ぽそりっ、と、


「……あれが……」


「──ロード・カシミオンね」


「……ええ……」


　としの頃ころなら四し十じゆうすぎ。恰かつ幅ぷくのいい、ひげづらおやぢである。


「危険です！　ロード！　お戻もどりを！」


「何事か、と聞いておるのだ！」


　あわてて言う親衛隊長に、動ぜず問い返すロード。


「家か畜ちく焼しよう殺さつ事じ件けんの、真しん犯はん人にん当あてやってるのよ！」


　その問いに、朗ろう々ろうたる声で答えたのは、親衛隊長ではなく、このあたしだった。


「真犯人当て!?」


「そーいうこと。


　……つまり……」


　あたしは、びしぃっ！　と、ロード・カシミオンを指さして、


「今回町で起きている、連れん続ぞく家か畜ちく焼しよう殺さつ事じ件けんのほんとうの犯人は、ほかでもない、ロード・カシミオン、あなただ、っていうことを証明しよう、と思ってるのよ！」


「……な……なにを馬ば鹿かな!?」


　言われてまともに動どう揺ようの色を浮うかべるロード。


　いったん散った町のひとたちも、ぞろぞろと、様子を見に集まって来ている。


「ロード・カシミオン！　あなたは、今回の事件で、町のひとたちの前で、『森の呪じゆ術じゆつ士しが犯人だという噂うわさがあるが、軽けい挙きよ妄もう動どうはつつしむように』とかって発表したそうね！


　それまでは、町のひとたちは誰だれも、そんな噂うわさなんてしていなかったというのに！」


　ざわっ……


　思い当たるふしがあるのか、ざわめく町のひとたち。


「聞けば、この町のまわりにある森の大半が、ここにいるミシェールの所しよ有ゆう地ちとか。


　けっこうバカになんない広さがあることは確たしかね。


　──さて、そこで問題。


　もしも今こん回かい一いち連れんの事件の犯人が、ミシェールだ、っていうことになって、追つい放ほう、とか、死し刑けい、とかってことになったら──


　森の所しよ有ゆう権けんはどーなるのかしら？」


「決まってるじゃない。没ぼつ収しゆうされてロードのものよ」


　さも当然、といったふうに答えるナーガ。


　ざわざわっ。


　さらにざわめく町のひとたち。一いつ層そう動どう揺ようするロード。


　あたしはさらにことばを続けた。


「土地欲ほしさに、部下の魔ま道どう士しに命じ、町まちの家か畜ちくを焼やき殺ころし、町のひとたちの間に不安をひろめてから、さもミシェールが真しん犯はん人にんだ、みたいなことを言う。


　彼女のところに押おし寄よせた町のひとたちの中に、自分の部下をひそませて、さも彼女がやったかのように、町のひとたちを攻こう撃げき魔ま法ほうで吹ふっ飛とばす──


　これで彼女の疑いは濃のう厚こう。


　町のひとたちがキレて、彼女を私刑リンチとかにすれば、すべては思惑おもわく通どおり。


　たとえそうならなくても、彼女を捕つかまえて、有ゆう罪ざいを言いい渡わたせば結けつ末まつは同じ。


　──こう考えた方が、『それまで何もしなかった呪じゆ術じゆつ士しが、偏へん見けんでまっ先に疑われるのを承しよう知ちの上で、何の目的か知らないけど、家か畜ちく焼しよう殺さつ事じ件けんを起こした』なーんて考えるより、よっぽど納なつ得とくいくと思うけど？」


「ち……ちょっと待て！


『偏へん見けんから』と言ったな！


　たしかに、そこのミシェールとかいう呪術士が怪あやしい、というのは、偏見からくる、何の証しよう拠こもない、単たんなる噂うわさなのかもしれん！


　しかし、わしが真しん犯はん人にんだ、というのも、何の証拠もない決めつけではないかっ！」


　[image: ]っ！　気づかれたっ！


　たしかに──あたしのこの推すい理り、理り屈くつの上ではまとまってるが、証拠なんぞは何もない。


　あの状じよう況きようでは、証拠集めなど不ふ可か能のうだったのも事実なのだが。


　おーしっ！　こーなればっ！


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「浮遊レビテーシヨン！」


　ミシェールを抱かかえて、屋や根ねから地面へと降おり立たった。


　遠まきに眺ながめる町の人々。復ふつ活かつはしたが、ロードがいる手前、手出しできないでいる兵へい士したち。


　そんな一いち同どうにとり巻かれながらも、あたしは大きく胸むねを張はり、


「そーすると問もん題だいは、町のひとがどっちを信じるか、ね！


　あなたか、あたしたちか！」


　……ざわざわ……


　あたしの宣せん言げんに、またまたざわつく町のひとたち。


「……どっちか……ったってなぁ……」


「けど……まさかロードが……」


「やっぱ、呪じゆ術じゆつ士しってのが怪あやしいよな……」


　飛び込んでくるひそひそ声を耳にすれば、やはり旗はた色いろはやや悪い。


　あたしは、ミシェールの肩かたを、ぽんっ、と叩たたき、


「ほらほら、ミシェール、あんたからもみんなに何か言ってやんなさいよっ！」


　あたしに言われて、彼女は静かに一歩、歩み出て、


「……私は……」


「こらこらミシェール、話すときは相手の目を見て！　それに……こんなうっとうしいマントやフード、取っちゃいなさいよっ！」


　言いってあたしは強ごう引いんに、がばぁっ！　と、彼女のマントとフードをはぎ取った。
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　どぉぉぉぉぉっ!?





　瞬しゆん間かん、どよめきがあたりに充みちた。


　としの頃ころなら、十じゆう五ご、六ろく。きらめく髪かみは金きんの糸いと。透ぬけるような白しろい肌はだ。すらりと伸のびたしなやかな四し肢し。


　かわいい娘こというのは世の中、結けつ構こういるが、掛かけ値ねなしの美び少しよう女じよ、というのは数少ない。


　そして──ミシェールは間ま違ちがいなく、数少ない、掛け値なしの一人だった。


　ちなみに服は、あたしが町で買ってきたものに、森の洞どう窟くつで着き替がえさせている。


　むろん、彼女の愛あいらしさを、十分に引き立てるような服を選えらんでおいた。


　これぞ必ひつ殺さつ！　人間しょせん見た目に弱い攻こう撃げきっ！


　しかも、陰いん気きな呪じゆ術じゆつ士しスタイルから、いきなし美少女タイプへと変へん化げしたのだ。目まのあたりにした町のひとたちの受けたインパクトはどれほどのものか。


　彼女は、ややうつむき気ぎ味みに、町のひとたちに目をやって、


「……私は……何もしてないわ……」


　おおおおおおおおおおっ！


　またまたあたりに起こるどよめき。


「そ……そうだよなー。こんなかわいい娘こが、あんな悪わるさするわけないもんな」


「俺おれは、前からそうだと思ってたぜ」


「ああ。あのおくゆかしい態たい度どが可愛かわいいよな」


「前に時々見た、はにかんだ笑いも、なかなかよかったぜ」


　あたしの計算通り、もっぱら男性中心に、さきほどとは、逆ぎやくの意見が大たい勢せいを占しめる。


　……しかし……『怪あやしい態度』が『おくゆかしい態度』で『ふくみ笑い』が『はにかんだ笑み』って……そこまで見かけに騙だまされるか……？　男ども……？


　ま、しかし、何はともあれ──


　あたしは、くるりっ、とロードの方に向きなおり、


「──つーことで、大体決まったみたいよ。


　町のひとたちが、ミシェールとあなた、どっちの方を信じるか、は」


「ちょ……！　ちょっと待てっ！


　たしかに、可愛かわいい娘むすめに悪あく人にんはいない、とゆー説はわしも支し持じするが……」


　お前もかい。


「だから、わしが真しん犯はん人にんだ、などと言われても……


　第一、お前は、わしが森の土地を欲ほしがっている、と言ったが……


　森の噂うわさは耳にするが、なんでも面めん妖ような植物が生せい息そくしまくって、時々、正体不明の動物の雄お叫たけびが聞こえるとかいう話……


　はっきり言って欲しくないぞ！　そんなコワい土地なんぞ！」


　[image: ]っ……！　そうかも……


「そ……それならっ！


　なんで、『呪じゆ術じゆつ士しが犯人だという噂がある』なんて言ったのよっ!?」


「そ……それは、そういう噂で町が混こん乱らんしている、という話を聞いたからじゃが……


　おい！　あれは、どこから出た話だったんじゃ!?　親しん衛えい隊たい長ちよう!?」


　……へ……？


「……あ……！　いや……あれはその……！」


　ロードにいきなり話を振ふられ、しどろもどろになる隊長。


　……を……をい……ひょっとして……？


「……あ……あの……ロードにその話、持ってきたのって、そこの親衛隊長……？」


「うむ。そうじゃが……と、よく考えたら、なぜ警けい備び隊たい長ちようではなく、親衛隊長のお前が、この騒さわぎに出動しておる!?」


「……ま……まさか……？


　本当の犯はん人にんって、そこの親衛隊長!?」


　あたしは思わず声を上げていた。


　たしかに、親衛隊長の肩かた書がきがあれば、『密みつ命めい』とかいう名めい目もくで、ある程てい度ど部下の兵へい士しや魔ま道どう士しを動かすことも可か能のうだろう。


　しかし──そうすると、動どう機きは？


「じ……冗じよう談だん言うな！」


　顔を怒いかりに紅あかく染そめ、がなり声を上げる親衛隊長。


「──第一！　私には、そんなことをする動機がないだろうっ！」


「……私に言い寄ってふられた腹はらいせ……」


　………………しーん………………


　ぽそりっ、と言ったミシェールのことばに、あたりは一いつ瞬しゆん、完かん全ぜんに沈ちん黙もくした。


「……おい……」


　ずいっ、と詰つめ寄よるロードの迫はく力りよくに、親衛隊長は、じりっ、と一歩、後こう退たいし、


「……い……いやですねぇ、カシミオン侯こう、あんなのの言うことを、お信じになるんですか……？」


「……うちの店の常じよう連れんだったわ……将しよう軍ぐんやロードの愚ぐ痴ちこぼして……毎回軽い呪のろい依い頼らいしてきた……」


「……をいこら……」


「で……出で鱈たら目めですって！　証しよう拠こが……」


「……本ほん名みよう、ランシール＝アルゾ＝プロット、二に十じゆう九きゆう歳さい、独どく身しん……趣しゆ味みは乗じよう馬ば……口くち癖ぐせは『全まつたく困こまったもんです』……」


　ミシェールのつぶやきに、ロードは、視し線せんをあたしに向けると、親しん衛えい隊たい長ちようを指さして、


「……かまわんからこいつ吹ふっ飛とばしてくれ」


「爆裂陣メガ・ブランド」





　づどぉぉぉぉぉむ！





　言われるまでもなく。


　あたしの放はなった一いち撃げきは、親衛隊長を青空高く吹っ飛ばした。





「……そ……その女が悪いんだよぉ……」


「やかましい」


　べひ。


　呻うめく隊長の顔面に、あたしの靴くつ底ぞこがめり込んだ。


「いーこと。あたしは別に、あなたがこんな事件を起こしたから、って怒おこってるわけじゃあないのよ。


　ただ、真しん犯はん人にんなら真犯人らしく、はじめっからちょくちょく顔を見せるのが礼れい儀ぎっつーもんでしょーがっ！


　それを、最後の最後まで名前も出てなかったくせに、真犯人だぁ!?


　あたしはそれが許せないのよっ！」


「……いや……そんなこと言われても……」


　ロードもあたしのそばに佇たたずみ、怒いかりの表情で隊長を見下ろし、


「大体、女にふられた程てい度どでこのような騒さわぎを起こすなど、言ごん語ご道どう断だんっ！」


　……幸さいわい、あたしに真犯人呼ばわりされたことよりも、自分の親衛隊長が、こんな事件を起こしたことの方がショックらしく、怒いかりのベクトルは、親衛隊長の方を向いている。


　隊長は、情けない声と表情で、


「……だってあの女……言い寄る私に、なんて言ったと思います？　『他ひ人とに呪のろいかけるような性せい格かくの暗い男は好このみじゃない』ですよ？」


　……[image: ]っ……それはちょっぴし……殺さつ意い涌わくかも……


「……ま……まあ……動どう機きはともかく、罪つみは罪！


　おとなしく裁さばきを受けるがよい！


　引っ立ていっ！」


　ロードの命めい令れいに応こたえて、親しん衛えい隊たい長ちようの両りよう脇わきをかため、引きずってゆく兵士たち。


「……町の皆みなには迷めい惑わくをかけた！　親衛隊長には、然しかるべき刑けいを与あたえておく！」


　ロードは、一方的にそう宣せん言げんすると、兵士たちともども、城の方へと去ってゆく。


「──と──ゆーことで、ミシェール」


　あたしは、彼女の肩かたを、ぽんっ、と叩たたき、


「途と中ちゆうのいきさつはさておいて。


　これであなたの誤ご解かいは解とけたわよ。


　これからは、町のひとたちとも、うまくやっていけるわよ」


「……ありがとう……リナ……森の家に帰ったら……このお礼れいは必かならずさせてもらうわ……」


「……ちょ……ちょっと！　この場合、わたしへのお礼ってどうなるのよ!?」


『お礼』のひとことに反はん応のうし、誰だれにともなく言うナーガに、そっぽを向く町のひとたち。


　……まあ……こいつ今回、事じ態たいに流されてただけだったし……依い頼らい料りようなしだろーな……


「つーことで、ミシェール、これからが大たい変へんだけど、がんばってね」


「………………？」


　言ったあたしのことばの意味がわからずに、彼女はただ、小さく眉まゆをひそめただけだった。





　かくて、一つの事件は終わった。


　後ご日じつ、立ち寄った別の町で、風の噂うわさに聞いたところによると、『カルミドーン・シティに、めちゃめちゃ可愛かわいい呪じゆ術じゆつ士しがいて、いろんな男に言い寄られて大変らしい』との話。


　ほら。やっぱし大変だった。


　しかしむろん、今となっては──


　ンなの、あたしの知ったこっちゃあないのだった。







（呪じゆ術じゆつ士しの森：おわり）





スレイヤーズすぺりおぉる



ヒゲ、ふたたび








　魔ま力りよくの明かりを反はん射しやして、闇やみにまばゆいきらめきが生まれた。


「……なんかこのへん、多いわね。こーいう場ば所しよ。ま、いーけど。とにかくラッキー[image: ]」


　闇に閉とざされていた部へ屋やの中には、箱はこに入った金きん銀ぎん財ざい宝ほう工こう芸げい品ひん、魔法の道具マジツク・アイテムとおぼしき品しな々じな。


　とある山の中で遺い跡せきらしきものを見つけ、入ったあたしの目の前に、転ころがっていたのはおたからの山だった。


「これで今こん晩ばんはパーッと……」


「悪いがそれはあきらめてくれ」


　声は後ろ──たった今やって来た通つう路ろの方から聞こえた。


　それも、聞いたことのある声が。


　ふり向いた先に佇たたずむ、五つの人ひと影かげ。そしてそのまん中で、腕うでなど組んで、えらそーにこちらを眺ながめているのは──


「ニード!?」


　あたしは思わず、その男の名を口にしていた。





　彼に以い前ぜん出会ったのは、今からおよそひと月ほど前。ティアギアス・シティ近くの、遺跡の中でのことだった。


　彼の父親、シドは、遺跡の調ちよう査さ権けんと、そこで見つかったおたからの独どく占せんをもくろみ、魔ま道どう士し協きよう会かいの中でその力を拡かく大だいしていった。


　だがその裏うらで、彼は宝を売りさばき、あるいは自分の研けん究きゆうに都つ合ごうの悪いおたからをにぎりつぶしていた。


　それを察さつ知ちしたニードはあたしと手を組くみ、シドの行こう為いを明るみにさらし、その野や望ぼうをうち砕くだいたのだった。


　かくてシドの主しゆ宰さいしていた、ティアギアス・シティ魔道士協会、歴れき史し研究部門と遺跡発はつ掘くつチームとは解かい体たいされた──はずだった。


　しかし今。


　ニードのそばで佇む連れん中ちゆうの中には、かつてシドの歴史研究部門で見かけた顔が混まじっていた。


「……どういうことよ？　あきらめろ、って」


「つまり──


　あんたには悪いが、ここの宝は、オレ達ティアギアス・シティ魔道士協会、ネオ歴史研究部門、遺跡発掘チームＭｋマーク─２ツーが差さし押おさえる、ということだ」


「ちょっと待てぇぇぇぇぇぇっ！」


　思わず力の限かぎり叫さけぶあたし。


「何なのよその『ネオ』とか『Ｍｋ─２』とかってのは？　あの部門、たしか解体されたはずじゃあなかったの!?」


「そうっ！　だが新たに生まれ変わって組そ織しきされた！　ゆえにネオとかＭｋ─２とかついているんだっ！」


　よくわからんことをえらそーな態たい度どで宣せん言げんし、彼は遠いまなざしで、


「……確たしかに親父おやじは間ま違ちがっていた……


　けど、遺跡の徹てつ底てい調査による、真しん実じつの歴史の調査、という理り念ねん自じ体たいが、決して間違っていたわけじゃあない！


　これは、いつか必ず誰かがやらなきゃあならないことなんだ！


　って先せん日じつ親父に言われて。」


「ちょっと待てあんたまただまされてるぞオイ！」


　力いっぱいツッコむあたし。


　……そーいえばこいつって……父親に舌した先さき三さん寸ずんでだまされるのが得とく意いだったなー……どーやら今度もその調ちよう子しで、コロッとだまされてるみたいだけど……


「幸さいわい、組織の土ど台だいはできあがっている。とはいえ、もちろん親父を責せき任にん者しやにするわけにはいかない。


　だから今度はこのオレが、ネオ歴史研究部門の責任者に赴ふ任にんしたんだ！」


「……ちなみにシドは？」


「特とく別べつ顧こ問もん」


「……だから……まただまされてるって。あんた」


「どこがっ!?」


「いや……どこが、ってゆーか、もぉ最初っから最後まで」


「前の事件を知ってるあんたが不ふ安あんに思うのも無む理りはない。


　けど安心してくれっ！


　組織改かい革かくの功こう労ろう者しやという肩かた書がきと、清せい廉れん潔けつ白ぱくな人じん格かくをウリに、酒場のねーちゃんにモテモテのこのオレが責任者をやっている限かぎり、かつてのような過あやまちは決して起こさないっ！」


　いや。酒場のねーちゃんにモテたい前ぜん提ていで生きてる奴やつが責任者やっている時じ点てんで、それがもぉすでにじゅーぶん過ちだと思うのだが……


　とゆーか、酒場のねーちゃんにも舌先三寸でだまされている気がするが。こいつ。


　とはいえ指し摘てきしたところで、自分の過ちに気づくタイプじゃないだろうし……


　だが問題は、こいつがだまされているかどうか、という点ではない。


　こいつの名前を隠かくれ蓑みのにして、シドがふたたび、前と同じことをたくらんでいることである。


　これを見すごしにするわけにはいかない。何よりも、たった今あたしが見つけたおたからのためにも。


「──わかったわ」


　言ってあたしはうなずいて、


「けど、ただ『よくなった』と口で言われても、どうよくなったのかわからないでしょ。


　だから──


　見けん学がくさせてもらうわよ。そのネオ歴史研究部門の活かつ動どうとやら」





　交こう通つうの中ちゆう継けい地ち点てんとして栄さかえる町、ティアギアス・シティ。


　小さな魔ま道どう士し協きよう会かいの建たて物ものがあるのは、そんな町の片かた隅すみだった。


「……って、協会に行くんじゃないの？」


　そのそばをすたすた通り過すぎるニードたちに向かってあたしは問いかけた。


「ああ。協会だと、もらった部屋が手て狭ぜますぎるからな。


　うちで研けん究きゆうしてるんだ」


　ほら。やっぱしだまされてる。


　ニードのことばに、あたしは心の中でつぶやいた。


　ちなみに遺い跡せきのおたからは、ことがはっきりするまで所しよ属ぞく保ほ留りゆうということで、結けつ局きよく誰だれも手をつけていない。


　つまり、シドがニードをだましていることを証しよう明めいしてみせれば、あのおたからはあたしのもの、というわけであるっ！


　やがて一同がたどり着いたのは、街まちの中ちゆう心しん街がいにあるシドとニードの家だった。


　以ま前えにも外から見たことはあったが、はっきし言って、協会の建物よりデカい。決して華か美びではないが、しっかりとしたつくり。


　玄げん関かんをくぐった大きなホールには、遺い跡せきからの発はつ見けん物ぶつとおぼしき品々が飾かざられていた。


「親父おやじ！　帰ったぞ！」


　ニードの呼びかけにしばし間を置おき──


「──おお。で、首しゆ尾びは……！」


　正しよう面めんの扉とびらから出てきたシドは、しかしあたしの姿すがたを認みとめ、まともに顔をこわばらせた。


　口もとには、一度は失うしなったはずのヒゲ。服ふく装そうも以い前ぜんと同じものである。


　そのことこそが、彼が何も変わっていないことの証あかしだった。


「あ……あんたリナ＝インバース！　何な故ぜここに!?」


「行った先の遺跡でたまたま出会ったんだ」


　ヒゲをふるわせ言うシドの、その動どう揺ようっぷりには全く気づかず、ニードが言う。


「オレたちネオ歴史研究部門の話をしたら、まじめにやっているかどうか、ぜひ見せろ、って言うもんだから、連つれて来たんだ」


「……そ……そうか」


「ところで聞きたいんだけど、なんであたしがいっしょにいると動揺するわけ？」


　必ひつ死しで平へい静せいを装よそおうシドに、今度はあたしが問いかける。


「ど……動揺などしておらんっ！　単に意い外がいだったから……少々驚おどろいただけだ。前の事件でのこともあるし、な……


　……まあ、そういうことならば、好きなように見学するといい」


　言って彼は視し線せんをそらし、そそくさと、逃にげるように去さってゆく。


　もぉなんというか、この時じ点てんですでに怪あやしさ百万倍。これは絶ぜつ対たい何かやっている。


　となれば絶対シッポをつかんでおたからゲット！


　あたしは、ニードの肩かたを、ぽんっ、と叩たたき、


「じゃあ、見学させてもらいつつ、不ふ正せいがないか、きっちりチェックさせてもらうから。


　部屋の用よう意いと、これからしばらく三食の用意よろしく」


「ええっ!?　泊とまる気か!?　ここに!?」


「とーぜんよ。


　──いい？　よく聞いてニード」


　と、あたしは声を低くして、


「もしも──もしも、よ。


　シドがあなたを利り用ようして、前みたいなことをしていたらどうなると思うの？


　世せ間けんはきっと、あなたが悪あく事じの片かた棒ぼうをかついでた、って思うわよ。


　そうなったら──どうなると思う？」


　あたしのことばに、彼はまともに顔色を変えて、


「馬ば鹿かな！　もしそんなことになったら、オレが今までじみちに積つみ上げてきた、酒場のねーちゃんたちとの信しん頼らいがっ……！」


　そんなもん最初からない。とは思うが、それはさておき、あたしはさらに言いつのる。


「たとえそこまでの誤ご解かいはされなかったとしても、よ。


　だまされて悪事の手伝いをしていた、なんて話になったら──


　なーんだ。しょせん悪人にあっさりだまされる程てい度どの人だったんだ、って、酒場のねーちゃんたちにもそっぽ向かれちゃうかもしんないわよ」


「そっ……それは困る！　もしもねーちゃんたちにそっぽ向かれるようなことになったら……オレはこの先、一体どう生きていけばいいのか……!?」


　そこまで困るんかい。酒場のねーちゃんの評ひよう判ばん一つで。


　まあ、この際さいそこはどうでもいい。ともあれ今はニードをだまし……もとい。説せつ得とくして、調査に有ゆう利りな条じよう件けんをつくり上げることが肝かん心じんだった。


「けどもし逆ぎやくに。


　あたしと協力して、悪事をあばいたら？


　──ねえねえ聞いた？　ニードって、だまされたフリをして親の悪事をあばいたんですってねー。なかなかできることじゃあないわねー[image: ]　なんだかあたし、彼のこと好きになっちゃうかも[image: ]──


　……なーんて酒場の女の子たちに思われるかもしれないわよ」


「やるッ！」


　鼻はな息いき荒あらく即そく答とうするニード。


　ありがとう。馬ば鹿か野や郎ろう。


　かくて。あたしは三食つきで、しばしこの家に滞たい在ざいすることになったのだった。





「……とはいえ……どーしたもんやら……」


　その日の夜。


　与あたえられた部へ屋やのベッドで、いくど目かもわからぬ寝ね返がえりをうちながら、あたしは口の中でつぶやいた。


　今日は研究室や倉そう庫こやらを、ひと通り見て回ったのだが──当とう然ぜんそれだけで、悪事の証しよう拠こが見つかるわけでもない。本ほん格かく的てきな調査は明日からはじめるとして……


　さて問題は、どこからどう調しらべるか、である。


　普ふ通つうこういった場合、オーソドックスな方ほう法ほうとしては、発はつ掘くつ品ひんのリストと現げん物ぶつを照てらし合わせ、横流しがないか調べてみる、というのがある。


　しかし今日。ニードにリストのことを聞いて、返って来た答えは『え？　リストなんてつくらなくちゃならないの？』だった。


　………………ま。彼には何も期き待たいしない、とゆーことで。


　とすれば別の方法でやるしかない。


　たとえば、シドが横流しの取とり引ひきをしている現場をおさえる。


　だが、正しよう直じき言ってこれはまず無理。シドは前の事件の時も、あたしとニードが調査に動いている間、一度も取引をしなかった。ならばあたしがここにいる以上、取引は行わないだろう。


　となるとあとは、取引をしている相手の店で、物ぶつ的てき証しよう拠こを見つけるしかないのだが……さてどうやってそれをやるか。


　などといろいろ考えていると、どうにも寝つけなくなってしまったのだ。


　なおもしばらく時が経たち、それでも少しうとうととしてきた頃ころ。


　音が──聞こえた。


　窓の外の夜よ風かぜではない。遠い木の葉は擦ずれにも似にているが、少し違ちがう。


　そして何よりも気になるのが──この部屋に満ちる、異い様ような空気。


　誰かが夜や襲しゆうをしかけて来る時と、どこか似ていて、どこか違う。人の気け配はいもどこにもない。経けい験けんしたことのない妙みような雰ふん囲い気きである。


　だがとりあえず、何かあるのは間違いない。あたしは、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「明りよライテイング」


　シーツの下で、やや光こう量りようをおさえた魔ま法ほうの明かりを生み出した。シーツを通すことにより、うすぼんやりとした光が部へ屋やを照てらし出す──はずなのだが。


　光量が足りなかったのか、シーツはぼんやり光っているものの、部屋の壁かべや天てん井じようは、いまだ闇やみに包つつまれたまま──


　……では、ない。


　背せ筋すじに不ぶ気き味みな悪お寒かんが走る。


　闇が小さくうねっていた。


　いや──それは決して闇ではなく、部屋じゅうを覆おおいつくした黒い何か。


　──まさかっ!?


　あたしはとっさにあるものを連れん想そうし、口の中で呪文を唱える。


　それに気がついたかのように、部屋を覆う黒が大きくうねる！　それはベッドの端はしを浸しん食しよくし、黒く染そめ、あるいはのしかかるように、四方から殺さつ到とうし──


　間かん一いつ髪ぱつ、あたしの呪文が完かん成せいした！


「爆煙舞バースト・ロンドっ！」


　ぼばばばばばばばばっ！


　無む数すうの小しよう爆ばく発はつを起こす術じゆつである。見た目は派は手でだが、殺さつ傷しよう能のう力りよくはさして高くない。が。





　ぼんっ！





　術がはじけたその瞬しゆん間かん、部屋が紅ぐ蓮れんの色へと染まった。


　同どう時じにあたしはベッドを蹴けり、ドアに体当たりをして廊ろう下かへと転がりだした。


　背をあぶる炎ほのおは瞬時に消え去って、ふり向いた炎の中には、もはや何も──炎も、部屋を覆った黒もなく、ただコゲくさいにおいが立ちこめるばかり。


　……はう……


　小さくため息をついていると、廊下を駆かけ来る足音が響ひびく。


「何だ!?　今の音はっ!?」


　あわててやって来たのはニードと、住み込みのお手伝いさんたち。


「……襲おそわれたのよ。何かに」


「何か、って？」


「……さあ……？　それで、シドは？」


「え？　親父おやじ？」


　あたしの問いに、ニードは面めんくらった顔であたりを見回して、


「さ……さあ……？　部屋で寝ねてるんじゃあないかと思うけど……」


「──まあ、いいわ」


　つぶやいてあたしは部屋の中へ。


　ベッドの上には、いまだ、あたしの生んだ魔ま力りよくの明かりがかがやいて、部屋の中を照てらし出していた。


　その床ゆかの上に残るのは、焼け残った黒いもの──


「──こ……これはっ!?」


　それを目にして、ニードは驚きよう愕がくの声を上げたのだった。





「──で、何だ？　話というのは？」


　その翌よく朝ちよう。


　あたしとニードの二人は、話がある、と、シドを屋や敷しきの一室に呼び出した。


　しらばっくれて問うシドの前──テーブルの上に、あたしはそれをほうり出した。


　はさり、と小さく音を立て、ひろがったのは──


「……髪かみの毛？」


　それを目にしてつぶやくシド。


「これが昨日きのうの夜中、あたしを襲って来たのよ」


　あたしは言った。


「髪の毛にしちゃあ、ちょっと太いでしょ。


　たぶんこれ──黒い、ヒゲよ」


「……………………」


　あたしのことばに、しかしシドは黙もくして語らない。


　そう。あたしを襲おそったのは、部へ屋やじゅうを覆おおい、波なみ打うつヒゲだったのだ。


　深く考えるとかなりイヤ。


　ともあれそれで、あたしの攻こう撃げき呪じゆ文もんを受け、あっさり炎えん上じよう・退たい却きやくしたのだ。


「そういえばあなた、前にニードと戦った時、使ってたわね。名前は忘れたけど……自分のヒゲを伸のばして操あやつる呪文。


　でもってあなたのヒゲも──黒い」


「──まさかとは思うが──


　わしがその術を使ってあんたを襲った──などと思っているわけではないだろうな？」


「思ってるんじゃなくて言ってるのよ。


　まさかとは思うけど、ここまであからさまなことをやって、今さらごまかしが効きく、なんて思ってるわけじゃあないでしょうね？」


「ごまかすも何も、やっておらんものはやっておらん」


　いけしゃあしゃあと言い放はなち、ふと、何かを考えるようなそぶりで、


「……ふむ……たしかあんたの部屋は……


　そうか。そういうことかもしれんな」


　ひとりごとめかしてつぶやくと、やおら席を立ち、


「すまんが──ちょっとついて来てくれるか？」


「……何よ？」


「簡かん単たんな話だ。誤ご解かいを解とこうというのだよ」


　顔を見合わせるあたしとニード。


　しかし、そう言われれば、無む視しするわけにもいかない。


「わかったわ。で、どこへ行くの？」


「あんたの部屋だ。ともかく、いっしょに来てくれ。説せつ明めいはそのあとだ」


　かくて三人はとりあえず、あたしが泊とまった部屋に行く。


　部屋を炎ほのおが舐なめたのは一いつ瞬しゆん。床ゆかに敷しかれたじゅうたんの毛足が多少ちぢれているが、昨日の事件が残す痕こん跡せきはその程度。


「……ふむ……」


　シドは何やら考えるように部屋じゅうをぐるりと見み渡わたして、やおらクローゼットを開け放ち、サイドテーブルの引き出しを開き──


「……何やってるのよ？」


「捜さがしているのだ……やはりあった！　これだ」


　言って彼は、クローゼットと壁かべにはさまれたすき間から拾い上げたものを、サイドテーブルの上に立てた。


　それは、手のひらほどの大きさをした白い人形だった。


　男の人を模もしてあるのだろうが──その顔のあたりに、そこだけ色の違ちがう、黒い塊かたまりがこびりついていた。


「……何よ？　これ？」


「かつて、ある遺い跡せきで発見した……おそらく呪じゆ術じゆつ道どう具ぐか何かなのだろう。


　わしはこれを、髭ひげの白人形と呼んでいる」


「ヒゲ？」


「そう。この、口もとに黒い塊がくっついているが、これは黒い髭だったのだ。


　しかも、なぜかそこだけが石ではなく、人毛を植うえつけられていた。ゆえに何かの呪術道具だと推すい測そくしたのだが……


　その髭が……伸のびるのだよ。ほうっておくと」


「……はあ……」


　どぉ反はん応のうしていいかよくわからず、あいまいなあいづちを打つあたし。


　髪の毛の伸びる呪のろいの人形、とゆーのはたしかによく聞くけど……ヒゲの伸びる人形って……こわがっていーものやら、指さして笑っていーものやら。


「どこかの部屋にしまっておいたままだったものだが……よもやこんな隙すき間まに入り込んでいたとはな。


　あんた、昨さく夜やその髭を撃げき退たいする時に、火か炎えん系けいの呪文を使っただろう？　もとは立りつ派ぱな髭だったものが、焼けちぢれてこんな塊になってしまっておる」


「……あの……まさかとは思うけど……


　その人形のヒゲが伸びてあたしを襲おそった、とか言うつもりじゃあないでしょーね？」


「その通り！　よく見ろ。この人形を。頭とう髪はつがずいぶん薄うすい。


　つまり！　きみのロングヘアーに対する嫉しつ妬とと怨おん念ねんに、人形の髭が伸びてあんたを襲ったに違いないっ！」


「そんなわけがあるかぁぁぁぁっ！」


「けど、たしかにスジは通っているな」


「通っとらんわぁぁぁぁぁっ！」


　シドのへりくつと、それに納なつ得とくするニード。二人に交こう互ごにツッコむあたし。


　おそらく実じつ際さいは、こんなところだろう。


　寝ねている時に不ふ意いを突つけば、あるいはあたしを倒たおすこともできるかもしれない。シドはそう考えた。とはいえ直ちよく接せつ出で向むいたのでは、返り討うちにあう可か能のう性せいもある。


　そこで考えたのが、ヒゲによる遠えん隔かく攻こう撃げき。


　シドは以前に、自分のヒゲを伸ばして操あやつり、攻こう撃げきする、という術を使っている。


　だがそれは、ニードの術で焼かれている。ならばもしあたしが反はん撃げきして来るならば、やはり火炎系の術を使うはず。


　そう読んで、失敗した時の言い訳わけに、ヒゲを焼いたこの人形をあたしの部屋へと隠かくす。


　昨夜の夕食時に彼が中ちゆう座ざしたことがあったが、たぶんあのあたりにやったのだろう。


　あたしの術でコゲた自分のヒゲは、当とう然ぜん呪じゆ文もんで元通り。


　……と、思うのだが……


　実じつ際さい、決定的な証しよう拠こがないことだけは確たしかなのである。


　たぶん、あたしがこうツッコミを入れたらこう返す、というパターンもすでに考えてあるのだろう。


　ためしに一つ──


「じゃあこの人形で、本当に、そんな現げん象しようが起きるかどうか実じつ験けんしてみましょうか？」


　言ってみると、シドは何やら考えるそぶりで、


「……とは言ってもな……おそらく呪のろいの核かくになっていたはずの髭ひげが、このように燃え尽つきた以上、同じ現象が起こるかどうかはわからんぞ」


　ほら。やっぱりそう来た。


　ならばこれ以上、この件けんを追つい及きゆうしても、たぶんムダ。


「なら、そういうことにしときましょ」


　あたしはあっさりそう言うと、シドに静かなまなざしを向け、


「──けど今後、こぉぉんな呪い人形を客室に置いておくよーなことはしないでね」


「ああ──重じゆう々じゆう気をつけるとも」


　不ふ敵てきな笑えみを返すシド。


　あたしの放つドス黒いオーラを、シドは余よ裕ゆうで受け止める。


　ええいっ！　余裕でいられるのも今のうち！　今日明日にでも必ずシッポをつかんで息の根止める！


　視し線せんを交かわし火花を散ちらし、あたしは心の中で、ほんのちょっぴり悪あく役やくっぽい誓ちかいを立てたのだった。





　街の一角にある古こ物ぶつ商しよう、プリストン商会。


　あたしがここを訪おとずれたのは、昼になる少し前のことだった。


　かつてシドと取引をしていた店である。ひょっとしたら、シドは今でもこの店を使っているのではないか──そう思ったあたしは、まずここを当たることにしたのだ。


　前に聞き込みをやった時に、顔をおぼえられている可能性はあった。そこであたしは今、黒いフードを目ま深ぶかにかぶり、全身を黒いマントで覆おおい、怪あやしい魔ま道どう士し、といったふうな変へん装そうをしている。


　幸い店に客はいない。あたしはカウンターに近づくと、店員らしき若い男に向かって、声を殺して、


「──店長を」


「……あの……失礼ですがどのようなご用よう件けんでしょうか？」


　うさんくさげに聞いてくるのに、あたしは変わらぬ口く調ちようで、


「シド様のところから来た、と言ってもらえればわかります」


「──あ！　はい、少々お待ちを！」


　言って彼は、あわてて奥おくに引っ込んでゆく。


　むろん──あたしは噓うそは言っていない。間ま違ちがいなくシドの家からやって来たのだ。彼の味み方かただなどとはひとことも言ってはいないが。


　やがてほどなく、店の奥から出てきたのは、白ひげをたくわえた老人一人。


　彼はカウンターの向こうにやって来ると、あたしが口を開くより早く、


「取引のこと──ですか」


　大当たりビンゴ。


　しかしあたしは声も表情も平へい静せいを装よそおい、


「そう」


　とだけ。


　だが。老店長は苦い顔で、


「申もうし訳わけありませんが……以前のような取引はお断ことわりさせていただく、とお伝えください」


「──!?」


　……って、じゃあ今は取引してない？


　驚おどろくあたしに、老店長はことばを続ける。


「安く入れていただけるのはよいのですが、それをこの街で売ることはできない、という条じよう件けんですと、なかなかに捌さばくのもむずかしく……運うん搬ぱんなどの経けい費ひもかかります。


　それに……申し上げにくいことですが……


　正しよう直じき、前のことがあってから、うちの評ひよう判ばんもかんばしくないのです。


　たしかに、見つけた宝を売る、というのは、腕うでにおぼえのある戦士や魔ま道どう士したちならよくやることですし、そういったものを取引することは多々あります。


　しかし……失礼ながらシド様は、大たい義ぎを掲かかげられ、魔道士協会の後ろ盾だてのもと、他の者たちのそういった行こう為いを制せい限げんされながらも、ご自分では同じことをなされていた……そしてシド様と取引していたのがうちである、と、世せ間けんに知れてから、お客様も減へり、同どう業ぎよう者しやたちとの仲もいろいろありまして……


　この上、前の時のように、とばっちりで壁かべに穴あななど開けられたりしてはたまりません。


　そういうことですので、申し訳ありませんが、再さい度どのお取引はご遠えん慮りよさせていただきたく思います」


「……ふぅ……ん……」


　なるほど、たしかにシドから比ひ較かく的てき安くおたからを仕し入いれても、同業者や客たちから総そうスカンを食らって売れないのでは、赤字がかさむだけである。


　つまりは──こことはもう取引をしていない、ということか……


「わかった。そう伝える」


　言ってあたしはきびすを返し、店をあとにした。


　だが──ならば一体どこと取引をしている？　シドは？





　あたしが次にやったのは、助じよ手しゆたちへの聞き込みだった。


　かつてシドの組織した歴史研究部門には、けっこう多くの助手だか協力者だかとり巻きだかが存そん在ざいした。


　しかし彼らは、シドのやっていた横流しや、発はつ掘くつ品ひんの存在のにぎり潰つぶしのことやらを知らされて、一いつ旦たんはシドのもとから去さって行った。


　──ま、去ったのは、シドに幻げん滅めつしたからなのか、それとも立場上そうせざるを得えなかっただけなのか、どちらなのかは知らないが。


　ともあれ、その、一旦は去ったはずの彼らの多くが、名目上ニードが、そして実じつ質しつシドがとりしきる、このネオ歴史研究部門に戻もどってきているようなのだ。実じつ際さい屋や敷しき内の研けん究きゆう室しつには、前の事件の時に見かけた顔が、けっこういたりする。


　彼らがシドをどう見ているか。そこに得られる手がかりはないか──


　で、集まった証しよう言げんは──


「シドさんがあんなことをやってたのは幻げん滅めつだけど、こういったものの研究は好きだからね。だから手伝ってるんだよ」（二十二歳さい・魔ま道どう士し）


「正直、メシのタネはいるからな。これをやってれば、少なくとも食いっぱぐれだけはないだろ？　シド？　前はあれこれうるさく言ってたけど、今はそうでもないさ。ニードはほとんど何も言ってこないし。ま、楽な商売ではあるな」（三十一歳・魔道士）


　などというパターンが大たい半はんで、中にはこんなものもあった。


「シドのやつが、またあんなことをやらかさんようにするには、そばで見はっておくのが一番じゃ。だからまた、ここに来た。


　このネオ歴史研究部門ができて以い来らい、わしは、やつが出かけた時には、必かならずそのあとをつけて、やつがまた悪さをせんか見み張はっておる。まあ、今のところは真ま面じ目めにやっておるようじゃがの」（五十五歳・魔道士）


　もぉこうなると、ほとんどストーカーである。


　むろんこの老魔道士が、実はシド側がわのサクラで、あたしに噓うそをふき込んでいる、という可能性はあるのだが。


　ともあれ──有ゆう益えきな情報一つ得られぬまま、二日目は過すぎていった。





「……で……？


　ゆうべひと晩ばん中鳴なってた太たい鼓この音は？」


「たぶん昔使われていた、戦いの太鼓だな。それで戦せん意いを鼓こ舞ぶしたものと考えられている。


　興こう奮ふんして眠ねむれなかったか？」


「やかましくて眠れなかったのよ」


　目の下に薄うすいクマをつくって問うあたしに、シドはあっさりそう答えた。


　三日目の朝。


　昨夜ひと晩中、部屋に響ひびいた太鼓の音に、すっかり寝ね不ぶ足そくのあたしは、やはりニードとともに、ことの次し第だいをシドに問いつめたのだ。


「……で？　それがなんで、昨日にかぎってあたしの部屋に響いたわけ？」


「ふむ……あれが使われた時代においては、戦いは一いつ種しゆの儀ぎ式しきであり、男のみがやるべき神しん聖せいなもの。女によ人にん禁きん制せい──と、考えられておったふしがある。


　推すい測そくだが──かつてそれが保ほ管かんされていた部屋に、タブーであるはずの女のあんたが泊とまったことにより、何かの呪のろいが発はつ動どうし、音が聞こえたのだろう」


「なるほど……話のスジは通ってるな」


「通ってないわよっ！　そんな理り由ゆうでいちいち鳴なるなら、助手の女の人がさわったり住み込みのメイドさんたちが部屋の前通ったりするたびに、どんどこどんどこ鳴ってるはずでしょっ!?」


　ボケるニードにツッコむあたし。


「それもそうか！……そいつは気づかなかった！」


「気づけっ！」


「では、戦い慣なれしたあんたの『気』に反はん応のうした、というのはどうかな？」


「なるほど！　それなら納なつ得とく……」


「するなぁっ！　大体、『では』とか『というのはどうかな』ってのは何よっ!?」


「……寝ね不ぶ足そくで気が立っているのはわかるが、それでわしに八やつ当あたりされても困るのだがな」


　えらそーにヒゲをなでつけながら、余よ裕ゆうの表か情おでシドは言う。


　……お……おにょれぇぇぇっ！　しらじらしいっ！


　あたしはシドをにらみつけ、


「なるほど……呪いだのなんだのと適てき当とうなこと言って、あたしにいやがらせを続けて、とっとと追い出そう、ってわけね……」


「ひどい誤解だな。何のことやら」


「けど逆にっ！　こういうことをやる、ってことは、あたしにいろいろ探さぐられちゃあマズい、ってことね」


「それも誤解だな。なにしろ──今は本当に、わしは発見した物の横流しや隠いん滅めつなど、一いつ切さいやっておらんのだからな」


「今は？


　ということはつまり──


　将しよう来らい的てきにはやる、ってこと」


「またまた誤解だ。


　わしはただ、過か去こにおいてはそういった過あやまちも犯おかした、と言っているだけのこと。


　今度はあんな真ま似ねはせんよ。


　ちゃんと研究を続け、実じつ績せきを上げ、評ひよう価かを受けて、ゆくゆくは他の魔ま道どう士し協きよう会かいにもご協力を願うことにするつもりだ」


　言って、意い味みありげに、にまりっ、と笑う。


　……たしかにシドは前の時も、『勝てる手しゆ段だん』ではなく、『負けない手段』を取っていた。それに、前のことがあってから今まで、さしたる時間は経たっていない。


　つまり……彼は今、本当に、横流しのたぐいをやっていないということか。


　しかし。


　シドはいつか、必ず同じことをくり返す。さきほどの不敵な笑えみがその証しよう拠こ。


　彼には、前の時に手に入れた蓄たくわえがかなりある。まずは認みとめられて組織を大きくし、全国の遺い跡せきの独どく占せん権けんを得える──自分のふところを肥こえ太らせるのは、そのあとでもかまわない、というわけである。


　もしもそんなことになったら、今度こそ手出しはできなくなるかもしれない。そうなる前に──今のうちに、なんとか彼の野や望ぼうをたたき潰つぶしておく必要がある。


　とはいえ……摑つかむべきシッポすらない現げん状じようでは──


「……じゃあ……なんでいやがらせなんてするのよ？」


「言っただろう？　それは誤解だと」


　くそー……さすがにこの程度のかまかけで、口をすべらせたりはしないか……


「ただ正直な話、前の事件のこともある。


　わしがあんたに苦にが手て意い識しきを感じていることは事じ実じつなのだよ。


　それに──正直、あんたの分の食しよく費ひが、思ったより馬ば鹿かにならんのでな。


　ニードの呼よんだ客ゆえ、わしの口から、出てゆけ、などと言えるすじあいではないが、迷めい惑わくなのは事実だ。


　聞き込みと称しようして、助手たち相あい手てに長話をされては、調査もはかどらん。


　数日ならばともかくとして、あまり長く居い座すわるつもりなら、食費と部へ屋や代だいくらいは払はらってもらうぞ」


　……くっ……！　食費の請せい求きゆう……！　そう来たか！　これはなかなかにイタい。


　シドは余よ裕ゆうの表情で、えらそーにヒゲなどなでつけながら、


「──それともひょっとして、このままニードの押おし掛かけ女によう房ぼうでも決め込んで、玉たまの輿こしでも狙ねらっているのかな？」


「……なっ……!?」


「何言ってるんだ親父おやじ！」


　シドのことばにあたしより早く、怒いかりの声を上げたのはニードだった。


「確かにそりゃあリナさんもかわいいけど、だからって、こんな貧ひん相そうな胸でどうするつもりだっ!?」


「待てオイ。」


「冗じよう談だんだ。そうムキになるなニード。


　お前にはこのわしが、ちゃんとした嫁よめを探してやる」


　それはあたしがちゃんとしてない、っつー意味かい？


　だが今度も、あたしがツッコむより先に──


「余よ計けいなことはしないでくれ！　親父！


　オレには、酒場のねーちゃんたちっていう、心に決めたちゃんとしたひとたちがいるんだからなっ！」


「いや。ちゃんとしておらんだろ。それは全ぜん然ぜん。しかも『たち』って複ふく数すう形けいだし」


「とにかくっ！　余計なことはしないでくれって言ってるんだ！


　オレはオレでがんばってるんだから！　オレが酒場のねーちゃんたちに喜んでもらうために、今までどれだけ、発見した宝石や装そう飾しよく品ひんをプレゼントしたと思ってるんだっ!?」


　…………………………………………


『……えっ？』


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくと硬こう直ちよくの後。


　あたしとシドの二人は、同時に、間まの抜ぬけた声を上げていた。


「……ちょっ……ニ……ニード、お前まさか……？」


「ひょっとしてあんた、見つけたおたからの一部、酒場のねーちゃんたちにあげたりしてるの!?」


「そうだよ」


　いともあっさり言うニード。


「だって欲ほしいって言うし。


　それに、研究に本当に必ひつ要ようなものっていうのは、たいてい外見が地じ味みだからな。ねーちゃんたちもあまり欲しがらないからちょうどいいんだ」


「よくないわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」


　シドの絶ぜつ叫きようがこだまする。


「な……なんでだよ!?　オレは親父おやじと違ちがって、金をもらってるわけじゃあないから、横流しにはならないだろっ！」


『横流しぢゃぁぁぁぁぁぁっ！』


　同どう時じにツッコむあたしとシド。


　そして。


「……ふっ……くっくっくっくっくっ……」


　あたしの漏もらす低い笑えみが、部屋の中に響ひびいた。


　ばっ！　と席を立ち上がり、シドをびしぃっ！　と指さして、


「どーやらここまでのようねっ！　シドっ！


　あんた自身がいくら注ちゆう意いしていようと、隠かくれミノにしたつもりのニードがこんなことをやってたんじゃあおしまいねっ！」


「……くっ……！　勝負に勝って身み内うちに負けたというのか……わしは……！」


「なあ、その、事じ情じようがよくわからないんだが」


　寝ねボケたことを言うニードに、シドは、ぎっ！　と視し線せんを送り、


「つまりっ！


　お前が見つけた宝を酒場の女にほいほいくれてやったせいで、ネオ歴史研究部門はおしまいになる、ということじゃっ！」


「ええっ!?　なんで!?」


「ああああああああッ！　こやつはっ！」


　シドはしばらく頭を抱かかえ、


「とにかくっ！　くわしい説明ははぶくが、そこのリナ＝インバースが、お前のやったことを魔ま道どう士し協きよう会かいに報ほう告こくすれば、ニードよ、お前は酒場のねえちゃんたちからはモテなくなるということだっ！」


「なにっ!?　本当か親父っ!?」


「本当だ！　わしがお前をだましたことがあったか!?」


　ツッコめ。即そく座ざに。力いっぱい。ありまくった、と。


　しかし、酒場のねーちゃんのことで頭がいっぱいのニードは、ただただおろおろするばかり。


「そ……そんなっ！　じゃあオレは一体どうすればっ……！」


「──頼たのむっ！」


　シドはいきなり、あたしに向かって頭を下げて、


「たしかにわしも、ニードも、やりかたを間ま違ちがえたっ！


　だが……わしの夢と、ニードの将しよう来らいを潰つぶしたくはないっ！


　もう二度と今回のようなことはせんし、させん！　だからなんとか……今回のこと、目をつむってはくれまいかっ!?」


「とか言われても、ヒゲおやぢの夢だの酒場のねーちゃんにうつつを抜ぬかす男の将来だのなんて、あたしの知ったことじゃないし。」


「ああっ！　やっぱりっ！」


「そこをなんとかっ！」


　と、今度はニードまでもがあたしの説得に入る。


「黙だまっててくれたら、今度、酒場できれーなねーちゃん紹しよう介かいするからっ！」


「うれしくないわぁぁぁっ！」


「なぜだっ!?」


「いや、なぜってあんた。」


「……こうなっては……もはや仕し方かたがないっ！」


　瞳ひとみを燃もやし、立ち上がり、シドは、びしっ！　とあたしを指さし、


「よく聞けニード！　もはやこうなった以上、お前と酒場のねーちゃんたちとのおつきあいを維い持じするには、この女、リナ＝インバースを倒たおすしかないのだっ！」


　ほほぉう……とうとうしびれを切らせて実じつ力りよく行こう使しに出るか。しかし暴ぼう力りよく……もとい。戦いに関しては、シドもニードもしょせんシロウト。


「……け……けど親父おやじっ！　このひとに勝てるわけないだろ！　オレたちがっ！」


「男には、たとえ勝ち目が薄うすくても、向かってゆかねばならん時というものがある！


　今こそその時だ！　行け！　ニード！」


「……わ……わかったぜ親父っ！」


　叫さけんでニードは腰こしを浮うかし──かけて。


　ごっス。


　あたしのかかと落としをどたまに受けて、立ち上がる間もなく沈ちん黙もくした。


「ああっ！　卑ひ怯きようなっ！」


「やかましいっ！　それを言うなら、あんたたちだって二対一なんだし、相手が戦せん闘とう態たい勢せい整ととのえるまで待ってやる義ぎ理りなんてないわよっ！」


　抗こう議ぎの声を上げるシドに、あたしは半身で構かまえると、


「──で？　あんた、まだかかってくるつもり？」


「ふっ。読みが甘あまいな小こ娘むすめ。


　勝てばラッキーとはいえど、あんたが相手ではまず無理。


　なおかつ痛いたい思いなぞしたくない！


　そう計算して息子むすこをけしかけたに決まっておるだろうがっ！


　こうなれば無む条じよう件けんで全ぜん面めん降こう伏ふくじゃぁぁぁっ！」


「いばるなぁぁぁぁぁぁっ！」





　づんど。





　怒いかりとともにあたしの放はなった攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発は、シドを、屋や敷しきの一室ごと吹ふっ飛とばした。





　かくて。シドの抱いだいた野望は、今度こそ、完かん膚ぷ無なきまでについえたのだった。


　ふりかえれば、結けつ局きよくニードは最後まで、誰かにだまされっぱなしだったわけである。


　……ま……早いうちに社会的に葬ほうむっといた方がよさげな奴やつではあったけど……


　ともあれ組織は解かい体たいされ、シドとニードは、肩かた書がきなしのただの魔ま道どう士しに。


　さすがに今度こそ、もはや返り咲ざきは無理だろう。


　なおかつ今度は、ティアギアス・シティ魔道士協会の評ひよう議ぎ長ちようも、寄き付ふ金きんにつられ、同じような過あやまちを二度くり返したということで、管かん理り能のう力りよくを問われて退たい職しよく。


　新しん任にん評議長の人となりは知らないが、まあ、あえて三度目にチャレンジするほどバカでもないだろう。


　つまり──歴史研究部門Ｚとか遺い跡せき発はつ掘くつチームパート３とかが編へん成せいされることは、もうない。


　そして。


　最初発見した遺跡のおたからは、第一発はつ見けん者しや、つまりあたしが自由にしていいという話になったのであるっ！


　晴れやかな気分で、あたしは最初の遺跡にとって返し──


「……あれ……？」


　おたからの部屋で呆ぼう然ぜんと佇たたずんだ。


　あれほど山積みになっていたはずのおたからが──ない。


　いや、少しは残っているのだが、そのほとんどが消えてなくなっているのである。


　……これって……一体……？


「ほーっほっほっほ！　誰かは知らないけど惜おしかったわねっ！……ってその後ろ姿すがた、リナじゃない」


　立ちつくすあたしの背せ中なかにぶつかったのは、耳にやかましい高笑い。


　ふり向いた先には予よ想そう通り、アホなコスチュームに身を包つつんだバカ女。


「ふっ！　どうやらここを見つけたようだけど、残念ね！　どうやらひと足遅おそかったようねっ！


　ここの遺跡は、ほんの二日前にこのわたしが先に見つけて、もうおたからの大半はお金にかえて、パーッと……


　……って……リナ……何よ？　そのコワい目は……？


　し……仕方がないわね。今ここに残っているぶんの何なん割わりかは、わけてあげても……って、ちょっと、何怒おこってるのよ、何とか言いなさいよ……


　何いきなり呪じゆ文もん詠えい唱しようなんてしてるのよっ!?　何とか言いなさいってば！」


　──かくて。


　山に紅ぐ蓮れんの花が咲さき、あたしは見つけたおたからの、そのほとんどを手に入れそこなったのだった……







（ヒゲ、ふたたび：おしまい）
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Ｌ：あいさつもすまないうちに、何のっけから錯さく乱らんしてんのよ。作者あんたは。
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作：……ま……まあともかく……


　　スレイヤーズすぺしゃる「スクランブル・グリル」をここにお送りします。


Ｌ：さてと。あいさつがすんだなら、するとやっぱり、次の話題は、年ねん賀が状じようがどうこう、って話？


作：ぐっげふ。


Ｌ：ああああ。また吐血するし。こいつは。


　　……っていうことはひょっとして、そっちの方も作さ業ぎようが遅おくれてるとか？


作：くくうッ！　あえてコメントは避さけるけど……しかし考えてみたら、オレが一いち応おう作家デビューしてから、これで干え支とがひと回りしたんだよなー……
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Ｌ：それが一体いつの間にやら、十八歳二人ぶん、ってね。


作：ぐばぶぅっ！


　　……ふ……二人分言うなぁぁぁぁぁっ！　痛いわぁぁぁぁっ！


Ｌ：♪吐血しやすいのもトシのせい～


作：ぐっ……！　そ……そんなことないもんっ！


Ｌ：いや。そこで『もん』とか急に言われても。単にむやみな殺さつ意いがわくだけだし。


作：ま……まあ、その殺意とコンクリート破砕機はどこか横に置いといてもらうとして。


　　しかしつくづく、時間のたつのは早いものよのぉ。


　　終わってみればあっちゅう間。


　　つい先日、歌うた丸まる師し匠しようの「今年もはや残すところ十一ヶ月と半月になりました」って年始恒こう例れいのギャグを聞いたばかりだと思ってたら、もぉ笑しよう点てんチャリティーカレンダーの告こく知ちとかやってるし。


Ｌ：いや。いきなりそんなネタふっても。スレイヤーズ読者のうち一体何人が、笑点なんて見てるのよ。


作：まあ笑点はともかく、時間がたつのは早いよな、ってことだな。


　　かえすがえすも貴き重ちようなり。時間。


　　自分の体たい感かん時間をコントロールする方ほう法ほうとかってないもんかなー。


Ｌ：体感時間？　実じつ際さいの時間じゃなくて？


　　同じ時間でも、早く過すぎるように感じたり、遅おそく過ぎるように感じたりするっていうあの？


作：そう。それ。実際の時間をコントロールするのは無む理りだろーし、できたとしても、自分だけスピードを得えれば、自分一人がどんどんトシとってくことになるからなー。それはヤだろ。


Ｌ：あ。それならあるわよ。体感時間のコントロール法。


作：マジかっ!?


Ｌ：うん。たしかあれって、心しん臓ぞうの鼓こ動どうのペースと比ひ例れいする、って話を聞いたことあるから、むやみに高こう速そく駆く動どうするネズミの心臓とかを移い植しよくしてみればいーのよ♪


　　幸いなぜかこんなところに、ちょうどネズミの心臓と移植キットがありまス♪


作：待てぃっ！　なんでそんなもんがこんなところにっ!?


Ｌ：いや。こんなこともあろうかと思って。


作：そいじゃあお前は常つね日ひ頃ごろからオレにネズミの心臓移植することとか考えとるのかっ!?


Ｌ：わりとその頻ひん度どは高いわね。


　　コンクリ破砕機よりは似合ってるでしょ。移植キット。


作：いや待て落ち着け注ちゆう射しや器き持って迫せまるな！　しかも中なか身みがミドリ色ってお前!?


　　すいません！　ネズミの心臓移植っつーのはこころなしか、体感時間といっしょに、いちじるしく生せい存ぞん時間も短たん縮しゆくされそーな気がするんで遠えん慮りよしたいんですけど！


Ｌ：科学の進歩に遠慮は無む用よう。


作：無む茶ちや言うなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！





　　（手しゆ術じゆつ中ちゆう）





Ｌ：──みなさんは──


　　失しつ敗ぱいは成せい功こうの母、ということばをごぞんじでしょうか。


　　……父だっけ？　まあどっちでもいーけど。


　　ともあれあたしは、この失敗を、明日の成功につなげることを、かたく心に誓ちかってみたり。


　　意い訳やくをすると『懲こりずにまたやる』？


　　とはいえ今度こそ、コンクリ破砕機にもスポットを当ててみたいなー、とか、ちょっぴり思う今日このごろ。


　　みなさんのご意見もぜひお聞かせください[image: ]


　　ではでは、今日のところはこのへんで～♪







（あとがき：おしまい）　　
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